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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　叫ぶ人形







　ある夜のこと。


　私はまるで眠ねむれなくて、ううんっと小さくうめく。


　部屋を真っ暗にして一いつ生しよう懸けん命めい目を閉じているのに、眠りがまるで訪れない。


「……まただ」


　私はそう呟つぶやき、眠るのをあきらめてかすかに目を見開く。


　すると目の前には闇やみが広がっている。


　当然だ。


　自分で部屋を暗くしたのだから。


　でも、その闇を見つめているとひどく、寂さびしい気持ちになってしまう。


　自分で暗くしたのに、悲しい気持ちになってしまう。


　このまま自分は、誰だれにも望まれずにここで、一人ぼっちで消えていくんじゃないかと、そんな気持ちになってしまう。


「…………」


　夜、眠れないといつもそうなのだ。


　嫌いやなことばかりを考えてしまって、さらに眠れなくなる。


　だから私はそっと身を起こす。


　やはり周囲には闇ばかりが広がっている。


　そして命じる。


「光を」


　と。


　するとすぐに、光が広がる。


　周囲が白く輝かがやき始め、しかし、それだけ。


　結局のところは、なにも変わらない。


　この孤こ独どくは、消えてくれない。


「…………」


　私は無言でその、なにも存在しない自分の部屋を見つめる。


　その場所の名前は、《最も古き場所》といった。


　そこはどこにも繫つながっていない、どこにも触ふれていない場所で、だからそこを見つめているとやはり、ひどく寂しい気持ちになる。


　そしてその、寂しい、という気持ちに対して、私は呟く。


「……やっぱり、感情を作ったのは間ま違ちがいだったかな……」


　感情を作るととても大きな魔ま法ほうを編み出せるようになるのだが、しかし、その代だい償しようはひどかった。


　とにかく、胸の奥が痛むのだ。


　普ふ通つうに存在していたはずのただの闇に、耐たえることができなくなってしまったのだ。


　だからそれに、


「ああ……もう寂しすぎて狂くるいそう」


　と、彼女は泣きそうな顔で言う。


　すると部屋の隅すみから声がする。


「僕がいるじゃないか」


　寂しさを紛まぎらわせるために私が作った、分身がそう言ってくる。


　だがその魔ま術じゆつは失敗だった。分身を生み出す魔術は、失敗だった。所しよ詮せん自分の分身では、寂しさは埋うまらないのだ。


　だから私はその声を無視する。


「僕じゃ足りないかな？」


「…………」


「僕じゃ君の孤独を埋められないかな」


　分身はずっと、そんなことを言ってくる。


　あまりにうるさいので、私はその、声のほうを見る。


　するとそこには、出で来き損そこないがいる。


　私の孤独を少しも埋めることができない、役立たずの木で偶く人形がいる。


　そして彼を構成している魔術式では、まるで私の孤独を埋めることができるようにはならない。


　だから私はその、出来損ないを見つめ、教える。


「あなたには、私の孤独を埋めることができない」


「そうなの？」


「そう」


「でも僕は君の孤独を埋めるために生まれたんだよ？」


「そうだけど」


「なのに、僕は君の孤独は埋められない？」


「そう」


「なら」


　と、木偶人形は、言った。


「なら、僕はなんのために存在してるの？」


「さあ、なんのためだろう」


「そんな……」


「そもそも存在の理由なんて、ほとんどのものにないんじゃない？　私だって、自分がなぜ、ここに独りでいなきゃいけないのか、わからないし」


「独りじゃないよ。僕がいるよ」


「あはは、そうね」


　と、私は寂しげに笑う。


　でも、あなたは私にとっては、なんの価値もないのよ、という言葉は、言わない。かわいそうなので、もう言わない。


　だが木偶人形は、なにかを必死に考えているようだった。腕うでを組み、困ったような顔になり、


「なにか、なにか君のためになるようなことが、僕にできればいいのに」


「…………」


「なにか、君の寂しさが少しでも埋められるようなことが、僕にできればいいのに」


「……あなたは、優しいのね」


「そう君に作られたから」


「そうだった」


「僕が存在する意味は、それだけだから、だからなにかを、見つけなきゃ」


　そう言って、木偶人形は必死に考えを巡めぐらせ続ける。どれくらいの時間、彼が考えていたのかは覚えていない。


　数時間。


　数百時間。


　数億時間。


　とにかく、たくさんだ。


　私はその間、独りで過ごした。


　眠れない日も、眠れる日もあったが、結局は独りだ。


　木偶人形は闇の中で、ずっと思考を巡らせているようだった。


　無む駄だなのに。


　彼を構成する魔術式は、答えを得られるようには作られていないのに。


　しかし、


「君を救うにはどうしたらいいだろう。君を助けるにはどうしたらいいだろう」


「…………」


「君を守るためにはどうしたらいいだろう。僕はいったい、君のためになにができるだろう」


　延々とそう呟き続ける木偶人形を見つめているうちに、どういうわけか、私のほうに影えい響きようが出てしまう。


　彼を、哀あわれだと思うようになってしまったのだ。


　私は部屋の隅、闇の中で悩なやみ続ける木偶人形を見つめ、


「ああ、そうだった……私は自分の中に、感情の術式を作っちゃったんだった……」


　と、呟く。


　だから木偶人形を見て、かわいそうだななんて、馬ば鹿かげた考えが浮うかぶ。


　しかしそんなことには気づかずに、木偶人形は唱え続けている。


「君を助けるにはどうしたらいいだろう」


　まるでなにかを呪のろおうとしているかのように、唱え続けている。


「君のためになにができるだろう」


　君のために。


　君のために。


　君のために。


　木偶人形はそう、唱え続ける。


　そしてそれに、私は耳をふさぎたくなる。うるさいと叫さけびたくなる。哀れなのはおまえで、おまえに哀れまれるほど、自分は寂しがってはいない、と、叫びたくなる。


　だから。


　だからもう、


「私のために、悩まなくていいよ」


　と、私は言った。


　そして手を伸のばし、彼の存在を消そうとした、そのとき。


　その木偶人形が突とつ然ぜん、妙みようなことを言い出した。





「あ、いいことを思いついた」





　それに私は、驚おどろく。


　なぜなら、そんなことを言い出すようには、彼のことを作っていなかったから。


　しかし木偶人形は続ける。


「君の孤独を埋める方法を、思いついたよ」


　そんなことを言って、嬉うれしそうに笑う。


　私は顔を上げ、木偶人形を見る。


　そして、さらに驚く。


　なぜなら木偶人形の見た目が、前とはまるで違ちがっていたから。


　長らく彼を見ていない間に、彼の見た目が、大きく違っていたから。


　彼の両手両足は、まるでこの部屋の外の世界に浸食アクセスしようとしているかのように壁かべと床ゆかにめりこみ、一体化してしまっている。全身の肌はだが禍まが々まがしく黒くなり、全身に筋が走っている。


　私はその、彼を見つめ、


「いったい、なにをやってるの？」


　と聞いた。


　すると彼は答えた。


「君を助けたいんだ。君を助けたいんだ。だってそれしか僕には、存在意義がないから」


「違う。私が聞いてるのは、その体の……」


「ああ、これのこと？　これは体を呪じゆ詛そ化したんだ。ずっと君のことを想い続けていたら、いつの間にかできるようになった」


　という言葉に、私は大きく目を見開く。そして彼を構築している魔術式を見る。すると彼の魔術式は、私がかつて作ったものとはもう、まるで別物に変へん貌ぼうしてしまっていた。


　ぐるぐると全身を呪詛がめぐる。


　るらるらと全身を呪詛がめぐる。


　異常なほどにそれは、汚きたない構成だった。私は絶対に思いつかないような、乱雑な構成だった。あまりに乱れすぎていて、すぐには内容が読み取れないほどに、彼の術式は壊こわれてしまっていて。


　私は聞く。


「いったい、あなたはなにをしているの？」


　しかし彼は、にこにこ笑って答える。


「見つけたんだよ、君を救う方法を」


　そして体を、ずずっと動かしてくる。彼の体は呪詛におかされ、壊され、パキパキと音を立てながら、黒い粉を落として崩くずれていく。


　なのに、笑っている。


　嬉しそうに笑っている。


「気味が悪い」


　と、私は言った。


「でも君を救える」


　と、彼は言った。


　私はそれに、聞く。


「それが本当なら、とてもおもしろいけれど……でも、あなたではやはり……あ」


　そこで、私の言葉は止まる。私の右手が、迫せまってきた彼につかまれてしまったから。


　彼の手は熱い。


　やけどしそうなほどに、熱い。


　そしてそのまま、彼は私の腕うでを、引き千ち切ぎる。


「なっ」


　私は声をあげる。そんな力は、彼にはないはずなのに。私をどうにかできる力なんて、ないはずなのに、彼は私の腕を千切ってしまって、投げ捨すてる。


　部屋の隅すみに、私の腕が落ちる。


　私はそちらを見てから、彼を見上げる。


「いったい……いったいこれは、なにが起きてるの？」


　すると彼はやはり嬉しそうに笑って、言う。


「安心してよ。僕は、君をこの暗くら闇やみから救うから」


　そう言って、今度は私の左腕をつかんでこようとして、


「やめて！」


　私はそう叫んだ。するとその瞬しゆん間かん、私の力が彼に向かって放たれる。彼の頭が吹ふっ飛とび──なのに、彼は止まらない。頭を失ったまま私の左腕をつかむ。千切る。


「あ……」


　私が言えたのは、それだけ。


　彼は私の左腕も部屋の隅に投げる。


　と、同時に、彼の頭は復元する。彼の顔はやはり、笑っていて。


「すぐに君を救うから。すぐに寂さびしくなくなるから」


　私はそれを、怯おびえたような顔で見上げていたと思う。感情を作ったから。孤こ独どくや、恐きよう怖ふを感じる心を作ってしまったから、私には想定できない展開が目の前に現れてしまって、動けなくなってしまう。


　するとそれに、彼は得意げに、それでいて優しげに笑って、言う。


「まずは分身を作ったよ。君の分身。僕みたいな出来損ないじゃない。君の腕を──君の肉を使った分身を──ほら、だからもう寂しくないだろう？」


　刹せつ那な、部屋の隅から声がする。


　右腕が投げられたあたりで声がする。


「……私は生まれた。私は生まれた。ここはなぜこんなに暗いのかしら……」


　それに彼は言う。


「やぁ、《源書の光サイトヒメア》、目が覚めたかい？　暗くてごめんね。でも、君の美しい光で照らしてくれよ。君はすべてを照らせる。そうだろう？」


　するとそれに、《源書の光サイトヒメア》と呼ばれた少女が顔を上げた。ひどく美しい少女だった。薄桃ラベンダー色の長い髪かみを揺ゆらしながら、冷たい瞳ひとみで私を見つめ、


「ああ、そうだった。私は彼女の孤独を照らすために生まれたんだ」


　それに彼が言う。


「さあ照らして」


「うん」


　瞬間、部屋が明るくなった。


　いやそれだけじゃない。そのあまりの明るさに、意識が消し飛ばされそうになる。それはおそらく、魔ま術じゆつだ。他者の存在を消してしまいそうなほどに強い魔術。


　それも、私が使う魔術に、そっくりな術式。


　本当に彼女は、私の体の一部を使って、作られているのだ。


　それに彼が言う。


「ありがとう。とても明るい。これで彼女の中の闇やみも、少しは晴れるだろう」


　とそこで、部屋の反対の隅からも声がする。


「……私は生まれた。私は生まれた。ここはなんでこんなに明るいのかな？」


　そちらを見ると、もう一人少女がいる。


　黒くろ髪かみの少女だ。


　彼女はころころと明るい顔をしている。やはり彼女も、私の肉から生まれたようだった。


　彼はそちらを見て、言う。


「やあ《終末の幸福シグレハルカ》、目が覚めたかい？　まぶしくてごめんね。でも、君の笑顔で彼女を暖めてやってくれよ。君は絶望をすべて包める。そうだろう？」


「……あ、うん。そうだった。私は彼女を守るために生まれたんだ」


「さあ、僕らを包んで」


「うん！」


　瞬間、不安が消える。


　孤独が消える。


　またも、意識ごとすべてもっていかれそうになる。


　私は必死に抵てい抗こうする。私の分身の力によって、自分の存在が消し飛ばされてしまわないように抵抗する。


　それから私は彼を見上げて、言う。


「……あなたの望みは、なに？」


「君を幸せにすることだよ」


「ウソばっかり。あなたは、私を消すつもりでしょう？」


　しかしそれに、彼は笑う。楽しそうに笑う。愛いとしそうに笑う。


「違うよ。それは、君の望みだ」


「え……」


「わかってるだろう。僕は君に作られたんだ。だから、君が望んだ通りにしか、動けない」


「そんなはずは……」


「少し想定外のことも起きたけどね。僕は君が埋うめ込んだ術式を使って、外の世界に侵入アクセスした。そうしたら妙みようなモノに出で逢あって……ああ、でもその話はいいや。とにかく僕は、君を救う」


　そう言って、彼は手で、私の首をつかんでくる。強く、つかんでくる。


　私は聞く。


「首を千切って、殺すの？」


　それに彼は答える。


「それで死ねるなら、君は悩なやまないだろう？」


「そうね」


「だから、食べる」


「…………」


「君の絶望ごと。君の孤独ごと。君の感情ごと、僕が食べて、受け入れるよ。そうすれば君はもう、悩まなくてすむだろう？　《最古の魔女ラミエル・リリス》」


「…………」


「さあ、あとは命じてくれればいい。食べてくれ、と。私を食べてくれと僕に命じてくれれば、あとの闇は僕が受け入れる」


「…………」


「さあ」


　と、彼は言った。


　彼はやはり、優しそうな顔で笑っていた。


　彼の目的がなんなのかはもう、わからなかった。


　私を救うために。


　私の孤独を埋めるために彼は行動している、と言っているが、とてもそうは見えなかった。


　少なくとも彼の中にある術式は、そうなっているようには見えなかった。


　それが誰だれによって書き換かえられたのかはわからない。


　彼はいったい、どんな世界へアクセスして、誰と、どんな契けい約やくをしてきたのか、それはわからない。


　だが、それでも私は──


「……私の孤独を、受け止めてくれるの？」


　と、聞いた。


　すると彼はうなずく。


「うん。そのために僕は存在してるから」


「そう。本当に、あなたは自分が存在する理由を見つけたのね」


「頑がん張ばったんだ」


「すごいわ……私は……あなたを作ったはずの私は、自分の存在理由すらわからないというのに……」


　しかしそれに、彼はまた笑って、言う。


「いやいや、僕にはもう、君の存在する理由は、わかってるよ」


「え」


「僕にはもう、君がなぜ、ここに存在しているのかが、わかってるよ」


「そうなの？」


「うん」


「なに？」


「教えて欲しい？」


「うん」


　そう、私はうなずく。


　するとそれに、彼は笑顔のまま口を大きく開いて、


「君は……君はここで、僕に食べられるために、存在してたんだよ」


　そう、言った。


　そして彼の力が急激に大きくなり、私を取り込めるほどに膨ふくれあがる。


　あきらかに私のものじゃない力。


　得体の知れない、異い形ぎようの力。


　それを私は見上げて。


　私が作った、出来損ないのはずの木で偶く人形を見上げて。


　私が──《孤ク独ロをガ埋ネめタるイ人ト》──と名付けたはずの異形のバケモノを見上げて。


「……そう。私にも存在理由があったんだ……謎なぞが解けて、やっと私は解放……」


　しかし言葉は、そこまで。





　私は、クロガネタイトに食べられた。












　第一章　新学期







　夏休みが終わり、あっさり二学期が始まってしまった。


　そして紅くれない月げつ光こうは、教室でＨＲホームルームを見つめている。


「…………」


　ＨＲでは早くも、文化祭についての話がでている。この宮みや阪さか高校では九月の二十八日に文化祭があるのだが、そこで彼が所属している一年九組が、なにを出し物にしようか、なんて話し合いだ。


　黒板には、クラスの文化祭実行委員の女──たしか、[image: ]ひいらぎ優ゆう子ことかいう名前の女によって、


『きたるべき九月二十八日──文化祭において、出し物人気ランキングで一位になるために、我々はなにをするべきか！』


　なんて大おお仰ぎようなことが書かれているが、あがっている候補は、お化け屋や敷しきとコスプレカフェという、ひどくありふれたものだけだった。


　そしてその黒板を月光は見つめて、


「……そうか、《預言》による崩ほう壊かいがあるのは、文化祭と同じ日なのか」


　と、小さく呟つぶやく。


　夏休み中、彼はずっとその、《預言》と、世界の崩壊に逆らおうと必死に動いていたので、完全に文化祭のことなど忘れていたのだが。


　教室の前に立っている[image: ]優子が言う。


「それでは意見が出で尽つくしたところで、投票を始めようと思いまーす。お化け屋敷がいいと思う方は、手を上げてくださーい」


　当然、月光は手を上げない。


　ただ、黒板の、『きたるべき九月二十八日』という文字だけを見つめている。


「ではコスプレカフェがいいと思う方、手を上げてください」


　どうやらこちらのほうがたくさん手が上がったようだった。決まりだ。文化祭実行委員がうなずき、嬉うれしそうに言う。


「それでは九組は、コスプレカフェをすることに決まりましたー。みんなで頑張りましょうー！」


　ぱちぱちと拍はく手しゆが起こる。クラス中が、なんのコスプレをしようかと騒さわぎ始める。


　やはり月光は興味なく、冷たい瞳ひとみでそれらを見るが。


「…………」


　いや、むしろ興味深く、クラスメイトを見つめている、と言ってもいいかもしれない。


　なにせ、こんなにもみんなで頑張ろうと待ち望んでいる文化祭当日に、世界は崩壊してしまうのだから。


　そしてその《預言》に、あらゆる組織の人間たちや、あらゆる世界のバケモノたちが必死に抵抗をしているのにもかかわらず、いまのところどうにもできないまま、九月が始まってしまったのだから。


　もう、二学期なのだ。


　だからその、《預言》された崩壊までに残り二十七日しかない。


　たった二十七日でいったい、どうしろと言うんだと頭を抱かかえたくなるが、[image: ]優子がそれに、


「はい、出し物は決まりましたが、文化祭まではまだ二十七日もあります。これからも定期的にみなさんにどうしたらいいか相談させてもらうので、協力よろしくお願いしますねー」


　なんてことを、言った。


　ノーテンキな顔で、楽しそうにまだ二十七日もあると、そう言う。


　その、[image: ]優子の笑顔を見つめ、


「…………」


　それから月光は立ち上がる。


　すると一いつ斉せいにクラスメイトの顔がこちらを向く。[image: ]優子がビクっと震ふるえ、それから少しだけ怯おびえたような顔でこちらを見て、聞いてくる。


「あ、あの、生徒会長……どうかしましたか？」


「出し物が決まった。なら今日のＨＲは終わりだろう？」


「あ、えと、そうですけど」


「なら俺は生徒会の仕事があるからもういくぞ」


　と言って、教室を出ようとする。


　だがそれに、なにを思ったのか[image: ]優子が後ろから言ってくる。


「あ、あの……紅君は、どう思うかな？　コスプレカフェで、いいと思うかな？」


　月光はそれに足を止め、振ふり返かえる。


　そして答える。


「興味ない」


「そんな」


「それに多数決で決まったことだろう。なら、俺に意見はない」


「じゃ、じゃあなにか、コスプレカフェでやったほうがいいと思うことがあれば……」


「ないな」


「でもっ」


　と、しつこく[image: ]優子が食い下がる。


　時間がないのに。こんな、くだらないＨＲなどで時間を潰つぶしてる暇ひまはないのに、[image: ]優子は真しん剣けんな顔で、


「紅君、ＨＲの間ずっとつまらなそうな顔してたけど、でも私、せっかくの文化祭だから、みんなが参加して盛り上がるようなものにしたいんだ。だからもし、コスプレカフェが嫌いやとかそういう意見とかがなにかあるならその……ちゃんと言って……欲しい、かな、って……」


　という、言葉の後半の声は、小さくなってしまっていた。


　そしてそれに、教室中が少し、緊きん張ちようしたような様子になる。当然だろう。もう、このクラスで月光に逆らうような馬ば鹿かは、存在しないのだ。


　いや、この学校の中で、彼に逆らえるような奴やつは、いないはずなのだ。


　彼は絶対的な権力によってこの学校に君臨している生徒会長様のはずで──


「…………」


　なのにその権力は、《預言》にはまるで及およばない。この馬鹿そうなクラスの連中を守ることもできない。九月二十八日には全員死んで、消えてしまう。


　こんな、なにも知らずに文化祭を楽しみにしているような馬鹿どもすら救えないで、なにが生徒会長様だと馬鹿馬鹿しくて笑いたくなるが。


「……あ、あの、紅君、怒おこった？」


　[image: ]優子が言ってくる。


　目を上げると、なにをそんなに真剣になっているのか、クラスの連中全員がこちらを見つめてきていて。


　それを月光は見つめ、それからため息をつくように首を振って、


「いや……意見、意見か。そうだな……メニューにコーラの飲み比べを入れるのはどうだ？」


　と、言った。


　するとそれに、クラス中の生徒たちの顔が、天地がひっくり返ったのを目まの当たりにしたかのように、驚おどろく。


　それから[image: ]優子が、泣きそうなほど嬉しそうな顔で、


「さ、さすが紅君！　それ、それおもしろいよ！　待ってね、すぐ黒板に書くからね！」


「いや、俺は用事があるんだが」


「あ、あ、そうだよね、でもちゃんと書くからね！　だから、次のＨＲにも……」


　それを月光は無視して、教室を出た。しかし教室の中は盛り上がっていた。


「すげぇな[image: ]！　紅君に参加させたぞ！」だの、「頑がん張ばったかいがあったな！」だのと言い合っていて。


「…………」


　それに月光は小さくため息をつく。それから生徒会室へと向かおうとする。


　しかしその、廊ろう下かに、同じ生徒会委員の男がいる。


　薄うすく茶色がかった髪かみに、あほヅラ。


　鉄くろがね大たい兎とだ。


　そのアホが、なぜかちょっと嬉しそうな、にこにこした顔で言う。


「すーげー意外なんだけど、おまえ、けっこうクラスメイトと仲良し……」


「うるさい」


　無視して、月光は歩き始める。


「ははっ」


　と笑って、大兎は横に並んでついてくる。


　他のクラスのＨＲはすでに終わっているのか、廊下はそれなりに混こんでいる。部活の準備を始める生徒たちや、帰宅しようとする生徒たち。なんの目的もなく仲間とへらへら笑う生徒たち。


　その生徒たちの群れをかき分けながら、彼は生徒会室へと向かう。


　するとその途と中ちゆうで大兎が言ってくる。


「なぁ月光」


「なんだ」


「文化祭のおまえのクラスの出し物って、なにになった？」


「知るか」


「え、知らねーの？」


「興味ないからな」


「あれ、でもさっき、文化祭の話みんなでしてたんじゃないの？」


「俺は参加しないと宣言してやったところだ」


　すると大兎はにやにやしながら、


「へぇ～、ふぅん、そう？　なんか、そんな雰ふん囲い気きじゃなかったけどなぁ」


　などと鬱うつ陶とうしいことを言ってくるので、月光は言う。


「おまえのクラスこそ、もう決まったのか？」


「んぁ？　あ～、なんかけっこうもめたんだけどね、結局おばけ屋や敷しきか、コスプレカフェにしようってことになって……」


「あ？」


「で、投票でコスプレカフェやることになって」


　なんて言葉に、月光は顔をしかめて九組のほうを振り返り、


「まったく、だからありがちだと……くそ。次のＨＲで提言するか……」


「なんの話？」


「こっちの話だ」


「ま、俺らは文化祭の準備なんか、手伝えないだろけどさぁ。だって、文化祭の日付って……」


　とそこで、大兎は言葉を止める。


　それ以上は言っても仕方ないけどね、というような様子で、言葉を止める。


　それに月光は大兎のほうを見る。


　すると大兎は少しだけ困ったような顔でこちらを見返してくるので、それに月光は笑みを浮うかべ、


「俺にかかれば、文化祭前に《預言》問題はあっさり片付くがな」


「はは、そうなの？」


「当然だな」


「じゃ、ま、信じて我らが俺様生徒会長様についていきますけどね～」


「あまりのありがたさに、拝みながらついてこい」


「いや、それで《預言》が消えるなら、いくらでも拝むんだけどね」


　なんて言う。しかしまるで拝む気などないような顔をしている。その気持ちはわかる。なぜなら月光にはまだ、《預言》を回かい避ひする力がないからだ。それどころか、これからなにをしていいのかすら、わからない。


　だが、月光は大兎から視線を外し、前を向いて、


「すぐに拝みたくなるくらいに、力をつけてやる」


　小さく、言った。


　そしてすぐに生徒会室に到とう着ちやくする。


　生徒会室にはすでに、全生徒会委員がそろっている。


　安あん藤どう美み雷らい。


　サイトヒメア。


　碧あお水み泉いずみ。


　セルジュ・エントリオ。


　ハスガ・エントリオ。


　そして生徒会顧こ問もんの、黒くろ守す・フィリエル・優ゆう一いちだ。


　放課後に、生徒会室に集まるように言ってあったのだ。


　月光が生徒会室に入るなり、美雷がこちらを見て、飛び上がる。


「ゲッコーきたー！」


　続いて泉がこちらに手を振り、


「おっはーゲッコーぽん」


　それに大兎が、いちいち丁てい寧ねいに、


「昼だけどね」


　と突つっ込こみを入れて。


「ほいじゃーグッドアフターヌーンティー！」


「ティー！」


　と、泉と美雷が早くもうるさい。


　おまけにサイトヒメアはこちらなどまるで見ずに、後ろにいる大兎のほうへと駆かけ寄よっていき、例によって例のごとく、[image: ]マークばかりがついている馬鹿語でタイトタイトとやかましい。


　それからハーフエルフの弟、ハスガ・エントリオが無む駄だに険悪な表情でこちらをにらみ、


「おまえが呼んどいてくるのが一番遅おそいって、どういうことだよ」


　と、自分は一番遅かったらしい。それで、どうやら大兎は、ハスガたちに言われて九組の教室に様子を見にきた、というのがわかった。


　それに月光は座っているハスガのほうを見下ろして、にらみ返すように、


「はっ、俺が待ってろと言ったら、奴ど隷れいどもは文句を言わずに待っ……」


「ねねねねゲッコー！」


「おとなしく待っ……」


「ねねねねゲッコーゲッコー見てこれみてみて！」


　と、月光の言葉を邪じや魔まして美雷が叫さけぶ。


「うるさい。俺が話してるときは邪魔す……」


「見て見て見て見てー！」


「…………」


　そこで、月光はもう、頭が痛くなってくる。まあ、この生徒会室は人語が伝わらないような馬鹿ばっかりなので、まともに相手にしようとするだけ損なのだが。


　おまけにハスガも疲つかれた顔で、もういいからそっちの相手をしろよとばかりに手を振ふってくるので、月光はため息をつく。


　それから美雷のほうへと目をむける。


　すると美雷はいつの間にか、狼おおかみ男のマスクをかぶっている。そしてその、狼男な顔のまま両手をあげて、


「ガオー！　ゲッコー食べちゃうぞー！」


　などと鬱陶しすぎることを言ってくるので、それに月光はもう一度ため息をついてから、答えた。


「……で、おまえのクラスの文化祭の出し物は、お化け屋敷なのか？」


「え、え、なんでわかったのー！」


　狼男のマスクを外して、美雷が心底驚いたような顔で言う。


　それに月光は顔をしかめ、続いて泉のほうへと目を向ける。


「おまえのところはなんだ？」


「って、月光ぽん、なにげにそういうの興味あるの？　意外～」


「いいから早く言え」


「んとね、なんか、コスプレカフェとか言っ……」


「ちぃっ、うちの学校の生徒は、馬鹿ばっかりか」


　コスプレカフェとお化け屋敷しか出し物がない文化祭を想像して、うんざりしたように月光は舌打ちする。


　するとそこで、聞いてもいないのにセルジュが発言してくる。


「ちなみにうちのクラスは～」


「聞いてない」


　と、月光は打ち消す。


　どうせお化け屋敷か、コスプレカフェに決まって……


　しかし、そこで、


「僕の提案でランジェリースナックになりました～」


「なっ」


　新しいな、と、月光は思わず言いかけ、しかしそこで黒守が、


「そんなの許されるわけないでしょう」


　と、もっともな意見を言う。


　するとセルジュが黒守のほうへと目を上げ、


「うちのクラスはちゃんと先生にもサービスしますよ？」


「いりません」


「いやいや遠えん慮りよせずに、一いつ緒しよに淫いん行こうで捕つかまりましょうよ」


「堂々と淫行とか言わないように。だいたい、絶対にランジェリースナックなんて案は通しませんからね。ハスガ君からもお兄さんにちゃんと言ってくださいよ」


「つきあうと疲れるから、ノーコメント」


「とか言って、ハスガもランジェリーが好きなんですよねぇ」


「ああ!?」


　なんて馬鹿な会話が続く。


　さらに月光の背後では、大兎とサイトヒメアのイロボケカップルが、


「ねねね大兎、ランジェリーってなに？」


「ん？　あー、ちょっと色っぽい下着のことだと思うけど」


「下着？」


「うん」


「ねね、大兎、私が下着姿だったら、どうする？」


「え、どうするって言われても……」


「ど、どうするどうする[image: ]」


　なんてやはりいつもの会話が上がっている。


「…………」


　ちなみに何度も言うが、この文化祭が行われるのは、世界が崩ほう壊かいするといわれている、九月二十八日なのだ。


　つまり、あとたった二十七日でこの世界は消しよう滅めつしてしまうというのに、この緊きん張ちよう感かんのなさはいったいどういうわけだ？


　と、月光は頭を抱かかえたくなる。


「…………」


　そのまま彼は、相変わらずギャーギャーうるさい生徒会室に進みながら、全員に聞こえるように、大きくため息をつく。しかしまるで気にしない生徒会委員たち。


　美雷がいつの間にか手に持っていたドラキュラのマスクをこちらに渡わたしてきて、言う。


「ねねねねゲッコー！　ゲッコーもこれかぶる？」


「ふむ」


　とマスクを受け取り、月光はそれを部屋の隅すみに投げる。


「あっ！」


　美雷はとてとてと走ってマスクを拾ひろいにいく。こちらを見る。


「ゲッコーきらーい！」


　と叫ぶが、月光はそれを無視して、生徒会室の中を進む。そして会議用のホワイトボードの前へといき、それからマジックを手に取り、ボードに書き込む。


『きたるべき九月二十八日──《預言》による世界崩壊を目の前にして、我々はなにをするべきか！』


　ほとんど文化祭実行委員の女が黒板に書いていたものと同じような文章だが、今日、ここで話し合うべき事案は、これで間ま違ちがってないはずだった。


　そのまま彼はホワイトボードをバンっとたたき、振り返る。


「さて、会議を始め……」


　と、言いかけたところで、言葉を止める。


　なぜなら会議用机に二匹ひき、奇き妙みような生き物がいたから。


　泉の席と美雷の席に、ドラキュラとフランケンシュタインが座っているのだ。


　月光はそれを見て、もう、うんざりしきったような声こわ音ねで、


「おい馬鹿ども。ふざけるなら出ていってもら……」











[image: ]








　が、そこで泉ドラキュラが立ち上がる。そして高らかに、


「ふははははは、馬鹿め、人間ごときが俺様になにを言うか。我が名はドラキュ……」


「死ね」


　月光は泉にマジックを投げる。短いスカートの下の、細い生の足の部分に当たる。狙ねらったのだ。


「いったぁああああああい！」


　ドラキュラのくせに悲鳴をあげる。マスクを取って、半泣きでこちらを見てくるが、やはり月光は無視する。


　ちなみに美雷のほうのフランケンシュタインのマスクはもう、注意しない。彼女はマスクをつけようがつけまいが同じくらいの知能指数だから、もうあえて触ふれない。


　すると美雷が、


「あ、あ、えとね、私もね、わ、我が名はボランケンシュバビンだよ！」


　と、もう名前すら間違えているが、それに月光はうなずき、


「そうか、すごいな。よかったな」


「うん！」


「じゃ、話を始めるぞボランケン」


「いいよ！」


　と、美雷は嬉うれしそうに、椅い子すに座る。


　それにハスガが、


「なにその、意思の疎そ通つうが図はかれてる感じ。おまえらすげぇ仲いいなぁ」


　と言い、続いて泉が、


「えろーい」


　セルジュが、


「えろーい」


　などと楽しげに言ってくるが、月光がそれを無視したところでやっと、


「…………」


　部屋が静まり返って、会議が始められそうだった。


　彼は生徒会室を見回す。すでに机を囲むように全員そろっている。


　最初は自分と、美雷だけだったこの教室に、いまは自分をのぞいて、七人もの馬鹿がそろっていて。


　それを月光は見つめて、


「こうも馬鹿ばかり増えると、命令するだけでも一苦労だな」


　するとそれに大兎が言う。


「寂さびしくなくていいだろ？」


「はっ」


　と吐はき捨すてるように言いながら、彼は携けい帯たいを取り出す。そして昨日のうちに全員に送ったメールを見る。こいつらがいま、どこまで状じよう況きようを把は握あくしていたかを、確認する。


　メールにはもう、ほとんどの状況についての説明が書いてあった。


　月光はその内容を確認すると、泉のほうを見て、


「おい泉……」


　と、言いかけただけで、まるで彼女はこちらの思考を読みとったかのように、


「ほいほいおっけー、書記役すればいいのね？　んじゃー、いまの状況を要約してホワイトボードに並べまーす」


　と、彼女はふざけなければ非常に頭がよく、有能な人材だった。


　本当に、ふざけなければ、だが。


　月光は横にきた泉が、ホワイトボードに書き始めた文章を読む。


　するとそこにはこうある。





タイトル


『月光会長から昨日、私にきたメール』





本文


『なあ泉、実は俺、最近、おまえの短いスカートを見てると胸のドキドキが止まらなくて困っ……』





　しかそこで、月光はゆっくりと手を、泉の頭へと伸のばし、まっ金々に脱色ブリーチされている髪かみをつかむ。


　そして、言う。


「ふむ。髪質が、細くて柔やわらかいな。勢いよく引っ張ったら、全部抜ぬけそうだ」


　するとそれに泉は舌をぺろっとだして、


「はーい、まじめにやりまーす」


　と、慌あわてて黒板消しで、文字を消し始める。それから改めて、文章を書く。


　黒板は、泉の文字でみるみる埋うまっていく。





　泉ちゃんの、わかりやすい状況解説こ～な～☆





☆１☆


　魔ま女じよっ娘こばっかり集まってるテンペロン・クローリーって組織が、《軍》が弱体化したのに気づいて襲おそってきてるよ怖こわいね～！


　さらにナンパ師セルジュっちが魔女っ娘を口く説どいて仕入れてきた情報によると、商店街の向こうにある西アリア女学院を乗っ取って、魔女たちの拠きよ点てんにしよう計画を進めてて、さらに九日後にはこの学校に総攻こう撃げきを仕し掛かけてこようとしてるけど、いまの私たちには女学院が拠点化されるのを止める力もないんだぜベイベー。





☆２☆


　この世界には《預言》ってのがあって、今日の晩ご飯のおかずから、明日あしたの晩ご飯のおかずまでぜーんぶ決まっちゃてたんだってー。ほいでそのままほっとくと、どうも文化祭が開かい催さいされるのと同日の九月二十八日で世界は消滅しちゃうようおうお～、と《預言》に書かれててさあ大変。どうするニッポン！





☆３☆


《軍》っていうのはその、崩壊を止めるために黒守先生が作った組織だったんだけど、黒守先生は土ど壇たん場ばで、


「いやー、まじ無理っす」


　とか言い出したらしいヨ！





☆４☆


　しかし正義の味方である紅月光ぽんは、


「いや俺ならできるっしょ、なんせ僕ちん天才だしねーん。褒ほめて褒めて」


　とか言い出したので、我らが生徒会長様が恥はじかかないですむよう、みんなで手伝おうぜ！　の巻。





「と、書けた～。これでいい？」


　などと言って、泉は振り返ってくる。


　月光はそれに、当然言いたいことがいくつもあったが、もう、あきらめて、


「黒守に聞いてみろ」


　と、言った。


　するとそれに黒守が少しだけ申し訳なさそうに、


「いや、あの、土壇場で『まじ無理っす』とか言ってしまって、すみません。けっこう頑がん張ばったつもりだったんですけど……」


　なんて苦笑いを浮うかべながら、言う。


　するとそれに泉がこちらを見て、


「はい今度は、月光ぽんのセリフ」


「あ？」


「いや俺ならできるっしょって、言っていいよ？」


「死ね」


「代わりに言おうか？」


「いいからおまえは死ね。死にながら座れ。用済みだ」


　と泉を席につかせる。


　それからホワイトボードへと目を戻もどして、言う。


「とにかく状況の把握は終わった。なら対応するぞ。まずこの《１》の問題。テンペロン・クローリーを止める。ちなみに崩ほう壊かい後の《軍》と、テンペロン・クローリーの戦力差はどれくらいだ？」


　と聞くと、黒守が答える。


「四十倍くらいでしょうか」


「だそうだ。よし馬ば鹿かども。意見をだせ。四十倍巨きよ大だいな組織を相手に、俺たちはどう対たい抗こうする？　一人一意見だしてみろ。まず美雷」


「え、え、えと、まずね、このブロンケンのマスクをかぶって、ガオーって脅おどせば……」


「次、泉」


「うーん。《預言》のいまの状況を正直に言って、協力してもらうしかないんじゃないかな？」


　いまの状況というのは、《軍》の崩壊によって《預言》が大きく分ぶん岐きした、ということだった。


　いや、元に戻ったと言ったほうがいいかもしれない。


　最初の《預言》では、今年の九月二十八日に世界は崩壊するはずだった。


　しかし黒守が作った《軍》という名の魔ま術じゆつによって、それが六年後まで、ずらされていた。


　だが、《軍》が崩壊してすべてが元に戻ってしまった。


　今年の九月の二十八日、すべてが終わってしまうのだ。


　おまけに、崩壊の時期を《軍》がずらしていた、というのすら実は勘かん違ちがいで、黒守が失敗して元に戻ってしまう、ということまですでに、《預言》には書かれていたのだ。


　それに黒守はあきらめ、絶望して、《軍》の指揮権を月光に譲ゆずった。


　いまさら譲られたところで、崩壊までの日数はもう、二十七日しかないのだが。


　だが、それをテンペロン・クローリーは、知らないのだ。《軍》よりも深くまで《預言》を見ることができていないテンペロン・クローリーは、いまもまだ、崩壊を六年後だと思っているはずで。だからいま、弱体化した《軍》を襲う、などという、ずいぶんと余よ裕ゆうのある行動をしてきているのだが。


　そこで、黒守が言う。


「僕らの言葉を信用してもらえればいいですが……でも、僕ら《軍》とテンペロン・クローリーのいままでの関係を考えると……」


「無理かな？」


　と、泉が聞くと、黒守は、たぶん、と言って、うなずく。


　それに月光は、続ける。


「そこの馬鹿兄弟はどう思う？」


　するとハスガが言う。


「降参したうえで状況を話すって手はどうよ？」


　それにセルジュもうなずき、


「うん。僕もそれはいい考えだと思います。まず、魔女っ娘たちに降こう伏ふくするっていう響ひびきが僕はとても……」


「兄貴は黙だまってろって」


　と、ハスガはセルジュのほうをにらむが、しかしセルジュは笑って、続ける。


「という冗じよう談だんはさておき、本当に降伏するのは、ありだと思いますよ。なにせ、別に僕らはテンペロン・クローリーに勝つためにここで頑張ろうって言ってるわけじゃないですし。本当に防ぎたいのは、２番の、《預言》されている結末でしょう？　なら、ここで降伏するのは別に構わないと思います」


　しかしそこで突とつ然ぜん、珍めずらしくサイトヒメアが発言する。


「……降参して情報を話せば、信じてもらえる？　あは、人間どもがそんなに簡単に他者を信じられるとは思えないんだけど」


　それに全員が、ヒメアのほうを見る。


　彼女は相変わらず大兎の肩かたに抱だきついた格好のまま、しかし、ひどく冷たい表情をしている。


　月光はそちらを見つめ、それから言った。


「ふむ、珍しく色ぼけ魔女と意見があったな。俺もそう思う。戦力差が四十倍あったとしても、《軍》はテンペロン・クローリーが持っていない知識や技術を多数持っている。ひとたび俺たちが降参すれば、奴やつらは俺たちの話を聞かず、ただ、略りやく奪だつだけに夢中になるだろう。そしてその間に、世界は終わる」


「…………」


　するとそこで大兎が言う。


「なら、どうするよ？」


　それに月光は答える。


「意見がない日和ひより見み主義者は黙ってろ」


「あ？　なんだよそれ。んじゃ、意見言うよ」


「なんだ？」


「あー、ええと、俺思うんだけど」


「役に立たない意見だったら殺すぞ？」


「いや、役に立つかどうかはわかんないんだけどさ、ええと……逃にげるっての、どうかな？」


「あ？」


「つってもこれ、いますぐ逃げるって話じゃないんだけどさ、でも、テンペロン・クローリーに対抗する時間が、もったいないかなぁと思ってさ。だって、もう二十七日後には世界は崩壊しちゃうわけで、俺らそれに対抗しなきゃいけないわけだろ？」


「……ふむ」


「なら、まずはテンペロン・クローリーが総攻撃を仕掛けてくるっていう十日後まではここで必死に《預言》に対抗して、んでもって一いつ生しよう懸けん命めい《預言》に対抗してるうちに、もしも俺らや《軍》が急激に強くなってテンペロン・クローリーをぶっ飛ばせるようになってたらそれはそれでいいじゃん？　でもだめなら……だめだったら、学校解散してさ。んで《道み程ち》抜ぬけて別の場所へ逃げて、そこで《預言》との戦いを続ければいいんじゃねぇの？　って、思ったんだけど……」


　なんてことを、大兎が言う。


　それに月光は、大兎をにらむように見つめる。


　すると大兎はうかがうようにこちらを見て、


「だめかな？」


「…………」


　と言ってくるが、月光は答えない。


　意外といまの馬鹿の意見がおもしろかったので、彼は答えずに、思考をめぐらせる。


　確かに《預言》を回かい避ひすることがいまは一番の重大事じ項こうで、テンペロン・クローリーなどを相手にしている暇ひまはないのだ。


　ならいっそ魔ま女じよどもは相手にせず、もし攻せめてきても、無視して逃げたらどうか？　といういまの作戦。


　もちろんそれは、大兎が言うほどには簡単なことじゃない。テンペロン・クローリーも馬鹿じゃないだろうから、すでにこちらの様子は監かん視ししているだろう。


　それになにより、《軍》の中ちゆう枢すうにある情報を自分たちのものにしたいのだ。そしてその、《軍》の中枢であるこの生徒会室が移動することを、奴らがそう簡単に許してくれるとは思えない。思えないが、しかし、


「いいだろう。なかなか悪くない考えだ。テンペロン・クローリーに対しては、その作戦をとろう」


　と、月光は言った。


　すると大兎は驚おどろいたようにこちらを見て、


「お、意外に俺、いい意見言った？」


　が、月光は無視して黒守のほうを見る。


「テンペロン・クローリーからの監視は？」


　黒守が笑って、答える。


「びっくりするくらいすごいですよ。科学的にも、魔術的にも。もう、この学校を包囲するように何千もの監視網もうが敷しかれ……」


　しかし、やはり無視して今度はサイトヒメアのほうへと目を向ける。


「おい色ぼけ魔女。おまえもテンペロン・クローリーの監視に気づいてるか？」


　するとヒメアはこちらを見て、言う。


「当然」


「で、監視を邪じや魔まする魔術の構築は可能か？」


　それにヒメアは目を、窓の外を見るように移動させる。それから少しだけ首をかしげ、


「……数が、多いから……これ全部を邪魔するとなると、時間が……」


「二日でやれ」


「……はぁ？　人間ごときが誰だれに命令……」


「手伝いに大兎をつけてやる」


「え[image: ]」


「二人っきりで徹てつ夜やで作業しろ」


「わ、わかった[image: ]」


「わかったらすぐに始めろ。場所はどこがいい？　屋上か？　それとも理科室の奥のおまえの部屋か？　もしくはなにか、特別な場所を用意する必要があるか？」


　という問いに、ヒメアが言った。


「え、えと、狭せまくてベッドがある部屋が……」


　それを遮さえぎって大兎が言う。


「はいストップー！　屋上、屋上にしよヒメア。個室はダメ」


「えー」


「よし、そうしよう！　屋上にしよう！　じゃ、いこ、ヒメア」


「うー、でも、大兎と一いつ緒しよなら、どこでもいいけどね[image: ]」


　というヒメアをうながして、大兎は立ち上がる。そしてこちらを見る。


「んじゃ、俺らいくわ。テンペロン・クローリーの監視を潰つぶすのは、早いほうがいいもんな」


　それに月光はうなずく。


「ああ、早くいけ」


「んじゃ、いってくる。あと、俺も自分の力使って屋上で《預言》への解読続けてみっから、なんか情報見っかったら電話するわ」


　そう言って、ヒメアを連れて教室を出ていこうとする大兎に、月光はさらに命じる。


「《預言》の解読よりも、サイトヒメアの護衛を優先しろ。テンペロン・クローリーの監視網へアクセスしているのに気づかれたら、奴らは襲おそってくる可能性が──」


　しかしそれに、ヒメアが薄うす笑えみを浮うかべて、


「人間ごときを相手に、そんなヘマしない」


　だが、月光はヒメアは無視して、大兎を見る。


　すると大兎はうなずいて、


「もちろん、そのつもりだよ」


「え、え、大兎が私を守ってくれるってこと!?　守ってくれるって……」


　と、うるさくなりそうなので、月光は言う。


「いいからおまえらはもういけ」


　それに、好きだの、大好きだの、大大大好きだのといった馬鹿語を放ちながら、イロボケ二人は生徒会室を出ていく。


　その、大兎とヒメアが外へ出たところでハスガが、


「んで、俺らはどうする？　テンペロン・クローリーは無視するとして、んじゃ今度は《預言》のほうにはどうやって逆らうつもりなんだよ？」


　などと聞いてくる。


　もちろん月光はその答えを、知らない。


　いや、それに簡単に答えられるのなら、黒守はとっくに《預言》を回避できていたはずなのだ。


　だが、そうはならなかった。


　黒守は三百年もかけて《軍》を大きくし、《預言》に対たい抗こうできていたと思っていたのに、それもすべて、すでに《預言》されていたのだ。


　それどころか日向ひなたも、悪あく魔またちも、みなが《預言》に対抗しようとして、挫ざ折せつしてしまっていて。


「……ふむ」


　月光は考え込むように一度そううなって、ホワイトボードがある場所から、自分の席へと移動する。腕うで組ぐみをする。思考を巡めぐらせてから、


「……できることを、やるしかないな」


　と、馬鹿みたいなことを言った。


　すると、すでに話し合いに飽あきて漫まん画がを読み始めてしまっている美雷を除いた全員がこちらを見つめ、


「…………」


　しかしもう、質問してこない。


　こいつらもわかっているのだ。所しよ詮せん月光もただの人間で、《預言》に対抗できると大おお見み得えを切れるだけの計画など、持っていないということに。


　だから全員が少し、困ったような顔で考え込んでしまって、無言の時間が流れる。


　とそこで、泉が立ち上がって、


「よし、ほいじゃーとりあえず、私もその、《預言》とやらを見てみよーかなーん」


　なんて言う。


　それに月光は首を振ふる。


「馬鹿が、やめておけ。見た者のほとんどが狂くるって死ぬような呪のろわれた術式で書かれた《預言》だぞ」


「でも、月光ぽんは見たんでしょ？」


「ああ」


「死んでないじゃん」


「それは、防護服を……」


「じゃ、それ私も着るよ」


「いや、だからおまえ程度の能力じゃ防護服を着ても……」


　が、泉はあははと笑って言った。


「死んだら死んだで、いいよん。私、そういう覚かく悟ごってもう、前からできてるし」


「ん？」


「それに、みんなで《預言》を止めるぞーっていうのに、その《預言》を見てないってどうよって、思わない？」


「…………」


「だからとにかく、見てみる。で、もし生き残って戻もどったらさ、その情報レポートとかにまとめて、《教会》とかに持っていってみようとか、思うんだよねぇ。テンペロン・クローリーはもう、《軍》の崩ほう壊かいと弱体化に気づいて襲ってきちゃってるから無理だけど、《教会》はまだ知らないじゃん？　なら、《預言》の新しい展開のこと、信じてくれると思うし」
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　などと言う。


　彼女は彼女で、かなり今回のことについて、いろいろと考えているようだった。


　だからそれに、月光はなにも言えない。


　すると泉は勝手にそれを了りよう承しようと取ったのか、大きくうなずいて、続ける。


「だから私は《預言》を見まーす。それも今日見まーす。ってなわけで黒守先生、準備してもらっていいですか？」


　すると黒守はそれに、少し困ったような顔になり、


「いや、でもそれは……いま君が言ったことは、僕がやりますよ。《預言》の情報をまとめて、僕が《教会》に交こう渉しように……」


　しかし、泉が黒守を遮って言う。


「黒守先生はだめでーす。もとからの《軍》の関係者だし、三百年もごそごそやってたんなら、《教会》と揉もめたの、一度や二度じゃないでしょ？　なら、無理だと思う」


「…………」


「もうね、ここは私くらいの無能力っぷりがいいと思うんだよねー。あと、なによりやっぱ《預言》見とかないと、この二十七日間の戦いに、真しん剣けんになれないと思うんです。なので、見ます。でもって、《教会》いきます」


　と、泉は少しだけ、強い口調で言う。


　するとそれに横から、ハスガが、


「んじゃ、俺にも見せろ」


　続いてセルジュがうなずいて、


「もちろんお兄さんの僕が一番最初に見ますけどね。で、もしも僕が死んだら、二人は見ないように」


　という言葉にハスガはセルジュのほうを見て、


「ああ、じゃ、それでいいや」


「ええええ、そこは、『兄貴を死なせるわけにはいかなぁああい！』とか叫さけんで、兄弟愛を確認しあうタイミングでしょう？」


「でも、言ってもどうせ譲ゆずらねぇだろ？」


「もちろんそうですけど」


「それに、兄貴が死んでも、俺は《預言》、見るから。じゃなくてもなんもしなきゃ二十七日後には死ぬわけだしさ……あと、ここで一つ言っとくけど」


　と、ハスガは立ち上がり、泉のほうを見下ろす。


　そして、言う。


「《預言》見たあと、ぜってーおまえ一人で《教会》にいかせたりしねぇからな。おまえは《教会》の怖こわさ知らねーんだよ。だから、もし《教会》にいくなら、俺がついてく」


　それに泉はハスガを見上げて、


「えー、でもハスガっちも《教会》と揉もめて……」


「黙だまれ。絶対一人じゃいかさない」


　と、ハスガが真剣な顔で、少し強めに言って。


　それを泉は、きょとんとした顔で見上げてから、


「もしかしてハスガっち、私に恋こいを……」


「してねぇよ」


「じゃー一人でいきまーす」


「あーもう、なんでもいいけど、絶対だめだ！」


　と、言う。


　それを月光は、見る。


　ちなみにこのハーフエルフの二人は、ほんのつい最近まで、《教会》に母親を実験材料にされたあげくに、幽ゆう閉へいされていたのだ。そしてその母親を救うためにずっと《教会》のことを探っていたはずで……


「…………」


　が、そこでふと、妙みようなことに気づく。


　このハーフエルフの兄弟が、この生徒会室の一員になった経けい緯いが、うまく思い出せないのだ。


　確か、この学校の誰だれかをこのハーフエルフの兄弟が誘ゆう拐かいして、それでこいつらと出会ったはずなのだが。


「……いったい、あいつらは誰を誘拐したんだ？」


　それが、思い出せない。


　いや、そのへんの記き憶おくが黒く塗ぬり潰つぶされているかのように消えてしまっていて。


「……おい、エントリオ兄弟」


　と、言う。


　それにセルジュとハスガがこちらを見るので、聞く。


「なぜおまえらは、ここにいる？」


「え？」


「ん？」


　と、声をあげてから、ハスガが言った。


「そりゃ、おまえ……」


　しかしそこで、言葉が止まる。少し、驚おどろいたような表情になる。そしてそれを見ただけで、わかる。


　こいつらの記憶の中にも、この生徒会に入った理由がないのだ。


　もしくは、記憶がすっぽり消えて、黒く塗り潰されてしまっているのだ。


　月光はそれに、


「黒守」


　と、生徒会の顧こ問もんのほうを見る。


　すると黒守も少し考えるような顔になってから、言う。


「僕の記憶もです。これは少し、調べてみましょう」


「テンペロン・クローリーからの洗脳魔ま法ほうか？」


「さて」


　と、黒守は指を一本上げ、それを自分の頭に突つき刺さす。黒守の頭がまるで実体がないかのようにそれを受け入れる。


　それを泉が見て、


「うっわ、なんかこういうの見ると、やっぱこの生徒会室バケモノばっかりだなーって思うよね」


　などと言うが、黒守は気にせずその指を動かす。そして、言う。


「記憶に魔ま術じゆつがかけられてる痕こん跡せきはないですねぇ」


「おまえが気づいてないだけじゃないのか？」


「まあ、その可能性もありますが、でも、これでも僕は《軍》の創設者の一人ですよ？　テンペロン・クローリーごときの魔術にかけられて、気づかないとは思いません」


　と、一人ではもう、テンペロン・クローリーに対たい抗こうすることができない男が偉えらそうに言う。


　それに月光はしばらく黒守を見つめてから、うなずく。


「よし、ならこの件はおまえが調べろ」


「ですが」


「《預言》に対抗する努力はもう、三百年間散々したろう？　で、おまえにはなにもできなかった。ならあとは俺に任せろ。おまえは《預言》の問題にはもう、タッチしなくていい」


「…………」


「《軍》の指揮権も、完全に全部渡わたせ。そしておまえは個人に戻って、外側から《預言》を観察しろ」


　と、月光は命じる。


　するとそれに黒守はしばらくこちらを見つめてから、うなずく。


「個人に戻って……ね。まあ、それもおもしろいかも。外側から見たら、なにか発見があるかもしれない」


「それに、一度負まけた奴やつは邪じや魔まだ。負け癖ぐせがついてるからな」


「はは」


「だがまったく別のやり方でやり直すなら、今度は勝てるかもしれないだろう？」


　月光がそう言うと、


「……そうなるよう、願ってます」


　と、黒守は立ち上がった。


　それから泉、セルジュ、ハスガのほうへと目を向けて、


「では、《軍》での最後の仕事として、三人は僕が連れていきましょう。彼らに《預言》を見せます」


　すると泉たちが立ち上がる。


　月光はそれに、黒守に言う。


「殺すなよ」


「でもそれは、本人次第なところがありますからねぇ。《預言》は、見ただけで心が壊こわれてしまうことが……」


「殺すなと言ってる」


　それに黒守はこちらを見て、


「新しい《軍》の主あるじは、怖いなぁ」


　と笑ってから、泉たちをうながして教室を出ていく。その、出ていく直前に美雷のほうへと目をやり、


「ところで、そっちの悪あく魔まには……」


　が、それを遮さえぎって月光は言う。


「こいつに《預言》は見せない」


「……ふぅん、ま、いいですけどね」


　と笑って黒守は出ていく。その背中についていきながら泉が、


「んじゃー、いってくるねー」


　と出ていき、続いてハスガが、


「俺もいってくるわ。んじゃ、あとでな」


　最後にセルジュが、


「《預言》を見たら、また戻もどってきます」


　と、生徒会室を出る。


　そして生徒会室には、漫まん画がを読み続けている美雷と、月光だけになってしまう。


「…………」


　その、急に静かになった生徒会室を月光は見つめ、


「……《預言》に対抗する方法、か」


　と、小さく呟つぶやく。


　あの、自分よりも遥はるかに能力の高い、日向や黒守ですら絶望してしまったような巨きよ大だいな敵を前に、いったい自分になにができるのかを、彼は考える。


　しかしやはり、何から考えていいかすら、わからない。


　なにせ、すべての行動が《預言》には書かれているのだ。たとえば自分がいま、こうして腕うでを組んでいることや、このタイミングで目線を、漫画ばかり読んでまるで話を聞いていない悪魔のほうへと向けることまで、すべてが《預言》に描かき込まれていて。


「……で、これにどうやって逆らえばいい？」


　そう、呟く。


　それから彼は、しばらく無言で思考を巡めぐらせてから、


「……まずは、《天てん魔ま》の話でも聞きにいくか……」


　と、生徒会室の奥にある、白い壁かべのほうへと目を向けた。












　第二章　力の在処







　場所は変わる。


　宮みや阪さか高校の、生徒は立ち入り禁止のはずの、屋上。


　扉とびらは鍵かぎがかけられ、他の生徒たちは入ってこられない、という状じよう況きよう。


　その屋上にあぐらをかいて座りながら、大たい兎とは言った。


「……ねぇヒメア」


「んー[image: ]」


「あの、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」


「なになに？　チューしたい？」


「いや、そうじゃなくて」


「じゃあギュー？」


「違ちがう」


「え、まさかもっとすごいこと!?」


「だぁから！」


　と、大兎は声を荒あらげる。


　それから自分の腕に抱だきついて、にこにこしているヒメアをうんざりしたような顔で見る。


　するとヒメアはその、うんざり顔の大兎の頰ほおに触さわって、


「そういう顔の大兎も好き[image: ]」


「じゃなくてさぁ」


　と、彼はため息をつく。


　それから自分の頰をなでるヒメアの手をつかむ。


　瞬しゆん間かん、


「あっ[image: ]」


　なんて言ってヒメアがあからさまに顔を赤らめてきて、そして大兎はそれに、


「いやだから、そういう展開にいってる暇ひまないでしょ？　俺らやることが……」


　というのを、ヒメアが遮さえぎる。


「やってるよ」


「え？」


「だから、やってる。テンペロン・クローリーの情じよう報ほう網もうを、潰つぶす魔術を作るんでしょ？」


「うん」


「それ、いま作ってる」


　と、ヒメアは言う。


　座っている大兎の膝ひざにもう、いまにも寝ね転ころがってきそうなほどの勢いで身を寄せ、こちらを見上げてにこにこしてる、というポーズのまま、魔術を作っていると言ってくる。


　そしてもちろん、彼女が言ってることは本当だとは、思う。なにせ彼女は、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれる世界中の魔術的組織に恐おそれられているような魔ま法ほうに長たけた種なのだ。


　だから、彼女は大兎に全開でいちゃついてきながらも、ちゃんと魔法を作れるとは思うけど、でも、それでもあの、


「やっぱりあれじゃない？　いまはなんか、すーげー切せつ羽ぱ詰つまってる状況っていうか……」


　しかしそれを遮って、ヒメアは頰を膨ふくらます。


「でもちゃんとやってるから、いいんだもん」


「だもんって言われても」


「で、さっきの続きやるんだもん」


「んーと」


「じゃ、いくよ？　大兎が私の手をつかんで、私、あっ[image: ]　って言うところからね。じゃ、言うね？」


「あの」


「あっ[image: ]」


　と、再び顔を真っ赤にするヒメア。


　おまけに彼女は、やりなおしの行動にもかかわらず、本当に照れているようで。


「……あの、そんな顔真っ赤にされると、俺も恥はずかしくなるんだけど」


「だって、大兎といると胸がドキドキするんだもん」


「って、言われてもなぁ」


「うう、そんなに大兎は、私のこと嫌きらい？」


「いや、嫌いじゃないけど」


「好き？」


「あの、だから、ああもう、わかった。じゃあ、その前にちゃんと聞かせてくれる？」


「うん？」


　と、首をかしげるヒメアに、大兎は聞いた。


「いま、ヒメアはテンペロン・クローリーの監かん視しを潰す魔法を作ってます」


「うん」


「その、魔法を作るために使ってる力がどれくらいで、そんでもって、俺のほうに抱きついてにこにこしてる力がどれくらいか、力の配分具合を割合で聞かせて」


　するとそれに、すぐにヒメアが答えようとするが、大兎はそれを遮って言う。


「ちなみに噓うそついたら嫌いになるから」


「え!?」


「ってその反応、やっぱ全力で魔法作ってなかったのかよ！」


　と大兎が言うと、ヒメアはまた、不満そうに頰を膨らませて、


「だってー」


　と、言う。


　しかし、いまの状況はだってで通るような状況じゃないのだ。だからヒメアの肩かたをつかんで自分から離して、大兎は言う。


「あの、ヒメア、まじでいまの状況を……」


「うう～、わかってるけど……でも、本気で二日でテンペロン・クローリーの監視網を全部潰すような魔法を作るとなったら、私、全部の意識をそっちに使わないといけないから……」


「いや、だからそれやりにここにきたんでしょ？」


「うううう、そうだけど……でもでも、だから本格的に魔法作る前に、ご褒ほう美びを……」


「ご褒美は魔法ができてから！」


「うううううう」


　と、ヒメアはますます不満そうな顔で、頰を膨らます。さらにちょっと半泣きのような顔になる。


　それを大兎は困ったように見つめ、


「あの、俺、ヒメアが魔法作ってる間も、なるべくそばにいようと思ってるよ？」


「ううううう」


「疲つかれたら途と中ちゆう、何度でも話し相手になるしさ」


「うーうーうー」


　と、一向に彼女は魔法を真しん剣けんに作ろうとしない。もう、うるうる全開な瞳ひとみでこちらを見つめ、


「……あー、なんだ、その～」


「うーうーうーうー」


　それに、大兎はなんて言おうかを、悩なやむ。


　月げつ光こうばりに、わがまま言うな！　的なことを言おうとか、それとも少しだけ譲じよう歩ほして、じゃあ、ちょっとだけよ？　と許すか。


　どっちのほうが早く、彼女が魔法作成に意識を向けてくれそうかを考えてから、言う。


「ああもう、しょうがないなぁ。じゃあ、ちょっとだけ……」


「やった！」


　と、ヒメアは再び両手を広げる。


　それに大兎は慌あわてて言う。


「でも、抱きつくのは一分だけ……」


「やだ、一時間！」


「二分！」


「一万時間！」


「って増えてるし！　おまけに一万時間もここで過ごしてたら、二十七日たっちゃうよ」


　と、大兎は思わず笑う。


　するとそれにヒメアが、


「笑ってる大兎が一番好きー[image: ]」


　と、抱きついてくる。


　いつも通りに彼女はとても柔やわらかくて、それに大兎は、困る。


　いくら自分の中に《天てん魔ま》やら、《月の裏側の神》やら、黒いウサギやらを入れられてしまっていたとしても、心は所しよ詮せん、高一男子なのだ。


　だから、こんなとんでもない美少女に抱きつかれてしまうと、


「……うーん、胸がドキドキして、困る」


「私も」


「とか、この会話の展開も高校生には対応できないと思うんですけど……ってか、先にヒメア言っとくけど、これ、一分ね」


「え──！」


「一分。でもその分強く抱くよ」


　と、彼女の背中に手を回して、ぎゅっと抱く。すると彼女はそれに、


「う……あ」


　と、うめく。


　それから、なぜか顔を、こちらから隠かくすように彼の胸に押しつけて、


「……うう、わ、わかった。私の胸もドキドキして壊こわれちゃいそうだから、一分で許す……」


　なんて、言う。


　それに彼女のほうを見下ろすと、彼女は耳まで真っ赤にしていて、


「はは」


　大兎は笑う。


　ヒメアはなにも言わない。


　そのまましばらく、二人で静かに抱きあう。


　黙だまって一分は意外と長くて、三十秒にすればよかったかな、なんて、思う。


　空を見上げる。


　校庭から聞こえてくる生徒たちの声を聞く。


　遠くの雲を見る。


　ヒメアが、大兎の心臓の音、好き、と言う。


　そしてそこで、


「たぶん、一分くらいたったろ」


　と、大兎は言った。


　するとヒメアは胸に顔を押しつけたまま、言う。


「まだだもん」











[image: ]








「そうかな？」


「うん」


「じゃ、少し待つけど」


「うん」


「…………」


「…………」


「あの、ヒメア、さすがにもう……」


「まだだもん」


「ヒメア」


「…………」


「ヒメア、怒おこるよ？」


「う？……うう～、わかった」


　と、彼女は顔を胸から離はなす。また不満そうな顔になっているが、それでいて、ちょっとだけ満足げな顔もしている。


　それに大兎は微笑ほほえんで、


「んじゃ、がんばろ」


「うん」


「ヒメアがかっこよく凄すごい魔法作るとこ、見せてよ」


　と言うと、彼女は笑い、それから舌をべーっとだして、


「そんなふうにおだてても、騙だまされないもんねーだ」


　なんて言いながらも、彼女は立ち上がる。するとスカートがひらりと舞まう。下着が見えそうになるので、大兎は目をそらす。


　すると彼女はスカートをおさえ、こちらを見て、言う。


「えっち」


「見てないよ」


「知ってる。でも、私のスカート魔法がかかってて、絶対に中が見えないようになってるんだよ」


「そなの？」


「うん。大兎以外には絶対に見えないよう設定……」


「って俺には見えるんじゃん」


「うん！」


「うんじゃなくて！」


「あは」


　と、彼女は楽しそうに笑う。


　それに大兎もあきれたように笑ってから、


「じゃ、そんな妙みような魔法じゃなくて、テンペロン・クローリーをぶっ飛ばす魔法を……」


「それ、みんな簡単に言うけど……」


　と、ヒメアは空を見上げる。


　しかし目は閉じている。


　なにかを感じているかのように両手を広げてから、言う。


「ねえ大兎」


「うん？」


「私、ほんとに意識全部魔法に使うから、たぶん声かけられても返事しない」


「わかった」


「でも、自分になにか危機が迫せまったらちゃんと意識戻もどるようになってるから、もしも用とかあったら、少しくらいは離れていいよ」


「うん」


「でもなるべくならそばで、手とか繫つないでてくれたら嬉うれしいかも」


「わかった」


「じゃ、いくね」


「うん」


「また、二日後に」


　と、彼女は一度目を開いて、こちらを寂さびしそうな顔で見る。とんでもなくかわいい顔で見る。


　それに大兎は、言う。


「なるべく、手を繫いどくよ」


　すると彼女は笑って、うなずく。


「それじゃ、私頑がん張ばる！」


　そして再び目を閉じて──


「…………」


　それだけ。


　彼女の周りに、魔法が展開したり、光がきらめいたりするわけでもなく、ただ、それだけだった。


　それに大兎は、


「……ヒメア」


　と、言ってみる。


　しかし彼女は反応しない。


　大兎はもう一度、言う。


「ヒメア」


「…………」


「って、反応しないよな。そう言ってたもんな。でも、それだけ頑張ってんのか」


　と、両手を広げ、目を閉じたままのヒメアを見る。その、彼女を見上げ、それから約束通り彼女の手を握にぎる。


　それでも彼女は反応しないが、彼はぎゅっと彼女の手を握って、


「ヒメア、がんばれ」


　と、言う。


　それからまた、空を見上げる。


　今度こそまるでやることがないが、しかし、ここになるべくいると約束したので、彼はそのまま、ぼんやりと空を見続ける。


　そして、思考を巡めぐらせる。


　それはいまのこの、状じよう況きようについて。


　それから自分が見たあの、《預言》について。


　二十七日後には、この世界は消えてしまうのだ。


　それもよくわからない少女が泣いて、この世界は消えてしまう──という光景を、彼はすでに《預言》で見ていた。


　大兎がどんな行動をとっても、必ずあの、よく知らない少女が出てきて、泣く。


　大兎のほうを見て、泣く。


　そして泣いたらすぐに、世界の崩ほう壊かいが始まる。


　だが、その少女が何者なのか、大兎は知らない。会ったこともないし、記き憶おくにもない。


　なのにその少女は、彼の名前を呼ぶのだ。


　大兎、大兎、と、名前を呼んでくるのだ。


　そしてそれを思い出して、


「……ありゃいったい、誰だれなんだ？」


　と、大兎は《預言》の光景を思い出して、そう呟つぶやく。


　だが、当然だが、答えは返ってこない。


　自分の中にも答えはない。


「また、《預言》にアクセスすれば、もうちょっと情報があるかもしんないけど」


　とそこで、彼はヒメアのほうを見る。


「でも、《預言》にアクセスすると俺、死ぬからなぁ……その間にテンペロン・クローリーが襲おそってくるとまずいし……ってことは、《預言》を読むのは、だめだよなぁ」


　と呟く。


　つまり、


「……すっげぇ、暇ひまだ……ゲームか、漫まん画がでも持ってくりゃよかったなぁ」


　なんて言いながら、笑う。


　空にあるのは雲だけで、その雲もほとんど動いてないので、まったく暇を潰つぶすことができない。


「といって、ほんとにテンペロン・クローリーが襲ってきて、忙いそがしくなるのも困るけどね」


　雲を見つめながら、言う。


　そのままぼんやりと過ごす。


　そういや、文化祭の出し物はコスプレカフェになったけど、うまく《預言》止めたら、コスプレしなきゃいけないんだよなぁ、なんてことを考えて、笑う。


　さて、なんのコスプレしたら受けるかな、とか、ヒメアはなに着ても似合うだろうな、とか。


　そのまま、しばらく時間が経たつ。


　ヒメアはぴくりとも動かない。


　しかし、誰かがこちらを襲ってこようとしている気配もない。


　そんな、本当になにもない状況だと眠ねむくなってくるが、それをこらえて、考え事を続ける。


　なにか、自分にも考えつくような、《預言》に対たい抗こうする方法がないか？　と。


　たとえばもう一度、エデルカの主あるじのところにいって、願いを言うってのは、


「どうよ？」


　と独り呟く。


　そしてそれから、


「でもあそこ、代だい償しようきついからなぁ」


　と、彼は自分が願いを言ったときのことを思い出して、笑う。


　だがそこで、少しだけ、眠ねむ気けが覚める。


　なぜなら妙なことに気づいてしまったから。


　自分が、エデルカの主に奪うばわれたものがなんだったのかを、忘れてしまったのだ。


　いや、その部分の記憶が黒く、塗ぬりつぶされているというか、すぽっと抜ぬけてしまっているというか。


　とにかく、まるで思い出すことができなくて。


「……って、なんだ、こりゃ」


　彼は首をかしげる。


「なんで俺、覚えてねぇんだ？」


　と呟く。


　もちろんその問いに、誰も返事しない。ヒメアにもこちらの声は聞こえてないから、相談することはできない。


　だが、なにか異お常かしなことが……


「って、もうこの学校に入ってから、おかしなことだらけで、どれをおかしがったらいいかわかんねぇほどだけどさぁ」


　と、彼は言って、笑う。


　そして一度、思考を止める。


　わからないことを、この動けない状況で考え続けても仕方がないからだ。


　だから思考を止め、


「この、記憶がおかしくなってることはあとで、月光に言ってみよう」


　という言葉で問題を一度処理して、別のことを考え始める。


「でもま、エデルカの主にもっかい願いを言いにいくってのは、ありだよな。エデルカの主が《預言》をどうにかできんのかーっていうのは怪あやしいとしても、なんか有益な情報は教えてくれるかも……」


　と、そこまで言ってから、ふと思い出す。


　それは、自分が以前にエデルカの主に願って、手に入れたモノのこと。


　なぜか忘れてしまった代償を差し出して、エデルカの主からもらった力のこと。


　いや、あれは力じゃなかった。


　情報だ。


　大兎はエデルカの主に、


『ヒメアを守れるだけの力が、手に入る場所の情報をくれ』


　なんてことを、願った。


　そしてエデルカの主は、その情報をくれた。


　そしてその情報を手がかりに、ニャン吉きちを手に入れたのだが、しかし、


「あの情報って、他にもすっげぇいっぱい、武器や魔ま術じゆつの情報が載のってたよな……」


　と、彼は思い出す。


　エデルカの主にもらったのは、地図だった。


　ヒメアを守ることができるだけの力が手に入る場所を教えてくれ──と頼たのんで。


　するとエデルカの主は、大兎の脳に、無理矢理地図を送ってきたのだ。


　それは、契けい約やくするべき魔ま物ものが棲すむ場所。


　修おさめるべき魔ま法ほうが隠かくされた場所。


　見つけるべき武器が隠された場所。


　そんな無数の『力』の情報が頭に送られてきたが、しかしそれは、意識しないと再生されない。


　いや、再生されないどころか、その地図にアクセスすると、まるで《預言》を読んだときみたいに、脳の許容量を超こえた量の情報が一気に展開されて、脳が壊こわれてしまうのだ。


　確か前に地図にアクセスしたときは、地図の情報を一割しか展開できなかった。一割展開したところで、脳が溶とけてしまった。


　しかしその一割の情報だけでも、尋じん常じようじゃない数の魔術や魔ま獣じゆう、武器が紹しよう介かいされてしまい、選べねぇよ！　と怒ど鳴なって、検けん索さく条件を付け加えたのだ。


　その条件が確か、


『貂魔テンマの炎ほのおほどは威い力りよくがなくていいから、もうちょいリスクが少ない技か武器、ない？』


　だった。


「って、俺、すげぇ弱気だなぁ」


　と、彼は笑う。


　そして彼は左手をあげて、その手を見る。それから一度拳こぶしを握りしめて、


「出てこい、炎」


　と、唱える。


　途と端たん、拳に白い炎が生まれる。


　ヒメアと再会した初日に、彼女からもらった魔法だ。


　これを撃うつと、とんでもない威力の炎と爆ばく発はつを起こせるのだが、しかし、あまりの威力に自分の上半身も吹ふっ飛とんでしまう、という代償が伴ともなう。


　だからこれは、自分も傷つけてしまう諸もろ刃はの剣けんのはずだった。


　十五分以内に七回死ねる、という、不死の力を持っていた大兎だから使える力。


　しかしそれでも一度死んでしまう。死ねる回数が減ってしまう。だから、最大でもこの力は六回までしか使えない──はずだったのだが。


　大兎は、言う。


　拳を空へと向けて、


「いけ、貂魔テンマ」


　するとドンっと音が鳴って、白い炎が青空へと放たれる。


　と同時に、反動がこちらにもくる。人間なら上半身が吹っ飛んで死んでしまうほどの破は壊かいの力がこちらに戻もどってこようとする。


　だがそれに、大兎は目を細めて、


「んっ」


　とだけ、言う。


　そして拳の周囲に、自分の中にある呪のろわれた黒い兎うさぎの力を集める。


『黒ひつきようむ』を集める。


　すると、貂魔テンマの炎の力をその黒が無力化し始める。それどころか黒は、放たれて空へと飛んでいく炎まで追いかけ、浸しん食しよくしていき、すべてを真っ黒に染めてしまったところで、貂魔テンマは霧む散さんしてしまう。


　それを大兎はぼんやりと見上げ、


「……いまじゃ、貂魔テンマの炎ですらこれだもんなぁ」


　と、言う。


　それから、このたった数か月の間に起きてしまった出来事を少しだけ振ふり返かえる。


　何度も、何度も、何度も死んで、そして目を覚ますたびに変わっていく自分と、世界の様子に想いを馳はせる。


　高校に入り、月光に出会い、ヒメアと再会し、生徒会室に入って──


　それから、たぶん。


　少なくとも、


「状じよう況きようは、よくはなってねぇよな」


　と、彼は言う。


　いや、世界はひどくなるばかりだった。


　自分の体だってもう、とても人間と呼べるような代しろ物ものじゃなくなってしまっていた。


　不死の呪いを入れられ、それだけじゃ終わらずに、《軍》にぐちゃぐちゃに改造されてしまって。


　で、そのあげくに、《預言》が世界のすべてを消してしまうかもしれない、なんて話が出てくる。


　なにをどう一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったところで全部無む駄だで、今日やったことも、昨日までやっていたこともすべて意味なんかなくて。


　それは、全部《預言》されていたことなのだという。


　すべてが《預言》に書かれていて、自分たちはそこにでてくる、一登場人物に過ぎないのだという。


「ってそれ、どうにもなんなすぎねぇ？」


　と、彼は呟つぶやく。


　だいたい、《預言》ってなんだよって、思う。これがもしゲームかなんかだったら、そんなチートねーだろーって言いたくなるような、もう、とんでもない設定で。


「あんだけ全部書いてあんだったらそりゃ、もう神様が決めた運命って言ってもいいんじゃねぇの？」


　なんて、彼は愚ぐ痴ちるように言う。


「で、それに逆らうってさ、それ、神様に逆らうってことだろ？　そりゃちょっと……ちょっとだけ」


　大変だなぁ、と、彼は思う。


「おまけにこっちの仲間には、なにげに悪あく魔まもいるしさぁ。ってことは、俺らのほうが悪役じゃんなぁ」


　と、いつもうるさいと月光に怒おこられている悪魔を思い出して、笑う。


　その笑い声が、ヒメアと、大兎以外誰だれもいない屋上に寂さびしく響ひびく。


「…………」


　ヒメアは反応しない。彼女は一生懸命テンペロン・クローリーの監かん視し網もうを潰つぶすための魔術を作ることに専念していて。


　そして大兎はその、彼女の綺き麗れいな顔を見つめ、さらに強く彼女の手を握にぎる。


　するとかすかにその手を、彼女が握り返してきたような気がして。


「……はは」


　と、また彼は笑う。


　彼女の手のぬくもりを感じて、それから、


「……ま、悪役だろうがなんだろうが、うるせぇって怒鳴るしかないんだけどね。世界は消えますはいそうですかって、あっさり死ぬわけにもいかないし……それに、俺はヒメアを守るって約束したしさ。となると、真しん剣けんにどうしたらいいか考えないといけないんだけど」


　と、彼は再び思考を戻す。


　エデルカの主にもらった地図について、もう一度考え直す。


　あのときはまだ、自分に力がなかったから情報を一割しか再生できなかったし、さらに──『貂魔テンマの炎』よりも威力が弱くていいから──なんて、志こころざしの低い力を手にいれようとしてしまっていた。


　さらに、あのころはいまほど月光と仲良くなっていなかったし、《軍》のことも信用していなかったので、月光や《軍》にはこの、エデルカの主からもらった情報のことは、秘密にしていた。


　だが、いまなら、


「月光や黒くろ守すたちと相談してこの、地図に載ってる武器や、魔法を集めにいくこともできるよな」


　と、彼は考える。


　そうじゃなくても本来、この、エデルカの主からもらった情報を有効に使うには、月光の協力が必要だったのだ。


　これは前にヒメアとも話したのだが、普ふ通つうの《聖地》は、あの生徒会室にあるような、どんな世界でも、どんな次元でも、どんなに離はなれた場所でも、好き勝手に《道み程ち》を開けてしまう──なんて力は持っていないのだという。


　この生徒会室にある《聖地》は普通のものとは違ちがう大きな力を持っており、だからこそ《軍》は、この《聖地》を中心に、宮阪高校を建てたのだ。


　ならこの、無数の『力』の在あり処かが書き込まれた地図を有効活用するには、この生徒会室にある《聖地》を使うのが一番効率がいいはずで。


「……もしかしたら、月光たちと協力して魔法やら武器やらを探したら……」


《預言》を回かい避ひできるようななにかも、見つかっちゃうんじゃねぇの？　なんてことを、思う。


　それも、かなりの確率でそういうことが起きるんじゃないの？　と、ちょっとだけ期待してしまう。


　なぜなら彼は、エデルカの主に、『ヒメアを守ることができる力を手に入れられる場所』を教えてくれ、と、聞いたのだ。


　なら、


「ヒメアを《預言》から守る方法も教えてもらってなきゃ、おかしいよなぁ？」


　と、彼は言う。そしてヒメアを見上げる。


　もちろんエデルカの主の力が、《預言》を超えているとはとても思えないが、しかし、それでもエデルカの主はこう言っていたのだ。


　大兎の願いを叶かなえるときに、こう言っていた。


『もしもあなたが、その願いの代だい償しようが軽いと思って願ったのなら、それは大きな間ま違ちがいよ』


　そしてそれに大兎は、


「あんな偉えらそうに言って代償持って行ったんなら、ちゃんと《預言》まで潰せる情報くれてないと、クレームもんだろ」


　と、言う。


「つっても、取られた代償がなんだったのかは、覚えてねぇんだけど」


　と、笑う。


　だがとにかく、二十七日後の《預言》に向けてやれそうなことはまだ、いくらでもありそうだった。


　たとえばその、エデルカの主がくれた情報を生徒会のみんなで共有化するとか。


　黒くろ兎うさぎの力を使って、《預言》にもっとアクセスしてみる、とか。


　そして、自分の頭の中で消えている記き憶おくがいったいなんなのかについても、もう少し突つき詰つめてみる、とか。


　とにかくやることはまだあって。


「……絶望するには、早いよな」


　と、彼は言う。


「まだ、早い」


　と、自分に言い聞かせるように言い、それから、


「……ただ問題は……そのどれもが、ここでヒメア守ってる状態だとできないってことだよねぇ」


　と、ヒメアを見る。


　やはり彼女は目を閉じたまま、動かない。彼女の言葉を信じると、テンペロン・クローリーの監視網をすべて潰す魔ま法ほうを完成させるには、二日ほどかかるらしい。


　つまり二日間はここで、大兎はなにもできずにぼんやりしてなきゃいけないわけで。


「……って、途と中ちゆう誰だれかに護衛替わってもらおかな。少なくとも、エデルカの主からもらった情報は、早めに月光に伝えたほうがいいだろし」


　と、言う。それから、


「いや、もう電話するか。月光にここでヒメア守ってもらって、その間に俺もこの屋上で、エデルカの主からもらった地図の再生をすれば……」


　と、言いかけたところで突とつ然ぜん、ブルルルと、ポケットの中の携けい帯たいが震ふるえるのを感じた。


「んぁ？」


　それに大兎は、そちらを見る。


　ちなみに携帯が入っているのは右ポケットで。


　そしてヒメアと繫つないでいるのも右手だった。


　だから携帯を取るのに少しだけ、手間取る。左手を頑がん張ばって右ポケットに入れ、携帯を取り出す。


　すると画面にメール受信という言葉が浮うかんでいる。


　メールの主の欄らんには、『ムカツク馬ば鹿か紅くれない月光』と書かれていて。


「あれ、月光からだ」


　と、彼は受信ボックスを開く。


　そしてメールを見る。


　するとそこには、こんなことが書かれていた。





タイトル


『助けろ、二秒でこい、殺されそうだ』





本文


『生徒会室』





　ただ、それだけ。


　そしてそれを大兎は見つめ、


「はぁ？　殺されそうって……なんで？　え、まさかもうテンペロン・クローリーが攻せめて……」


　とそこまで言って、しかし、メールに書かれている内容が本当なら、そんなことを言ってる間にも月光は殺されてしまうかもしれないので、彼は慌あわてて立ち上がる。


　そして言う。


「これ、あれだよな？　生徒会室にこいってことだよな？　でも、あー、ヒメアはどうしよ。俺ヒメア守らなきゃいけないし……」


　と、周囲を見回す。とりあえずいま、まわりには誰もいない。しかし、いないからといってテンペロン・クローリーが大兎たちを見ていないわけではない。なにせ、黒守の話ではテンペロン・クローリーは何千もの監かん視しの目をこちらに向けているらしく、だからこそヒメアは、こんなに必死にそれを潰そうとしているのだ。


　だから、ヒメアから離れるわけにはいかない。


　しかしこのままだと月光が死ぬ可能性がある。


「ってことはー、なんだ」


　と、携帯をポケットにしまう。それから握っていたヒメアの手を離す。


　そしてその手を今度はヒメアの細い腰こしに回し、彼女を持ち上げる。


　動かしてもやはり目を覚まさないことを確認してから、


「ヒメア、移動するけど、大だい丈じよう夫ぶ？」


「…………」


「大丈夫そうね？　じゃ、移動すっから。ってか、それにしたって二秒でこいとか無理だろ！　メール読むのでも二秒かかってるよ！　月光、もう死んでたりして」


　と、拳こぶしを振ふり上げる。それから自分の足あし下もとを見る。


　屋上の床ゆかの、真下にあるはずの生徒会室を見下ろして、


「……これでコーラ買いに行かせるために呼んだとか言われたら、あいつぶっ殺す」


　と言いながら拳に『黒ひつきようむ』を集め、そして大兎は床にそれを、たたきつけた。












　第三章　書記が見る夢







　場所はさらに変わる。


　それは宮みや阪さか高校の校舎が建っている場所から、地下深くに移動した場所。


　そこに、《預言》へとアクセスするための研究施し設せつが用意されていた。


　その、研究施設にある更こう衣い室で、泉いずみはスカートを、脱ぬぐ。


　セーラー服も、脱ぐ。


　パンティと、ブラだけの姿になった自分の姿が鏡に映り、それを彼女は見つめ、腕うで組ぐみをして真しん剣けんな表情で、


「ふーむ……あとちょっと胸が成長したら、男子はみんなイチコロにできる気がしますなぁ」


　などと独り言って、笑う。


　すると鏡に映った自分の顔も、笑う。


　金色の髪かみに、豊満とはいえない、細身の体。それを彼女は見つめ、それからその、鏡の横にかけられている、薄うすい生地の、ピンク色のレオタードのようなものへと、目を向ける。ちなみにこの、レオタードのようなものは、《預言》を見るときに、その《預言》に含ふくまれている呪のろいから術者を守るために開発された防護服らしいのだが。


　その、レオタード状の防護服を見つめ、泉は呟つぶやく。


「これ着たらさぁ、ブラとかパンティの形、絶対浮くよねぇ……え、え、じゃあ、やっぱ脱いで着るのかな？　まさかＴバック用意してくださーいみたいな話じゃないだろし……いやいやでも、生でこれ着るってなると、えーと、んーと、それはそれでいろいろと問題が……」


　あるような、ないような。


　とそこで、泉は声をあげる。


「ねねねねハスガっち！」


　しかしそれに、返事はない。


　だが、さらに大きな声で、


「ねねねねねねねハスガっちハスガっち！」


　するとそれに背後から、声がする。


「なんだようるせぇな」


　それに泉は振り返る。そして、更衣室のカーテンの向こうから上がったハスガの声に、首をかしげて、


「あれ、ハスガっち横の更衣室で着き替がえてたはずなのに、なんで後ろで声がすんの？」


　するとそれに、カーテンの向こうのハスガが答える。


「もう着替え終わったからに決まってんだろ。おまえも早くしろよ」


「いやーでも、いろいろと乙おと女めの悩なやみがありまして」


「はぁ？」


「ってか、質問なんだけど……ハスガっち、このレオタードみたいなの、もう着たの？」


　と聞くと、それにハスガはあっさり、


「着たよ」


　なんて答える。


　それに泉は、


「わわ、まじで？」


　と、言う。


　それからその、ハスガの姿を想像する。


　素すっ裸ぱだかに、レオタード姿の、ハスガの図。


　想像の中のハスガは、なぜかちょっと恥はずかしそうに顔を赤らめていて、


「いやん、見ないで」


　とか、勝手に言い出してまい、当然それに泉は、


「きゃはははははははははは」


　とりあえず独り、爆ばく笑しようする。


　壁かべをばんばんたたく。


　するとそれに、ひどく機き嫌げんが悪そうな声が返ってくる。


「あの、おまえすーげー失礼な想像してんだろ？」


　しかしそれに、泉は答えられない。ただ、お腹を抱かかえて笑い転げて、


「おまえふざけんなよ」


「いやいや、ごめん、うん。ハスガっちはかっこいいから、ちゃんと似合ってると思うよ。少なくとも私の想像のハスガちゃんは、『いやんえっち』とか言い出してかわいいよ」


「おっまえ、カーテン開けんぞ？」


「いやんえっち」


「っていいからもう、早く着て、出てこいよ。ちなみにあれだぞ？　その防護服、服の上から着ていいらしいぞ」


「え、そうなの？」


「おまけにそれ、着た瞬しゆん間かんに鎧よろいみたいになるから」


「ほほう」


「だからおまえが想像してるようなあほな格好は、俺はしてねぇよ」


「えー、つまんなーい」


「つまんなくていいよ」


　とそこで、今度はハスガのほうから、セルジュの声が聞こえる。


「あれ、これ服の上から着てよかったんですか？　僕、全ぜん裸らになってから着たんですけど」


「っておまえもかよ」


　なんて会話が聞こえる。


　ちなみに、泉が着替えている更衣室の、二つ隣となりでセルジュは着替えていたはずなのだが、そのセルジュももう、着替え終わったようだった。


　セルジュが、言う。


「あれ、泉さんはまだ、中に？」


「ああ。まだ着替えてんだってさ」


「へぇ。で、ハスガはなにをやってるんです？」


「あ、なにって？」


「だって、そんなのおかしいでしょう？　目の前でかわいい女の子が着替え中。手を伸のばせばカーテンは簡単に開ひらける。なら、男ならすぐにでもカーテンを……オープンザカーテン！」


　なんて、エロセルジュが叫さけぶ。


　カーテンがガラガラと揺ゆれる。


　それに泉は、


「えええー」


　と驚おどろいて、慌ててスカートと、セーラー服を拾う。そして胸と、腰のあたりを服で隠かくす。


　が、しかし、なぜかカーテンは開かれない。


　そしてそれに、セルジュが言う。


「あの、ハスガ君」


「なんだよ？」


「なんで僕を止めないんですか？」


「いや、どうせ兄貴、カーテン開ひらけないかなぁって思って。女が嫌いやがることはしない奴やつだしさ……それとも殴なぐって止めてほしかったのか？」
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「そういう流れだったでしょう？」


「ほいじゃ殴るよ」


　とハスガが言って、それからゴンっという、凄すごい音がする。


　それにセルジュが言う。


「おー、全然痛くありません。泉さん、防護服の強さが証明されましたよー」


　なんて声が更衣室の外からして、結局カーテンは開かれない。


　それに泉は笑い、それから、


「いやー、残念だなー、カーテンが開くと思って、ブラジャーも取ってたんだけど」


　と、言いながら、しかし彼女はいそいそとセーラー服を着る。


　すると外からセルジュが言う。


「あれ、それは残念。でもまあ、僕は自分で女の子を脱がすのが好きなのでいいですよ。で、ハスガはちょっと、もったいないことをしたっていう顔を……」


「してねぇだろ！」


「と、ムキになって否定するところが……」


「おまえ、まじでむかつくんだけど」


「なんて言いながら必死にごまかす弟を、兄としては暖かい目でこれからも見守っていこうと思……」


「死ね！」


　ゴン！


「ふむ。やはり全然痛くないことが証明されましたね」


「うるせぇ」


　なんて会話に、泉は笑う。


　それからスカートをはき、腰こしのところでくるくる巻いて、短くする。そして再び、レオタードを手にとる。手て触ざわりは、伸しん縮しゆく性のある、ゴムのような生地だった。その生地をよく見ると、実は生地自体の色は白で、そこに、ピンク色の文字が大量に並んでいるのが、わかる。


　もちろんその文字は、日本語じゃない。英語でも、フランス語でも、中国語でもない。見たことのない、文字。


　それを見て、それから、


「でもさすがにやっぱ、服着たまま着たら、モッコモコになっちゃう気がするけどなぁ」


　なんて言いながら、とりあえず服の上からレオタードを着てみる。


　すると案の定、胸のあたりがモッコモコになる。さらにスカートは、悲ひ惨さんだった。スカートの真ん中だけがレオタードに引っ張られて、なんか、ちょっとふんどしのような感じになってしまう。


　そしてそのあまりの不格好さに、彼女がまた、独りで爆笑しようとした、そのとき。


　その、レオタードの表面にあった文字が、揺れる。そのまま生地に書き込まれた文字が浮うかび上がってきて、周囲に展開する。


　そしてあれよあれよという間に泉は、まるで宇宙服のような鎧に包まれ、顔まで覆おおわれていて。


　それを鏡で見る。


　三回りくらい鎧によって大きくなってしまった自分の姿を見て、


「これ、ロボじゃん！」


　と、声をあげる。


　そのまま後ろを振ふり返る。カーテンを開ける。するとそこにも二体のロボがいて、泉はロボ化している拳こぶしを振り上げ興奮気味に、


「ロボじゃん！」


　と言う。


　するとそれに、ロボなセルジュが、


「イエーイ！」


　と言ってくれて、そのまま、泉とセルジュは二人で、ハスガのほうを見る。


「…………」


　じーっと見る。


「…………」


　そしてハスガがなにか言うまで、待つ。


　するとロボ化しているハスガが一いつ瞬しゆん、拳をあげかけ、しかしすぐにやめて、


「そ、そのノリにつきあうと思うなよ！」


　と、怒ど鳴なってくる。


　それにセルジュがこちらを向いて、


「でもいま、手、動かそうとしてましたよね？」


「ねー」


　と、泉はこくこくうなずく。


「してねぇよ！」


「と、一いつ生しよう懸けん命めいごまかそうとする弟を、兄としては温かく……」


「だからうっさいって！」


　ゴン！


　と、ハスガがセルジュを殴る。しかし、防護服に守られた体は、本当にまるで痛くなさそうで。


　それを泉は見て、言う。


「ねねね、ハスガっちハスガっち」


「あ？」


「私も私も、ゴンってやってみて」


「え、いや、さすがにそれは……」


「いいからいいから」


　それに、ハスガはまた、拳をあげたり、下げたり、


「いや、やっぱり女殴るのはなぁ……」


「いいからいいから、私ロボだから」


「うーん」


「いいからいいから」


　それでやっと、拳をあげる。それからこちらを、ポコンっとたたいてくる。


「って、そんな強さじゃ防護服着てなくても痛くないよー」


「いや、でもさぁ」


　なんて、ハスガが言っているところで、別の場所から声がする。


「ああ、着き替がえ終わりました？」


　という、黒守の声。


　それに泉は振り返る。そのままとりあえず警察官のような敬礼をして、


「ロボ化、完かん了りようしました！」


　と言う。


　その横でセルジュも泉のポーズを真ま似ねし、


「完了しました！」


　と、言う。


　そしてそのまま、また、泉とセルジュは二人でハスガのほうを無言で見るが、


「だからやらねぇっつってんだろ！」


　と、ハスガが怒鳴る。


　泉はそれにあははと笑う。


　すると黒守もそれを、薄うすく笑って、


「まあ、僕もいまのうちに笑っておくべきだと思いますけどね。なにせ《預言》を見たらもう、二度と笑えなくなる可能性もあるので」


　なんて、言う。


　それに、セルジュとハスガが顔を見合わせる。


　泉は首をかしげようとして、しかし、ロボ化しているので首がうまく動かないので、かしげるのをやめる。


　そして、聞く。


「それは、死ぬってこと？」


　すると黒守が答える。


「力が足りなければ、その可能性もあります。でもそれよりも、《預言》を見ると、見た者の心に傷を残して、生きる気力を奪うばう効果があるんです」


「って、未来が全部予測されてて、もうつまんなーいとか絶望しちゃうってこと？」


　しかしそれに、黒守は肩かたをすくめるだけで答えるので、泉はさらに続ける。


「結局人は死ぬんだから、なら、もう頑がん張ばる必要ないじゃーんとか、思っちゃうってこと？」


「まあ、軽い口調で言えば、そうです」


　と、黒守が言う。


　そしてそれに、防護服の中で泉は眉まゆをひょいっとあげて、


「なら……きっと私は平気だなぁ」


　なんて言う。


　それはしかし、防護服の外には漏もれないくらいの、声。誰だれにも聞こえないくらいの声。


　でも本当に、平気だ、と、彼女は思う。


　だって、もう頑張る必要ないじゃーんとかそういうのは、すでにいっぱい経験しているのだ。


　もう何年も前に十八までは生きられないと言われて、じゃあもう頑張る必要ないじゃーんって、とっくに思っていて。


　未来がないなら。


　将来がないならもう、なにしたって無む駄だじゃーんって泣なき叫さけんで、散々まわりに当たり散らしたり、家族に当たり散らしたりして。


　で、ぐるんと一周回って、いまがあるのだ。


　未来がないなら、いまを頑張ろうって。


　いま、この瞬しゆん間かんを楽しもうって。


　一度しかない人生を、精せい一いつ杯ぱい、後こう悔かいないように生きようって思って。


　で、そこでいきなり、


『それも全部《預言》されてました。実は二十七日後に世界も崩ほう壊かいしてしまうので、その悩なやみも全部無駄でしたー』


　とか横から言われても、


「いまさら感かん爆ばく裂れつなんだよねぇ～ん」


　と、独り笑う。


　いまの状じよう況きようはたぶん、


『みんな死ぬからすっごいやばーい！』


　とかいう展開でみんな真しん剣けんなんだと思うのだけど、私にとっては、


『いやーごめん、私、抜ぬけ駆がけしてとっくに死ぬ準備とかしちゃってたよー』


　という状態で。


　だからむしろその、《預言》とやらに、不ふ謹きん慎しんにも彼女は興きよう味み津しん々しんだった。


　どういうつもりで、自分が十八で死ぬ、なんて設定にしたんだろ、とか。


　なにが起きて世界は崩壊しちゃうんだろ、とか。


　もし《預言》とやらを見たら、そういうのがわかるんじゃないかって、そう思って。


　それになにより、世界が終わるときに。


　みんなが消えちゃうときに。


　みんなが、どんな顔をしてるのかとかも、興味があった。


　みんながどんな顔をして消えていくのかに、興味があった。


　だって。


「…………」


　だって自分は、本当はあきらめきれて、いないから。


　いまは一応、開き直ってこんなふうに笑ってられてるけど、でも、十八になって、いざ、死ぬとなったらきっと、


「…………」


　きっと、死にたくないとか、怖こわいとか言ってみっともなく騒さわぐと思うから。


　だからそれを、見てみたいのだ。


　二十七日後。


　世界が消えると知ったときに、みんながどんな顔をするのか。自分のように、みっともなく騒ぐのか。それが見てみたい。


　そしてもし、そうなら。


　みんなが私と同じくらい弱くて、みっともなく泣いて、死にたくないと叫ぶならそれは──


「止めなきゃね」


　と、彼女は呟つぶやく。


　だってやっぱり、死ぬのは怖いから。そして私が昔感じたその恐きよう怖ふを、自分の家族や、好きな人たちに、感じて欲しくないから。


　だからもしも、みんなが未来で泣いているなら、それを止めるために、もう未来がない自分の命を使うのは、


「ちょっとだけ、意味があるかなぁ……」


　と、そこでセルジュが言ってくる。


「……なにか言いましたか？」


「ほえ？　あー、ええと、《預言》見るの楽しみだなーって」


「楽しみ、ですか？」


「うん」


「それは、すごいなぁ。僕は怖いですけどねぇ」


「それは、崩壊を見るのが？」


　するとその問いに、セルジュが答える。


「いえ、最後の日に一いつ緒しよに過ごしてる女の子がわかってしまったら、いまいる八人の彼女たちに対して、これからどうやって接していけば……」


　という言葉の途と中ちゆうで、ゴン！　っと音がなる。ハスガがセルジュの頭を殴なぐり、


「おまえ、いま八人も彼女がいんのかよ！」


「あ、ハスガ、それはお兄様が取られる～っていう、嫉しつ妬とですか？」


「違ちげぇよ！　ってか、こないだおまえが俺の金まで女に貢みついで揉もめたときに、四人っつってたのに、なんで倍になってんだよ！」


「不思議ですよねぇ」


「ぶっ殺すぞおまえ！」


　なんて、ハスガが怒ど鳴なる。そのままセルジュの背中を蹴け飛とばして、


「いいからもう、さっさとおまえは《預言》見てこい。で、《預言》にどの女に決めるか教えてもらってこい」


「えー、オチがわかってるラブストーリーなんて、おもしろくないと思うけどなぁ」


　なんて言いながら、セルジュは前に進む。


　するとそれに黒守が、


「別に《預言》を見る装置は一台じゃないから、全員一緒にきていいですよ」


　と、こちらをうながして、振り返る。


　そして部屋を出ていく。


　その後ろをセルジュがついていくので、泉も歩き出す。


　するとハスガがその、泉の横を歩きながら手で自分の頭を押さえて、


「あーもう、馬ば鹿かな兄貴持つとほんとしんどいな」


　なんて言う。


　それにあははと泉は笑う。


「二人、ほんと仲いいよね」


「あ？　いやまあ、ずっと二人しかいなかったからなぁ」


「私も弟いるけどね」


「へぇ」


「うっわ、興味なさっそー」


「え？　あー、いや、そこ興味持って聞かなきゃいけないとこなの？」


「どうかな？」


「知らねぇよ。おまえが言ったんだろ？」


「あはは、でもま、セルジュっちは、すごいですねぇとか言って聞いてくれそうだけどね」


「まあなぁ。あいつ女の話に相づちうつのうまいし」


「ねー」


「でも俺、兄貴じゃないから」


　それに泉はうなずき、


「……ふむ。じゃあ、そんな弟属性なハスガっちを、わたくし泉ちゃんも暖かい目で見守……」


「うっさい」


「あはは」


　と、彼女は笑う。


　その、彼女の前に、しかしなぜかハスガが一歩大きくでてから、言う。


　背中越ごしに、


「なあ泉」


「うん？」


「俺は別に、おまえは《預言》、見なくていいと思うんだけど。あんなもん、見なくてすむなら見ない方が……」


　が、それを遮さえぎって、泉はぴょんっと、前に飛ぶ。前に立とうとしたハスガの横にもう一度並び、


「ハスガっち、やっさしー！　けど、私は《預言》、見たいんだ」


「…………」


「だって興味あるじゃん？　未来の自分はいったい、どんな顔してるのかなーって」


「…………」


「あと二十七日もあったら、なんか胸とか成長して、もう、私ってば超ちようボンキュボンに」


「ねぇよ」


「えー、成長期をなめないでくださーい」


　と、笑う。


　しかしハスガはそれに笑わず、少しだけ低い、真剣な声こわ音ねで、


「笑いごとじゃねぇと思うんだ、今回のは」


　なんて、言った。


　それに、泉はハスガのほうを見る。防護服を着ているのでお互たがいの顔はよく見えないが、しかし、きっとハスガは、恥はずかしそうな、それでいて優しい顔をしてるんだろうなっていうのが、わかる。


　そしてそれに泉は、


「ハスガっちってば、もしかして私に恋こいを……」


　が、それを遮り、


「茶化すな。これ、まじで笑い事じゃねぇんだって」


　と、ハスガが言う。


　彼はどうやら真剣に、こちらを心配してくれているようで。そしてそれを、とぼけた感じで横からすり抜けるのはちょっと、無理そうで。


「ほんと、ハスガっちは優し……」


「俺だけじゃねぇよ。兄貴とも、おまえのことを止めようって話になってる」


「…………」


「ってかこれ、ほんとは言うかどうか迷ったんだけどさ。だって、おまえの人生に俺が口だすのは、どうかと思うし。別に、勝手じゃん？　誰だれがなにして、どう死のうが、決めるのは本人だしさ。でも、それでも……」


　と、ハスガは言う。


　ロボの見た目のまま、しかし真剣な声音で、


「それでもやっぱ、言うわ。おまえは、ここにいろよ。《預言》は俺らが見てきてやっからさ」


　なんて言ってくれて。


　そしてそれに泉は、


「…………」


　自分の表情がハスガに見えてなくてよかった、と思う。


　なぜなら自分が、いまのハスガの優しい言葉に一いつ瞬しゆん、泣きそうな顔をしてしまったから。いつも心の奥に張っている緊きん張ちようの糸が緩ゆるんで、泣きそうな顔をしてしまったから。


　でもそれは、ハスガが優しかったからそんな顔になったわけじゃない。


　ただ、こう思ってしまったのだ。


　別にそんな、心配してくれなくていいのに、と。


　どうせ《預言》を回かい避ひしたとしても、十八になる前に私、死んじゃうんだけどな、と。


　だからそんな言葉をかける価値は、私にはないんだけどなー、と。


「…………」


　もちろん、いつもはそんなこと、思わない。いや、思わないようにしてる。だって、そんなふうにばっかり思ってたら、笑えなくなっちゃうから。


　性格が悪い顔になって、だって私、もう死ぬんだもん！　みたいなことを、小学校のときみたいに、言うようになっちゃうから。


　だからいつもはそんなこと、一いつ生しよう懸けん命めい思わないようにしているのだが、
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「…………」


　でも、ハスガがあまりにまっすぐ、心配してくれるから。


　普ふ通つうのか弱い女の子を扱あつかうかのように、心配してくれるから、それが胸にぐいっと入ってきてしまって。


　弱い、甘えたがりの自分が出てきてしまって。


　そしてそれを、


「……えー、私も《預言》、見たいのにー」


　それを私は、慌あわてて心の奥にしまいこむ。死ぬのが怖こわいとか、独りは寂さびしいとか、こんなの不公平だとか、ちょっと気を抜ぬくと叫さけびだしてしまいそうになる気持ちを、


「だーめだってまじで。そうじゃなくてもおまえ、魔ま法ほう一つ使えないんだし」


　気持ちを、一生懸命しまい込む。


　涙なみだが出てきそうな瞳ひとみをぎゅっとつむり、笑顔で悲鳴を押し殺す。それがうまくできているかはわからないが、本当に、今日は防護服を着ていてよかった──と彼女は思う。


　そして、


「うう、じゃあ、私は《預言》、お預け？」


「お預け」


「うーむー」


「いや、俺らが見てきて、大だい丈じよう夫ぶそうなら見ていいからさ」


「う────む────、わかった」


　と、彼女は言う。


　すると防護服ごしにも、あからさまにハスガが安あん堵どしたような雰ふん囲い気きになるのが伝わってくる。


　本当に本当に、彼は私のことを心配してくれていたのだ。


　それに泉は、小声で呟つぶやく。


「……ハスガっちって、なにげにセルジュ君の千倍くらい女殺しだよね～」


「……あ？」


「なんでもないでーす」


「いまなんつった？」


「《預言》見たかったなーって」


　と、泉は笑う。


　するとそこで、再び部屋に黒守が戻もどってくる。


「もう、セルジュ君は《預言》にアクセスしましたが、君たちはこないのかな？」


　それにハスガが振り返って、言う。


「いや、いくよ。だが泉は見ない」


「ん？　気が変わった？」


　と言ってくるのに、泉はうなずく。手を振る。


「変わりましたー」


　それに黒守はうなずいて、


「ま、君はただの人間だしね」


「そそそ、ただの人間ですしー」


　とそこで、ハスガが言う。


「んじゃ、兄貴だけに《預言》見せるわけにもいかねぇから、俺いくわ」


　と、言う。


　それに黒守が、


「君は４番の部屋で。研究員に言えば、あとは全部やってくれる」


「わかった。ちなみにセルジュは」


「２番の部屋にいる」


「ふぅん。そか。んじゃま、いくわ」


　と、ハスガはそのまま黒守の横を通り、部屋を出ていく。


　それに泉も防護服で重くなっている体をドテドテ動かし彼を追いかけ、部屋から顔を出すと、


「ハスガっち、頑がん張ばってねー！」


　と言う。


　するとハスガはもう、４番の部屋に入るところだったようで、扉とびらを開いたところでこちらに手を振ってくる。


「おー」


　言ったのは、それだけ。


　そして扉の中に入る。


　もしかしたらそれでもう、二度と会えないかもしれない。《預言》は、見た者を、壊こわす可能性があるのだ。


　だからハスガにはもう二度と会えないかもしれない。


　それはセルジュも同じだ。


　そしてだからこそ、ハスガたちは泉が《預言》を見るのに、反対した。


　それは泉が魔法も使えない弱い子だから。


　もしくは、女の子だから。


　黒守が言う。


「じゃ、君は防護服を脱ぬいで、生徒会室へ戻……」


　が、それを遮って彼女は言う。


「いっやー先生、さっきの噓うそでしたー。私ってば《預言》、見にいっちゃいます」


「え？」


「だって、必要でしょ？　さっきも説明したけど、《教会》にはやっぱり、私くらい、無能な人間がいったほうが、説得力あると思うし」


「いや、ですが……」


「それに全員が《預言》見たら、なにか変わるかもしれないから」


「…………」


「独りで抱かかえると苦しいけど、みんなで共有したら、解決策がズバーって見つかるかもしれないし、それにもし、見つからなくても……」


　と、彼女は言う。


　それから、黒守のほうを見上げて、


「独りで死ぬよりは、みんなのほうが寂しくないし」


　と、笑う。


　すると黒守はそれにこちらを見つめ、笑っているのか、それとも困っているのかわからないような顔になってから、言う。


「……泉さんの部屋は、７番です」


「おーおー、ラッキーセブーン！」


　なんて言いながら、彼女は部屋を出る。そして廊ろう下かを歩く。部屋は順番に、１，２，３，と続いている。


　そして２番にはセルジュが。


　４番ではハスガが、《預言》をいま、見ているはずだった。


　その、前を通りながら彼女は言う。


「ハスガっちとセルジュっちは、私が《預言》見ちゃってましたーって知ったら、噓つきって言って、嫌きらいになるかなぁ」


　二人がいる部屋を通り過ぎる。


「でもそしたら私、こう言うんだ。『ふははー、私の美び貌ぼうに騙だまされた君たちが悪いのだー』って」


　６番を越こえ、７番の部屋の前にたどりつく。


　巨きよ大だいな金属製の扉の中央に、７と書かれた、部屋。


　それを見上げ、それから彼女は一度振り向く。


　そしてその、誰だれもいない廊下へ向かって、


「噓ついて、ごめんね」


　と、言う。


「あとあと、二人は無む駄だに優しい女殺しっぷりをやめるよーにー。すぐに死んじゃう私は、恋れん愛あいはしないと決めてるんだからね～」


　と、言う。


「……いや、それとも、二十七日後は全員死んじゃうから、慌てて恋愛とかしたほが、いいのかなー」


　などと言ったところで、言葉を止める。


　それから大きく息を吸う。


　吐はく。


　もう一回吸う。


　７番の扉のほうへと、目を向ける。


　そして、ここに入るとすぐに死んでしまうかもしれない、という事実にちょっと、笑いそうになる。


　だって、子供のころに医者に言われて怯おびえ続けた病気ではなく、《預言》とかいうなんだかまったくもってよくわからないものに呪のろい殺されて、死んでしまうかもしれないのだ。


　その、想像もしてなかったあまりの超ちよう展開に、


「充じゆう実じつ感かん、あるなー！」


　と、彼女は笑う。


　少なくともここで死んでも、逃にげてなかったと言えるから。


　まるで正義のヒーローのように、俺は世界の崩ほう壊かいを止めるために戦ったんだぜー！　とか言って死ねるかもしれないから。


「いやもちろん、だからって死ぬつもりはないけどね」


　と、彼女は手で、扉を押す。


　すると扉はあっさり開く。


　中には妙みようちくりんな機械がぽつんと一つだけ置かれている。泉が着ている防護服がぴったりはまるような形の、鉄の型のようなものがおかれている。


　それはまるで鯛たい焼き機のようで。


　そして、部屋の中には誰もいないのに、女の声がする。


『中へどうぞ』


　それに泉は部屋を見回し、それから中に入る。


　入った瞬しゆん間かん、背後で扉がドンっと強く閉まる。ぷしゅーっと、扉のほうから空気が抜ぬけるような音がする。それからさらに、声がする。


『それでは《預言》解読器の中へ、お入りください』


「あ、やっぱこれに、入るんだ。でもその前に……」


　と、泉は言う。


　それから拳こぶしを掲かかげ、


「みなさんこちらにご注目～。ではいきます。はーっと息を吐き、すーっと息を吸ってからの～、さぁあああああ、みんなで世界の崩壊を、止めるぞぉおおおおおおー！」


　とか、彼女は、叫さけぶ。


　思いっきり叫ぶ。


　そしてそれに、


『…………』


　返事が、ない。


　なので、


「オー！　は？」


　と言ってみるが、やはり返事がないので、


「オオオー！」


　と、自分で言う。


　ちょっとだけ寂さびしい気分になる。


　それにえへへと笑ってから、彼女は鯛焼き機の中に入る。そして、


「こっから、どしたらいいかな？」


『…………』


　が、それにも返事がなくて、


「あれ？」


　と、泉は首をかしげようとして、やはり防護服は、あまり首が動かない。


　だがそこで、


『失礼しました。いま、他の研究者たちを集めていたもので。じゃ、いきます』


　なんて声が、返ってくる。それに泉は言葉の意味がわからなくてもう一度、


「ほえ？」


　首をかしげようとして、やはり曲がらない。


　だが、相手の声は続く。


　突とつ然ぜん、大きな声で、


『私たちはあまり力がありませんが、それでも生徒会のみなさんが、《預言》された崩壊を止められると、信じています』


「え、え」


『では、私たちは、生徒会のみなさんが無事、《預言》された崩壊を止められるように、応おう援えんするぞ！』


　と、女の声が叫ぶ。


　するとその背後で、


『オオオオオオオオオオオオオオ！』


　なんて声が、あがる。


　その人数がどれくらいいたのかは、スピーカーの音が割れてしまっていて、わからない。


　しかしたぶん、男女十人以上はいたと思う。


　そしてそれに、泉は無駄に感動してしまって、


「うっわ……なんか、なんかすっごいやれそうな気がしてきた」


『そうですか？　それはよかったです』


「でも私が一番力ないんだけどね」


『サポートします』


「《預言》見てあっさり死んだらごめんね」


『碧あお水み泉様が《預言》を見て死ぬ確率は47％です』


「うわっ、めちゃくちゃ高いね」


『それを我々で、極力下げられるよう努力します。おそらく防護服で守り、さらに無理をしなければ、１％以下まで下げられます』


「ほうほう」


『ただ、心のほうは私たちにはどうにもできません。それも精神の崩壊は、死よりもかなり高い確率で……」


　が、それに、


「心は、大だい丈じよう夫ぶ」


　と、泉は言う。


「あ、とかいってあっさり壊こわれたら、それもごめんね」


　それにまた、


『サポートします』


　という、声が返ってくる。


　どうやらこの、研究者さんたちの力によって、自分は守られるようだった。


　そしてそれに、泉は言う。


　防護服を着なければ二分の一の確率で死ぬとか、精神が崩壊する確率はもっと高いとか言われて、それでも、


「ほいじゃーよろしくお願いしまーす！」


　と、明るく言う。


　するとすぐに、部屋が真っ暗になる。


『それでは始めます』


　という声がする。


　そしてその、直後。


　真っ暗になった部屋を埋うめ尽つくすように、白い文字が浮うかび上がり始めた。


「お、始まっ……」


　と、彼女は言いかけて、しかし言葉が止まる。


　なぜなら突然、頭の中に何かが入り込んできたから。


　脳が熱い。


　燃えるように熱い。


　そして次々といろいろな光景や景色が頭の中を駆かけ巡めぐって、《預言》が。


　《預言》が。


　《預言》が。


　《預言》が。


「あ、ああああ、ああああああ」


　《預言》が。


　《預言》が。


　《預言》が、世界に溢あふれ返り始めて。





　そして碧水泉は、《預言》へとアクセス……





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





『止めろ！　息をしてない！』


『なんで《預言》が止まらないんだ！』


『防護服が壊れ……』


『医い療りよう班！　救出にいけ！』


『いま、心臓が……』


『死なすな！　彼女は《預言》を見ている！　情報を引き出せ！』


『絶対に、絶対に碧水泉を……』





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆












　第四章　終末を嘆くカラス







　それから時間は、少し戻もどる。


　場所も戻る。


　会議が終わったあとの、生徒会室。


　そこで月げつ光こうは、《天てん魔ま》に会うために《道み程ち》を開こうとしていた。


「…………」


　月光は手を上げる。


　そして命じる。


「開け」


　と。


　するとそれだけで、生徒会室の奥にある白い壁かべの中央が、ぐにゃりと歪ゆがむ。開く。そしてあっさり異世界へと繫つながってしまう。


「ふむ」


　とうなずいて、月光はその、異世界へと目を向ける。


　壁に空あいた穴の向こう。


　そこは、すべてが赤い世界だった。


　赤い空。


　赤い土。


　生徒会室から見える、地平線の向こうまで、すべてが赤、赤、赤。


　そしてそこに、月光はすでに一度、いったことがあった。


《天魔》という名のバケモノどもが棲すむ世界。


　その世界への《道み程ち》が開いた瞬しゆん間かん、


「……あれ？」


　生徒会室の雰ふん囲い気きが一変したのに気づいたのか、ずっと漫まん画がを読んでいた美み雷らいが顔を上げる。そして《道み程ち》のほうを見る。驚おどろいたように目を大きく見開いて、


「これ！　これあれだよね！　前にいった、山みたいにデカイ奴やつがいる……」


　が、それを遮さえぎって月光は言う。


「うるさい。とりあえず俺のそばにこい」


「ほえ？」


「いいからこい！」


「あ、うん」


　と近づいてきた美雷の髪かみをつかむ。


「えっ」


　引き寄せる。


「ちょ、え、え……」


　と、もう、こいつは何度同じ反応をするのかと思うが、美雷は頰ほおを赤らめて、そしてその赤らんだ頰に、月光は無理矢理キスをする。


　瞬間、彼女の体に稲いな妻ずまが帯電し始める。封ふう印いんされていた悪あく魔ま本来の力が戻ったのだ。


　髪の毛が稲妻状に開き、


「封印が、解けったー！　って、ゲッコーなんで私の封印解いたの？　もしかして敵？　敵がくるの？」


　と、次元の歪みのほうへと目を向ける。


　しかし月光は首を振ふって、言う。


「いや、おそらく戦せん闘とうにはならない。だが、念のためにな」


「念のため？」


「ああ」


　と、月光は再び《天魔》の世界のほうへと目を向ける。


　そして、言う。


「おい《天魔》。きてやったぞ。返事をしろ」


　すると《道み程ち》の向こう──真っ赤な地面から生えだしてくるように、一いつ匹ぴきのバケモノが現れる。


　そしてそれも、見たことがあるバケモノだった。


　真っ赤な髪に、人を小こ馬ば鹿かにしたような、裂さけ気味の大きな口。猫ねこのような縦長の瞳どう孔こうを持った、やはり赤い瞳ひとみ。


　それは以前に日向ひなたが送り込んできた、《天魔の使い》──天使にそっくりだった。


　ただ、日向が送り込んできた天使は、赤髪ではなく、銀ぎん髪ぱつ銀目だったが。


　それに美雷が、


「あいつ、あいつ前見たことあるねー！」


　と言うが、月光はその、赤髪の天使をにらみつけて、聞く。


「ふむ。おまえは前に会ったことある奴か？」


　すると天使はそれに首をかしげて、
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「いいえ。初めてお目にかかります」


　そう言った。


　その声も、口調も、前に会った天使とは違ちがう。


　それに月光はうなずき、


「そうか。別物か。まあ、前の天使は銀髪だったしな」


「ああ、それならば、《西の魔ま》が遣つかう天使でしょう。わたくしめは、《東の魔》が遣う、天使でございます」


　そう言ってから胸に手をあて、丁てい寧ねいに頭を下げてくる。その態度もやはり、前の天使とはまるで違う。


　それから天使は顔をあげ、言ってくる。


「そして《鴉からす》の左さ首しゆ様、あなたをお待ちしておりました」


　と、言う。


　鴉の左首──それが、《天魔》たちが月光を呼ぶときに使う名前だった。


　その鴉というのがなにを意味しているのかもわからないし、そもそも、なぜこちらを鴉と呼んできているのかもわからないが、とにかく月光はそれに目を細めて、言う。


「待ってた？」


「はい」


「《天魔》どもは俺が今日、ここにくることを知っていたのか？」


「はい」


「どうしてわかった？」


「わたくしどもも、《預言》を読んでおりますので」


　それに月光は、うなずく。そして聞く。


「で、おまえらは《預言》に対して、どう対処するつもりなんだ？　《預言》にはすべての世界が消えると書かれているはずだが、おまえらの世界も消えるんだろう？」


　その問いに、天使は、はい、とうなずく。


　それに月光は、聞く。


「ならいったい、おまえらはどうするつもりだ？」


　すると天使はこちらを赤い瞳で見つめて、微笑ほほえむ。


「以前に我が主あるじが言った言葉を、覚えていらっしゃいますでしょうか？」


「どの言葉だ？」


「『見返りはもう、得ているだろう？』という言葉です。あのとき《我々がいなければ、おまえらの代よは存在しない》と、我が主は左首様に申し上げました。それを、覚えておられますか？」


　と言ってくる。


　そしてその言葉を、思い出す。


　確かに《天魔》はそんなようなことを言っていたが、あのときはたいして気にもしなかった。第一、《天魔》の奴らには、こちらとまともに会話をしようという気があると思えなかった。


　だが、いま、その言葉を思い出してみると、いくつかわかることもある。


　月光は天使を見つめて、聞いた。


「『世よが存在しない』と、偉えらそうに言ってきたのはつまり、おまえらのおかげで、俺たちはいま、生きていられる、ということか？」


　するとそれに天使が、うなずく。


「はい。すでに我々の力によって、《預言》の成じよう就じゆを八度、回かい避ひしております」


「なっ」


　瞬間、月光は驚きに自分の表情が変わりそうになるのを、こらえる。


　そしてそれに気づいたのか、横にいた美雷が神しん妙みような顔で、


「ねね、ゲッコー、ヨゲンって、なに？」


　などと、この段階でまだそんなことを言ってくるが、とりあえずそれは無視して、聞く。


「どうやって《預言》を回避した？」


　すると天使が言う。


「そのための左首様でございます。《天魔》たちは《預言》による崩ほう壊かいの記述が迫せまるたびに、《鴉》の呪法を生みました。そして二匹ひきの《鴉》は力をつけ、喰くい合いをしてやがて一匹の《鴉》となり、《預言》を生み出した《最古の魔女ラミエル・リリス》を喰らいます。すると崩壊は延長される。再び新しい《最古の魔女ラミエル・リリス》が生まれるまでの間、月の裏側から浸しん食しよくしてくる忌いまわしい《預言》の記述が弱まり、我々《天魔》たちが、《旧支配者エルドウーイ》としてこの星に新たな秩ちつ序じよを……」


　が、そこで月光は手を振り、


「一度黙だまれ」


　と、天使の言葉を遮る。


　そしてあまりに一気に、多くの情報が提示されてしまったので、それを頭の中で整理する。


　つまりは、どういうことだ？


　と、月光は思考を巡めぐらせる。


　いま天使が言った言葉や、いままで彼が手に入れていた情報を、整理してみる。





　まず、この《天魔》たちが何者なのか？　について。これは情報がない。いや、《軍》の中にあった《天魔》についての情報によると、こいつらはこの星に太古から棲んでいた、《旧支配者エルドウーイ》、もしくは星ほし神がみなのだというのだが、いったいそれがどういう存在なのかは、いまいちきちんとはわからないようだった。


　ただ、神種を凌しのぐ超ちよう越えつ的な力を持った奴らだということだけは、わかっている。


　なぜならすでに神種を狩かれる《軍》も、《教会》も、テンペロン・クローリーも、すべての組織が、《天魔》のことは恐おそれていたからだ。


　だがそれでも、詳くわしいことはわかっていない。基本的に、殺せない相手の情報は得にくいのだ。だから、《軍》を上回るバケモノだった《天魔》の情報は、ほとんどない。





　そして次に、この《天魔》どもには、天敵のようなものが存在しているようだった。


　それが、《月の裏側の化物》と呼ばれている奴らだ。


　そしてその《月の裏側の化物》の仲間が、サイトヒメアたち《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》、ということになっていた。


　だから《天魔》どもは、執しつ拗ようにサイトヒメアを襲おそってきていたのだ。


　だが、《天魔》が襲い、殺したいのは、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》などではなく、《最古の魔女ラミエル・リリス》という名のバケモノなのだという。《最古の魔女ラミエル・リリス》に比べれば《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》など雑ざ魚このようなもので、だから《天魔》は、サイトヒメアが生きていることを、見み逃のがすことにしたのだが。





　しかし、いまの天使がした話だと、この、世界の過去から未来のすべての出来事が書かれている《預言》を生み出したのはその、《最古の魔女ラミエル・リリス》ということだった。


　だから《天魔》は必死に《最古の魔女ラミエル・リリス》を探していたのだ。


　だが、それは、


「…………」


　その、《預言》を書いたのは《最古の魔女ラミエル・リリス》だ、という話は、とんでもない情報だった。


　なぜなら《預言》を書いたのが誰だれなのか？　というのがわかってしまえば、誰を止めれば《預言》を止められるのか、という展開に繫つながっていく可能性が出てくるからだ。


　いや、《天魔》たちはそこにたどりついているのだろう。だからこそ、すでに何度か《預言》を回避できてしまっている。


　おまけにその、《預言》を回避するための魔ま術じゆつが《鴉》だ、などという展開で。


　つまりそれは、紅くれない月光と、紅日向の二人なのだという。


　確かにこいつらは前に、そんなことを言っていた。


《最古の魔女ラミエル・リリス》を殺すのに協力すれば、サイトヒメアは見み逃のがしてやる──そういう取引で、《天魔》たちはうちのイロボケ魔女を、見逃したのだ。


　だが、まさかそれが《預言》に繫がっていて、さらに自分が、その《預言》を止めるために生み出された《鴉》とかいう名前の魔術だった、などと言われても、それを容易に受け入れるわけにはいかなかった。


　なによりその《鴉》という魔術は、兄弟で喰い合いをして初めて、成立するのだという。


　だから月光は、天使をにらみつけて、言った。


「……まさか俺が日向を喰らえば、《預言》が止まるとでも言うつもりか？」


　すると天使はあっさりそれにうなずく。


　そして、言う。


「その、予定でした」


「予定？　だが今回は違うのか？」


「いろいろと、問題が起きまして」


「ほう。なんだ？」


「それを、説明させていただきたいので、一度わたくしどもの世界に……」


　が、そこでまた、月光は手を振ふって、


「よしそこまでだ。また黙れ」


　天使を遮さえぎる。そして聞く。


「その前にいくつか質問がある」


「もちろん、聞きたいことはいくらでもあるでしょう。しかしあまり、時間がありません。ですからそれは、我らの世界で……」


「いや、だめだな。俺はおまえらをまだ信用していない。だから質問はここでする。その上でそちらにいく必要があると俺が思えば、いってやる」


　すると天使はこちらを見つめて、少しだけ笑みを浮うかべると、


「わたくしは、こちらが丁寧な態度でいるうちに、我らの言うことを聞いたほうがいいと思いますが……」


　などと言い出す。


　それに月光も笑みを浮かべ、立ち上がる。そして、言う。


「ふん、やっと前の銀ぎん髪ぱつの化物に似た顔になってきたな。俺を脅おどすつもりか？」


「いえ、わたくしは左首様のことを思って……」


「余計なお世話だな。それともなんだ？　力ずくで言うことを聞かすか？　それなら相手になるぞ？」


　と、月光は腰こしの剣けんに手を伸のばす。それから生徒会室の四よ隅すみへと目を向ける。生徒会室に、フロウルの円えん陣じんが発動していることを、確認する。


　これは、古竜ゲドガルドや、暴走した鉄くろがね大た兎いとと戦ったときに使った、結界だ。


　この学校の生徒会室には、契けい約やくした者に対して有利に働き、そして敵対する者の力を弱体化する結界があらかじめ仕込まれているのだ。


　そしていま、それがすでに発動しているはずだった。いや、テンペロン・クローリーが襲ってくる、という事実に直面して以来、毎日発動することを、昨日決めたのだ。


　だから、この生徒会室にいる限りは、いまの月光ならば古竜ゲドガルドくらいの神種なら一人で対処できるはずだった。


　そしていま、目の前にいる天使は、以前戦ったことがある奴やつと同じ程度の力ならば古竜ゲドガルドよりは遥はるかに弱いはずだ。


　まあ、《天魔》本体が出てきてしまえばどうなるかはわからないが、しかし、


「殺し合いがしたいなら、そう言え」


　と、月光は剣を抜ぬく。


　その剣を天使は見つめ、


「凶剣スペル・エラーは、我らが作ったものです。我々には……」


「効きかないんだろう？　知ってる。なら、安心して俺を殺しにこれるな。じゃあこいよ。おまえのほうが、こっちにこい」


　と、挑ちよう発はつする。


　続いて横にいた美雷が、


「おおお、戦うの？　戦……」


「静かにしろ」


「うー？」


　と、うめくが、月光は目の前の天使をまっすぐ見つめているので、美雷がどんな顔をしているのかは、見えない。


　天使のほうもこちらを。いや、生徒会室の中を確認するように見つめてきて、それから言う。


「あなたと、争うつもりは本当にないのです」


　それに月光は笑う。


「結界が見えてるから、怖こわくてこれないんだろう？」


「それもありますが、しかしこの程度の結界なら……」


「壊こわせるなら、早くやってみろよ」


　しかしやはり、天使はこちらにこない。


　できないのか、あえてやらないのか。


　天使が言う。生徒会室のほうへと目を向け、見回して、


「いえ、わたくしではこの結界を破るのは無理でしょう。ですがわたくしはただの遣つかいに過ぎません。我が主がその気になれば」


「《天魔》なら、壊せると？」


「ええ」


　それに月光は、うなずく。それは事実だろう。以前に《天魔》に遭あったとき、それだけの威い圧あつ感かんが奴らにはあった。それは古竜ゲドガルドや、暴走した鉄大兎とも桁けたが違ちがう、強大なものだった。


《天魔》がその気になれば、フロウルの円陣はすぐに壊せる。


「だが、ならなぜ壊さない？　なにか理由が……」


　しかしそこで天使がこちらから目をそらし、後ろを向く。後ろには相変わらず赤い世界が広がっている。


　赤い空。


　赤い土地。


　赤い地平線。


　それを見上げ、なぜか少し悲しげな顔で天使が言う。


「ああ、結局は《預言》で見たとおり、間に合いませんでしたか……わたくしはあなたにきちんと納得して手を貸してもらおうと思っていたのですが……もう手て遅おくれのようです」


「手遅れ？」


　すると天使はうなずく。


「《天魔》がもう、そちらに……」


　しかしその言葉が終わる前に、ドンっという音が生徒会室全体から響ひびいた。


　だが、なにも起きてはいない。見た目だけではなにも起きてはいない。


　だがそれに月光は、


「美雷！　戦せん闘とう準備だ！」


　と、怒ど鳴なる。


　そして後ろに大きく下がる。


　すると美雷もいま、この生徒会室に起きたことに気づいたようで、


「うわわわ、いまの、いまの見た？　結界が一いつ瞬しゆんで消えちゃった！」


　なんて、言う。


　月光には見えなかったが、どうやらフロウルの円陣はもう、潰つぶされてしまったようだった。


　それに月光が、


「くそっ」


　とうめいたところでまた、ドンっという音が響く。


　しかし今度は、生徒会室にあきらかな異変が起きる。


　壁かべに、穴が空いたのだ。


　いま、《天魔》の巣へ繫いでいる次元の歪ゆがみの、すぐ隣となりのあたりの壁が割れるように穴が空いてしまって。


「なっ!?」


　彼は、驚おどろきの声をあげる。


「わわわっ!?」


　と美雷もそちらを見る。


　するとその壁から、真っ白い触しよく手しゆのようなものが入り込んでくる。その触手は一直線に月光を狙ねらう。


「くそっ、祓はらえ凶剣スペル・エラー！」


　と、月光はそれを剣で払はらおうとする。


　しかし剣は、その触手に当たった瞬しゆん間かんに、力を失う。凶剣スペル・エラーが、まるで効かない。


　それに彼は顔をしかめて、


「《天魔》か！」


　と、叫さけぶ。


　それからすぐに横にいる部下に命じる。


「美雷！　援えん護ごしろ！」


「ほいさ！」


　と、美雷は床ゆかを蹴けって、こちらに飛んでくる。そのまま右足を振りかぶる。足に稲いな妻ずまが集まって、


「てりゃぁあああ！」


　月光を襲おそおうとしている触手を蹴り上げる。すると稲妻をまとった足が、触手を焼き斬きりながら跳はね上がる。


　だが触手は、切断されてもその、切断面からさらに新しい触手を生み出して、それが美雷を襲おうとする。


「うわわ、増えた！　でも増えたのごと、美雷ちゃんパアアアアンチ！」


　稲妻が帯電した拳こぶしを振り下ろす。


　触手は破は裂れつするが、そのまま再び増ぞう殖しよくしてしまって、その触手の一つが、美雷の首を捕とらえる。絞しめる。


「あうっ」


　とうめいた美雷の首筋に、月光は懐ふところから取り出した護ご符ふを投げる。護符が触手にあたる。その護符にナイフを突つき立たてる。


　刹せつ那な、護符が爆ばく発はつして、触手を消し飛ばす。


　もちろんそれでも触手はさっきと同じで増えるだけだが、美雷は解放されて、


「あ、ありが……」


「うるさい。前を見ろ。こいつらに俺の剣は効かない。つまり、おまえが頼たよりだ。打開案を考えつくまで、しっかり俺を守れ！」


「わ、わわわ、わかっ……」


　が、言葉はそこまでだった。


　美雷がこちらを見て。


　いや、月光の背後を見て、驚きの顔になる。まん丸な目を大きく見開き、


「げ、ゲッコー、後うし……」


　とそこで、月光のすぐ後ろで、音がする。


　カチン。


　という、金属と金属がぶつかるような音がする。


　刹那、


「うわぁっ」


　という美雷の悲鳴があがる。さらに彼女の体がなにか見えない力に殴なぐられ、押おし潰されたかのように、くの字に歪む。そのまま足がずぶっと、地面にめりこんでしまう。


　それに月光は、


「美雷！」


　と叫ぶ。


　そしてすぐに助けにいこうとするが、なぜか動けない。


　金かな縛しばりにあったように、体が動かない。


　美雷は一いつ生しよう懸けん命めい顔を上げようとするが、なにかに押し潰されてしまっていて、上がらない。


「あ、う、うううううう、げ、ゲッコぉ……」


　と、彼女は苦しそうな声を出す。


　そこでまた、背後でカチンと音が鳴る。


　すると美雷の足が、腿ももまで埋うまってしまい、床に両手をつく。その手がガクガク震ふるえる。手が、徐じよ々じよに、徐々に、床にめりこんでいく。


　そしてそんな状態なのに、


「げ、ゲッコーを……助けな、きゃ……」


　なんてことを彼女は言って、月光は顔をしかめる。


　そして振ふり向むこうとする。背後にいる、何者かのほうへと目を向けようとする。だが、やはり体が動かない。まるで自分の体が自分のものではなくなってしまっているかのように、一ミリも動かなくなってしまっていて。


　仕方がないので、彼は声だけで、後ろにいる何者かに言う。


「おい《天魔》！　わかったからこいつを……美雷を解放しろ！　おまえの話を聞いてやる！」


　しかしそれに背後から返ってきたのはまた、カチン、という音だった。


　それで美雷の体がまた、床に沈しずむ。


「あうっ」


　悲鳴のような声を、美雷が上げる。


「やめろ！」


　月光は叫ぶ。


　だがまた、カチンと鳴る。


「…………」


　美雷はもう、声をあげない。そのまま肩かたが、床に沈んで。


「やめてくれ！」


　月光は、叫ぶ。


　しかし、どうにもならない。


　ただ、背後では音が鳴り続けてしまう。


　かち、かちかちかち、かちかちかちかちかち。


　それはまるで、虫の鳴き声のような音だった。


　虫が、歯をすりあわせているような音だった。


　そしてすぐ、耳元で声がする。


　低い、高い、女とも、男ともわからない声。その声が、言った。





《は、ははは、卑ひ小しようなニンゲンの声を、なぜワレが聞く？　いいから、おまえは死ね》





　瞬間、自分の背中に、なにかが突き立てられたのが、わかる。そのなにかは、背中から胸に抜ぬけて、月光の目の前に現れる。


　それは刃やいばだった。


　黒い刃。


　凶剣スペル・エラーと同じような、漆しつ黒こくに光る刃。


　その刃が、自分の胸を貫つらぬいている。


　そしてそれが、あきらかに致ち命めい傷しようだと、わかる。


　肺が破は壊かいされて、血が逆流してくる。


「かはっ」


　という音が自分の喉のどから響ひびき、血が口から溢あふれてくる。


　そしてそれに。


　その、自分の口から吐はき出された大量の血に、
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「…………」


　死んだ、と月光は思った。


　あまりにもそれはあっさりしていて、実感がわかなかった。


　ただ、自分が死のうとしていることだけが、わかる。


　意識が薄うすくなり始める。いろいろなことがどうでもよくなり、おぼろげになっていく。


　もちろん気絶するわけじゃない。


　この世から、消えるのだ。


　世界の崩ほう壊かいを止めると言った初日に死んでしまうというのはずいぶんとみっともない話だが、結局、力不足だった。


　そしてこんなことなら。


「…………」


　こんなことなら、日向に喰われてやればよかったとか。


　もっと美雷に、好きな漫まん画がを買ってやればよかったとか。


　そんな馬ば鹿かなことばかりが頭の中をめぐって、しかし、それもすべてどうでもよくなる。


　血が抜けて、意識が薄くなって。


「…………」


　が、そこで、美雷が頭を上げようとするのが、見えてしまう。必死に、《天てん魔ま》の力に抵てい抗こうして、顔を上げようとするのが見えてしまう。


　彼女の全身を覆おおう、稲妻の量が増え、《天魔》の力に抵抗しようとして。


「う、うううう、こ、こんなの全部、ぶっ飛ばして、ゲッコーを……」





《ホウ、たかがアクマがワレに逆らうか。ならさきにこいつを……》





　やめろ！


　月光はそう、悲鳴をあげた。だが、声はでない。口からは血が溢れるばかりで、声がでない。


　しかし彼は叫ぶ。


　やめてくれ！　と叫ぶ。


　なのに美雷の馬鹿は《天魔》に逆らって、さらに稲妻を増大させる。


「ゲッコーを、助け……る……もんね……」


　と、顔を上げる。


　こちらを見上げる。


　そして彼女は、見てしまう。


　胸を貫かれて、血を吐いている無ぶ様ざまな月光の姿を。


　そして。


「な……」


　とだけ、彼女は呟つぶやく。一いつ瞬しゆんなにが起きてるのかわからないと言いたげな顔になり、それから瞳ひとみに、涙なみだがたまる。溢れる。顔が歪ゆがむ。


　それから突とつ然ぜん、彼女の全身を包んでいた稲妻の量が、さらに倍になって、


「あ、ああ、あああああああああああああああああああああああああ!?」


　叫さけぶ。


　まるで悲鳴をあげているような声で叫ぶ。


　その間も稲妻がどんどん、どんどん大きく膨ふくれあがっていき、


「おまえ……ゲッコーに、ゲッコーになにしてるんだぁああああああああああああああああああああああああ！」


　そのまま彼女は、拳こぶしを振り上げる。稲妻をそこに集め、こちらに飛びかかってこようとする。


　しかしまた、月光の背後でカチンと音がする。


　音と同時に、見えない力が美雷を襲おそう。


　その見えない力に、美雷は稲妻が帯電している拳をぶつける。


　刹せつ那な、目の前の景色が歪む。


　大きな力が二つぶつかりあって、空間がぐにゃりと歪んで見える。


「う、う、うあぁああああああああああああああああああああああああああああああ！」


　美雷は叫びながら、どんどん稲妻を大きくしていく。もう、いままで月光が見たことがないほど強大な力を彼女は発動させていて、その姿はあきらかに大だい悪あく魔まのものだった。


　初めて会ったときに、彼女が得意げに、偉えらそうに自じ慢まんしていたとおりの大きな力を、彼女は全身から生み出していて。


　なのに、


「ぐううううう」


　なのに、彼女の力は、負けてしまう。


　見えない力に押し戻もどされ、再び彼女の足は、地面にめり込み始める。


「うううううううううううう、くそ、くそ、くそぉ……押し、負け……あう」


　そこで突然、美雷がこちらを見る。


　涙でぐちゃぐちゃな顔で、こちらを見る。


　そして。


「ごめん、ゲッコー……私、負けちゃう……」


　そしてそこで、終わりだった。


　稲妻が、消える。


　美雷の力が、尽つきる。


　そして稲妻でなんとか抑おさえていた《天魔》の力が、一気に美雷に襲いかかる。


　美雷はこちらを見ている。


　泣きながらこちらを見ている。


　自分の死ではなく、なぜか、こちらを見ている。


「…………」


　それに、月光は顔を歪める。


　泣きそうに顔を歪める。


　なんとか、助けてやりたいのに。


　あの馬鹿の命だけは、絶対に助けてやりたいのに。


　俺は。


「…………」


　俺は、いったいなにをやって……





　が、そこで突然、声がする。


　月光の耳元で、


「ほら、痛い目にあった。少しは後こう悔かいしましたか？」


　それに月光は目を、動かす。声のほうへと向ける。


　するとそこには、いつの間にか天使がいる。さっき会話していた、赤あか髪がみ、赤目の天使だ。その天使が、床ゆかにくずおれている美雷を、蹴けり飛ばす。


「うわっ」


　と驚おどろきの声をあげて、美雷が吹ふっ飛とぶ。それも尋じん常じようじゃなく吹っ飛ぶ。生徒会室の窓を破って、校庭のほうまで吹っ飛んでしまって。


　月光はそれを見る。


　美雷は、


「え、え、噓うそ、ちょ、あれ、力使い切っちゃって、体がうまく動かな……ゲッコーを助けな……わぁああああああ」


　と、宙空でなんとかこちらに戻ってこようと騒さわぐが、しかし結局なにもできずに、五階の校舎から落ちていく美雷の姿を、見る。


　もちろん美雷は悪魔なので、五階から落ちたところでなんともないだろう。


　だから、彼女は生き残ったのだ。


　生きて、ここから逃にげ出させたのだ。


　それを月光は見つめ、それからもう一度天使のほうを見る。すると天使はこちらに迫せまってきて、手を振ふり上げる。月光の胸に触ふれる。するとどういうわけか、月光の胸に刺ささっていた黒い刃が消し飛び、さらに傷まで癒いえてしまって。


「なっ、これは……」


　と言ってる間にも、彼はそのまま床に落ちる。傷は癒えているが、思いの外ほか体力を失っていて、着地に失敗する。床を転がり、しかしなんとか、顔を上げる。


　そして再び天使のほうをにらみ上げてから、


「……クソどもが回りくどいことを……俺に力の差を思い知らせて、言うことを聞かせるつもりか……？」


　そう言おうとして、しかし、やめる。


　なぜなら、今度は天使の腕うでが切断されて吹っ飛んでいたから。


　さらにカチンっと音が鳴る。すると天使が吹っ飛び、天てん井じようにぶつかり、そのまま月光の横に落ちてくる。


「がぁっ」


　天使は苦く悶もんの声をあげる。切断された腕の付け根からは黒い血が流れ続け、ひどく憔しよう悴すいしているように見える。


　攻こう撃げきしてるのは、《天魔》だ。


　どういうわけか天使を、《天魔》が攻撃している。


　それに月光は顔を上げ、さっきまで彼の背後にいた《天魔》を見上げようとするが、それを横から天使が止める。


　彼の胸ぐらをつかんで、


「《天魔》を見ないでください。見ただけで人は死にます。仮に死を防げても、洗脳される」


　そのまま頭を引っ張られ、赤い大地と、赤い空が広がっている世界へと無理矢理顔を向けさせられる。


　それに月光は言う。


「いったい、これはどういう……」


　が、すぐに状じよう況きようがわかる。


　生徒会室全部を震ふるわせるように、《天魔》の声が響ひびいたから。





《ムダな抵抗は、やめろ、《東の魔ま》の遣つかいよ──すでにおまえの主あるじは喰くわれた──おまえも喰われたくなければ、ワレと契けい約やくをしろ》





　なんてことを言う。


　どうやら、いま襲ってきている《天魔》は、この天使の主ではないようだった。


　この天使の主は、以前に月光が会ったことがある、《東の魔》という名の《天魔》なのだが、いま、襲ってきてるのは──


「日向を作ったほうの《天魔》か」


　と、月光は言う。


　するとそれに天使がうなずき、こちらを見る。


「これが時間がないと言った理由です。できればこうなる前にわたくしどもの世界へお連れしたかったのですが……」


　という言葉に、月光は笑う。


「だがこうなることはもう……」


「ええ、《預言》で見てました。そして今後の展開もわかってます」


　と、天使が自みずからの胸に手を突つっ込こむ。それから振り返って、言う。


「我が主を喰った？　はは、冗じよう談だんも休み休み言ってもらえませんか？　西、南、北、三方の《天魔》を相手にしたとはいえ、最上位の《東の魔》が、そう簡単に喰われるとお思いですか？」


　そして胸から、黒い塊かたまりを取り出し、放つ。


　するとそれに反応して、声がする。





《馬ば鹿かめ、しょせんそんなモノは、悪あがきだ……》





「ええ、そうですね。ですがその悪あがきは成功する。わたくしはここで命を落としますが、《鴉からす》の左首様は……」





《逃にがサナイ。それは32スクデュルの《預言》ですでに……》





「はは、《西の魔》が見ているの、32ですか。我が主は、77スクデュルまで見ていました。ですからあなたの暴走に対する対応策も……」





《黙だまれ、天使が。《東の魔》はもういない。オマエも、キエロ》





　そこでまた、カチンっと音が鳴る。


　しかしなにも起きない。ただ、天使が持っている黒い塊のようなものが弾はじけ、少しだけ小さくなるが。


　それに月光は天使を見て、言う。


「いまの話は、どういうことだ？　おまえはここで、死ぬのか？」


　するとそれに、天使はあっさりうなずく。


「ええ。ですが気にしないでください。すでにそれは《預言》に書かれ……」


「ふざけるな。あっさり《預言》を受け入れるんじゃない。おまえらはその《預言》を潰つぶせるんじゃなかったのか！」


　そう怒ど鳴なるが、それに天使は笑って、


「左首様がそうできることを、願っております。さあ、今度こそわたくしどもの世界へいってもらえませんか？　説明は、わたくしの部下の天使がします」


「だが、おまえは……」


「わたくしはここで、この、《東の魔》の屍し肉にくを使って結界を張ります。もう二度と、ここに《天魔》たちが入れないように……」


　そう言って、黒い塊をさらに掲かかげる。


　するとそれに、《西の魔》が声をあげる。





《そんなことはサセない。そんなコトは出来ない。もしそんなことをすれば、おまえも死……》





「だから死ぬと言ってるでしょう？　あ、いまので少し怯おびえました？　ならさらにもう一つ言っておきますが、結界を張るときにここに踏ふみとどまれば、あなたでも腐ふ食しよくされますよ、《西の魔》様」


　そう言って、天使は笑う。笑う。そのまま黒い塊を投げる。


　刹せつ那な、その塊がまるで霧きりのように霧む散さんする。


　それを天使は見上げてから、


「あは、さすが《西の魔》様……逃げるのも、お早い……」


　と言ってから、こちらを向く。


　そして、言う。


「さあ左首様、いってください。ここにいたら、あなたもわたくしが作る魔ま術じゆつに、腐食されて……」


　しかしそれを遮さえぎって、月光は言う。


「黙れ。おまえが死ぬとわかっていて、ここに置いていくわけには……」


「いえ、置いていくしかない。わたくしがここに結界を張らなければ《西の魔》はすぐに戻もどってきますし、結界を張ればわたくしは死にますので」


「…………」


「それとも、なんです？　もしかして、《天魔》の世界へいくのがまだ怖こわいですか？　ですがここまで命を張ってもまだ、信じてもらえないとすると、さてさて、わたくしはどうしたらいいものか」


　なんてことを、言う。薄うす笑えみを浮うかべながら天使はそんなふうに言う。まるでこの会話の内容も、全部知っているかのような、そんな顔をしていて。


　それに月光は言った。


「その、すかした会話の展開も全部、おまえはすでに《預言》で見てるのか？」


「ええ、そうですね」


「ふぅん。で、《預言》では俺はこの後、どう行動する？」


「あっさりわたくしを置いて、《天魔》の世界へいきます」


「ウソだな」


「ええ、うそです。いろいろうるさく、あなたは問答してきます。でも結局は《天魔》の世界へいく──と、わたくしが言うと、天あまの邪じや鬼くな左首様は、《預言》と反対の行動をしてしまうんですよねぇ」


　なんて言ってきて、それに月光は笑う。


「そうだな。だがおまえらは俺に、《預言》を破って欲しいんじゃないのか？」


　が、天使はこちらを見て、微笑ほほえむ。


「その意気込みはとても嬉うれしいのですが、でも、それもすべて《預言》通りなのです。わたくしを助けようとして無む駄だ死にする、というのが、《西の魔》が見ている32スクデュルの《預言》。76スクデュルでは、言うことを聞かないあなたを、わたくしは気絶させて逃がします。でもどちらにせよ、あなたがしていることは一字一句、全部《預言》の通り。まるで《預言》を変えられていない、と、そういう力がないくせに声が大きい人が、わたくしは一番、嫌きらいなんですよねぇ」


「…………」


「と言うと、あなたは黙る。これで77スクデュルへ入りました。そしてそこではあなたは、聞き分けよく、《天魔》の世界にいきます。そしてきっと、いまのあなたの限界は、そこです」


「…………」


「ですがあと二十七日後には、あなたはわたくしが見たことがないスクデュルまで──崩壊が回避された場所まで達すると期待しながら、わたくしはここで死にます。それが気に入らないと言うなら、あなたはその怒いかりを自分に向けてください」


　と、言う。そのまま天使はこちらから目をそらし、宙空を見る。


　そしてそれに、


「…………」


　月光は結局、なにもできなかった。


　なにを言えば《預言》を裏切れるのかもわからないし、どう行動すれば前に進んでいるのかも、わからない。


　ただ、


「……俺が黙っておまえらの世界へいけば」


「ええ、そうです。77スクデュルです。わりと、《預言》を裏切ってるほうですよ」


「……くそが」


「その口くち癖ぐせをここで言うと、64スクデュルに戻ります」


　なんて言ってきて、それにもう、月光はうんざりする。


　第一、本当にこの天使が《預言》を見ているかどうかも、わからないのだ。ただ、《天魔》の世界へと月光をいかせたくて、そんなことを言っているのかもしれなくて。


「…………」


　月光は、壁かべに開いた次元の歪ゆがみを見る。


　歪みの向こうは、赤に埋うめ尽つくされた奇き妙みような世界が広がっていて。


「…………」


　それをしばらくにらみつけてから、月光は携けい帯たいを取り出す。そしてメールを打つ。宛あて先さきは美雷だ。





タイトル


『無題』





本文


『俺は無事だ。心配するな。そして少し留守にするが、おとなしくしていろ。生活費は家の財布から抜ぬいていいぞ。だが俺が戻ったときに、お菓か子しを食べ過ぎない、漫まん画がを買い過ぎない、掃そう除じはきちんとするという、俺との約束を守っていなかったら、おまえを殺す。夕食も十日間抜く』





　と、そこまで書いてから、指を止める。それからほんの少しだけなにか考えるような顔になってから、続きを書く。


『だが、さっきのおまえの力と動きは、なかなかのものだった。褒ほめてやる。ドクターペッパーを一本多く買っていい』


　そして送信ボタンを押す。携帯をポケットにしまう。


　すると天使がそれに、こちらを見て、言う。


「それはなにをしたんですか？」


「おまえが知る必要がないことだ」


「ふむ。そうですか。しかしその行動は、わたくしが見た《預言》には出てこなかったものです」


「そうか？」


「はい」


「俺は《預言》を壊こわす男だからな」


「ははは、本当に、そうなるといいんですが……」


　と、天使は笑う。


「もし本当にそうなるならば、わたくしの死も、報むくわれる」


　と、笑う。


　そして月光はそれに、天使を見て言う。


「なら、報われるよう、頑がん張ばってやる。だから安心して、死ね」


「……ええ、お願いします」


　天使が、そう言う。


　それに月光はうなずき、生徒会室を出て《天てん魔ま》の世界へと移動する。


　すると背後で、


「《道み程ち》を、閉じてください」


　と言ってきて。


　それに月光は、


「…………」


　彼は、振ふり返かえらないまま、


「閉じろ」


　と、言った。


　するとあっさり、《道み程ち》が消える。生徒会室と、この《天魔》の世界を繫つないでいた歪みがなくなってしまう。


　そしておそらくいま、天使は生徒会室で、結界を張っている。


　その結界を張ると、あの天使の命は消えてしまうのだという。


　なのに、月光はそれを、どうにもできない。


　力が足りないから。


　力が足りないから。


　また力が足りないから。


　おまけにその、自分の思考も、


「《預言》に書かれてるのか？」


　と、独り呟つぶやく。


　そしてもしもそうなら、


「書いた奴やつはとんでもなく趣しゆ味みが悪いな」


　と言う。


　するとそれに応こたえるように、返事がある。


「僕もよく、そう思うよ」


　男の声。


　それも月光によく似た、しかし感情が抜け落ちたような声。


　それに月光は、


「またおまえか」


　そう言って、振り返る。


　するとそこには、弟がいる。


　双ふた子ごの弟。


《天魔》どもが呼ぶ名前で言えば、《鴉からす》の右う首しゆだ。


　その日向が大地に座り込んで、こちらを見ていて。


　それに月光は、言う。


「……おまえは俺のいくところいくところ、すべてで待まち伏ぶせでもするつもりか？」


　すると日向はそれに薄うすく笑う。


「はは、そうなんだよ。僕は兄さんのことが好きだからねぇ」


「俺はおまえが嫌いだがな」


「へぇ、そう？」


「ああ」


「それは、寂さびしいなぁ」


　なんて言いながら、目を別のほうへと向ける。


　月光がその視線を追うと、そこには奇妙な光景が広がっている。


　以前に会ったことがある、銀ぎん髪ぱつ、銀目の天使が、犬のような姿をした化物数匹ひきに喰くわれているのだ。


　天使はもう、死んでいるようだった。


　その骸むくろを、三ツ目、四つ首の犬たちが喰らっている。


　それに月光は、不快そうに眉まゆをひそめ、聞く。


「いったいあれは、どういうことだ？」


　すると日向はつまらなそうに答える。


「見ればわかるだろう？　飼い犬に、餌えさをやってるんだ」


「だがあれは……あの天使は、おまえの仲間だったんじゃないのか？」


「仲間？　なんだい、それ。僕に仲間がいたことなんてないよ」


「しかしあいつは以前、おまえの命令で俺のところに……」


　が、それを遮さえぎって日向は言う。


　やはりへらへらと楽しげに笑ったまま、


「だから？」


　それに月光は、言葉を止める。弟を見る。


　すると日向は続ける。


「……もう一度言うけど、僕には生まれたときから、仲間なんていない。僕にいるのは、出来の悪い兄だけだよ」


　そして月光はそれに、


「…………」


　もう、なにも言わない。


　こいつは本気で、そう思っているから。こいつは子供のころからずっと、俺に喰われるためだけに、独りで生きてきたのだから。


　だから月光はただ、弟をにらみつけて、


「前も言ったが……」


「その続きは、言わなくていいよ。僕は馬ば鹿かだって言いたいんだろう？　でも、それはもう、《預言》で見た」


　また、《預言》だ。


「そして、馬鹿でいいんだ、と、僕は言って、笑う。兄さんの役に立てるなら、僕は馬鹿でいいって言って、へらへら笑う。そしたら兄さんは……」


「…………」


「そう。兄さんはそんな、泣きそうな顔になるんだ。それももう全部、僕は《預言》で……」


「黙だまれ馬鹿が」


「……あは、結局馬鹿って言われたよ」


「いいから黙れ。そしてもう、《預言》の話はするな」


　と、月光は言う。


　すると日向は感情が映うつらない瞳ひとみでこちらを見上げて、うなずく。


「……ああ、そうだね。ごめん。僕は、兄さんと違ちがって、すぐに《預言》にとらわれるから……」


　それから日向は喰われ続けている天使のほうを見る。いや、もう天使の姿はない。犬に綺き麗れいさっぱり喰われてしまっていて。その犬たちが、主あるじのほうへと目を向ける。サソリの尾おのような形をした、しっぽを振る。


　それに日向はうなずいてみせる。


「いいよ、消えて。用があれば、また呼んでやるから」


　すると三ツ目の犬たちは、かすかなうなり声をあげて、消えてしまう。それを確認してから、日向は立ち上がる。


　そしてこちらを見て、言う。


「さて、やっと兄弟二人きりになった」


　それに月光は答える。


「二人きり？　ここは《天魔》の住すみ処かだろう？　なら、《天魔》が……」


　が、日向は首を振って、


「いないよ。兄さんを創つくった《東の魔ま》は、喰われて死んだ」


　と、言う。


　そしてそれに、さっき生徒会室に現れた《天魔》が言っていた言葉を、思い出した。


《天魔》と天使の会話を断片的に聞いただけなので確かなことはわからないが、おそらくいまの状じよう況きようは、《西》《北》《南》の《天魔》が、《東の魔》と呼ばれる、ここの主を喰らって殺した、という状況のはずだった。


「だが、なぜ殺し合いになった？」


　と、月光は聞く。


　すると日向が答える。


「《西の魔》は、僕を《鴉》にしたいんだってさ。だから兄さんを殺して、僕に喰わせたいと思った」


　という説明で、月光はいま、ここで起こっている事態をだいぶ把は握あくした。


　つまりは、そういうことなのだ。


　力のない月光よりも、《天魔》たちは日向を《鴉》にしたいと、思った。


　その《鴉》というのになるといったいどういった力が生まれるのかはわからないが、さっきの天使の話からするとどうやら、《鴉》は《預言》を変へん更こうするだけの力を持っているのだという。


　なら、崩ほう壊かいまでたった二十七日しか残っていないこのタイミングで、《天魔》たちが慌あわてて動き出す理由も、わかる。


　いや、それどころか、もしも日向が俺を喰らえばそれで《預言》を止められる、というのなら、こいつに喰われてもいいとさえ、月光は思う。


　なぜならこいつは、それだけの犠ぎ牲せいをすでに払はらっているから。


　自分の知らないところでこの馬鹿は、勝手に犠牲を払ってしまっていて……


　そしてそれだけ犠牲を払っても、《預言》は止まらない。


　月光は日向を見て、言う。


「だが俺を喰っても、おまえは《預言》を止められないんだろう？」


「うん」


「そしてそれを、《東の魔》は知っていた」


「そう。《天魔》たちの中でも、《東の魔》が一番、《預言》を深く見れたからね」


「深く、ね」


「で、《東の魔》は途と中ちゆうで気づいたんだ。自分たちがしている《鴉》の呪法すら、すでに《預言》されてたことを」


「…………」


「二十七日後の崩壊は結局最初から決まっていて、本当は、自分たちは一度も《預言》を回かい避ひなんかできていなかったって」


「……まるで、《軍》だな」


「いや、《軍》とはちょっと違うかなぁ。《軍》は結局、《預言》には介かい入にゆうできていなかったけど、《天魔》はさすがに星神だから、《預言》にかなり近いところまで《鴉からす》の呪法を練ねり込んでいて……」


　という言葉を、月光は遮る。


「で、俺がおまえを喰えば、《預言》を回避できるとでも言いたいのか？」


　すると日向はにっこりと笑い、両手を広げて言う。


「さすが兄さん、ご明察」


「ふざけるな。俺はおまえを喰わな……」


「食べるよ。結局最後は、食べる。僕はそのために生きてきたし、兄さんにももう、守りたいものはたくさんある。だから、食べる──すでにそう《預言》に……」


　が、月光は笑って言う。


「噓うそだな。《預言》にそう書いてあったなら、なぜ《天魔》どもが慌てる？　なぜおまえに、俺を喰わせようとする？」


「…………」


「俺がおまえを、喰わないからだろう？」


「…………」


「ということは、つまり……」


　それに日向は困ったような顔になる。まるで知られたくない会話へと進もうとしているのに困こん惑わくしているような、それでいて、あきらめているような顔。


　そしてその顔を見て、日向がなにを考えているのかが、わかる。


　いや、今回の《預言》や、《鴉》、そして《天魔》たちが起こしている騒そう動どうがなんなのかが、わかる。


　だから、


「……ああ、そういうことか」


　と、月光は言った。


　そしてそれに日向は、


「…………」


　なにも言わない。きっと、すでにこの光景も《預言》で見ているのだ。だからなにを言ったところで結局は、展開が変わらないと知っているのだ。


　そしてそれに月光は、続ける。


「……つまり、俺がおまえを喰わずに《鴉》を完成することができないから、世界は崩壊するのか……」


　するとそれに、日向は答える。


「《西の魔》たちが見ている32スクデュルでは、そう。そして《鴉》という魔ま術じゆつは、33スクデュルを作り出す呪のろいだと《天魔》たちは思っていた。33スクデュルへいくと、崩壊が回避されて、未来へと進めるのだと。でも最近、《天魔》たちは初めて33スクデュルを見て、怯おびえた。兄さんがそこでも、僕を食べてくれなくて、そして世界が消えたから。だから……」


　それに、月光は続ける。


「だから《天魔》どもは、俺をおまえに喰わせようとしてる？」


「そう」


「だが、さらにその先のスクデュルがあるんだろう？　で、おまえは子供のころからそれを見ていた。《東の魔》もそれを見ていた」


　すると月光はうなずく。


「もっとずっとずっと先まである。そこで僕は、いろいろな世界を見た。たとえば僕が兄さんを食べる。でも崩壊は止まらない。僕は心が弱くて《預言》に振ふり回されるから、《預言》の力に怯えて、押おし潰つぶされる──」


「…………」


「僕がどう頑がん張ばっても、《預言》はまるで止まってくれない。なら、どうしよう。どうしたらいいんだろうと、思う。そしてある日、兄さんに喰われたらどうなるんだろうと、思う。だけど、どれだけ深いスクデュルまでいっても、兄さんは僕を食べてくれないんだ。何度も何度も食べてくれとお願いするけど、兄さんは強情で、まるで僕を食べてくれない。で、世界は崩壊する。どうやっても兄さんは僕を食べないから、《東の魔》が見た77スクデュルまでいっても結局同じ結果しかなくて……だから……」


　そこで一度言葉を止め、言いにくそうにこちらを見つめると、


「だから本当は、僕も知らないんだ。兄さんが僕を食べるとどうなるかは、僕も知らない。少なくとも僕が見れる《預言》の深さには、その答えはなかった……って、これを言うと、兄さんはますます僕を食べてくれなくなりそうだけど……」


　なんて、言う。


　そしてそれに、


「…………」


　月光は少しだけ、安あん堵どする。


《預言》に、弟を喰う、という選せん択たく肢しが存在していなかったことに、彼はほんの少しだけ安心する。


　もしそれが本当なら、《預言》のあまりの大きさに怯え、震ふるえ、心が弱って、日向を喰ってしまう、という心配が、なくなるからだ。


　だから一いつ瞬しゆんだけそれに気を抜ぬき、


「…………」


　しかしすぐに引き締しめる。


　そしていまの安堵を、自分の頭の中から捨すてる。


　なぜならこいつは、噓つきだからだ。子供のころから独りで絶望を抱かかえ込み、ずっと自分に噓をつき続けてきた、嫌いやな奴やつだからだ。


　だから彼は、日向の言葉を信じない。


　こいつが言った言葉を信用しない。


　たとえばこいつが、『兄さんは僕を喰わない』と言えば、それはもう、信用できない事実になる。


　こちらを安心させておいて、その隙すきをこいつは突ついてくるだろうから。


　隙を突いて、自分を喰わせようとしてくるだろうから。


　少なくとも自分なら、そうする。そしてこいつは、自分の双ふた子ごの弟なのだ。なら、やることは変わらないだろう。


「…………」


　なんてことを、月光は考える。


　しかしそう考えた、ということももう、彼は口にしない。日向はほとんどすべての展開を《預言》で見てしまっているというのだ。


　なら、いま自分がなにか言葉を口にすると、それを日向は見てしまっている、ということになる。


　すると言葉を発するだけで、次の展開がどんなものか、いま、何スクデュル目の展開が目の前で起きているのか、こいつに把握されてしまうことになる。


　だから月光は、口を閉ざす。


　するとそれに、日向は敏びん感かんに反応する。


「……ああ、その思考にいっちゃうか……やっぱり兄さんは、頭がいいなぁ……ひどく、扱あつかいづらい。そして、それは正解だよ。それでいまがどのスクデュルか、僕にもわからなくなった」


　と、少しだけ顔をしかめる。


　だが、月光はやはり、言葉を発さない。表情も変えない。ただ、ポケットに手を入れる。ポケットには、携けい帯たいと、ナイフと、針と、護ご符ふが入っている。そのどれを触さわっているかは、日向には見えない。月光にすら、見えない。


　そしていま、現実に見えなければ、《預言》にも映らないはずだ。


　すると案の定、日向はこちらを見つめて、言う。


「……その、ポケットに手を入れた理由が、わからなかったんだよねぇ。いったいなにをしようとしてるんです？」


「…………」


「といっても、答えてもらえないのも知ってるんですが……で、次に兄さんは、生徒会室への《道み程ち》を開こうとするでしょう？　でも、それはやめてください。まだ天使が結界を張ってる最中で、もしも《道み程ち》を開くと、その結界の余波で兄さんの命が消し飛……」


　が、無視して月光は言う。


「開け」


　すると背後に、次元の裂さけ目めが生まれる。その裂け目は、生徒会室に繫つながっているはずだ。


　そしていまの日向の言葉によれば、生徒会室へ《道み程ち》を繫ぐと結界の余波が襲おそいかかってくるはずなのだが。


「…………」


　しかし、そんなことは起こらない。


　それに月光は笑みを浮うかべ、


「余波が、どうしたって？」


　と言う。


　だが日向はそれに微笑ほほえみ、


「いえ、僕の目的は、いまの僕のセリフに兄さんがどう反応したかが知りたかっただけです。そしてそのセリフが登場するスクデュルは二つだけ。いまどこにいるか、おおよその見当がつきました。あとは出来れば、これが僕にとって楽なほうのスクデュルだといいんですが」


　と、弟が身を沈しずめる。こちらに襲いかかってこようとする。


　それで、日向の目的がわかる。


　やはりこいつは、無理矢理月光に、喰われるつもりなのだ。


　月光を捕とらえ、そして自分を無理矢理喰わせるつもりなのだ。


　それに月光は一歩大きく後ろに後退する。右手はポケットに入れたまま、左手で腰こしの剣けんを引き抜く。


　そして日向をにらみつけて、怒ど鳴なる。


「俺はおまえを喰わないぞ！」


「…………」


「俺はおまえを絶対に喰わない！」


「…………」


「それはおまえも知ってるだろう!?　答えろ日向！　おまえは、《預言》ですでに見てるはずだ！　俺はおまえを……」


　が、そこで日向の手が月光の首をつかもうとする。


　月光はそれに、左手で剣を放つ。


「祓はらえ凶剣スペル・エラー！」


　日向は手を引き、剣をよける。


　その隙に、月光はさらにもう一歩下がる。


　だが、日向の動きについていけるのは、そこまでだった。


　弟のほうが、圧あつ倒とう的てきに動きが速い。


　魔ま力りよくも上だ。


　月光の力では、まるでかなわない。


　だから、捕つかまってしまう。


　日向が月光の首をつかむ。


　そして、言う。


「兄さんは、僕を喰うよ。いや、絶対に喰わせる。そのスクデュルが生まれるように《預言》を書かき換かえる魔術を──僕は《東の魔ま》と一いつ緒しよに、新しい魔術を開発したん……」


　だが、そこで月光は笑みを浮かべる。


「なにを開発しても、無む駄だだ。おまえは俺より力があって頭もいいかもしれないが、俺はおまえが持ってないものを持っている。それを今から見せてやろう」


　と言う。


　そしてポケットの中に入れた右手で、さっきから操作していた携帯の送信ボタンを、押す。


　それはメールだ。


　宛あて先さきは鉄大兎──
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　そしてその月光の笑みに、日向の表情が曇くもる。


「その顔……クソ、やっぱり厄やつ介かいなほうのスクデュルか……」


　弟は顔を上げる。


　開いた《道み程ち》のほうを見る。


　すると生徒会室のほうから、ドンっという音が響ひびく。


　生徒会室の天てん井じように穴があき、屋上から、脇わきにサイトヒメアを抱えた大兎が降ってくる。


　大兎の全身には黒い模様のようなものが這はい回っている。すでに力を暴走させているのだ。


　そしてそのままこちらを見つめ、月光と、日向の姿を確認すると、


「……おっ、あいつほんとにピンチでやんの。で、敵はヒナタかよ」


　などと言って、笑う。


　余よ裕ゆうの笑みだ。


　大兎が、生徒会室にヒメアを置いてから、


「せーのっ」


　と、声を出す。跳とぶ。


　それに日向が顔をしかめて手を上げ、悪あく魔まを召しよう喚かんしようとする。


「出てこい、アイヴィィ。」


　しかしその声を遮さえぎって、


「遅おせぇよ」


　大兎が言う。すでに、日向のすぐ横まできている。悪魔を召喚しようとした腕うでをつかむ。ゴキンっと、腕の骨が折れる音がする。


　しかしそれに日向は、


「いいえ、間に合いました」


　と言う。


　瞬しゆん間かん、赤い大地を切り裂くように、足あし下もとから真っ白い女の手が伸のびてくる。


　さらに白い髪かみ。


　白い肌はだ。


　白い瞳ひとみ。


　黒い服。


　その、女が大兎のほうを見上げて、


「アハァ、なになに凄すごいのがいる……兎うさぎだ……黒の兎──」


　それに日向が、命じる。


「アイヴィィ。そいつを排はい除じよしろ」


　月光も命じる。


「大兎、そのバケモノ女を潰つぶせ」


　刹せつ那な、二匹ひきの化物が、動く。


　大兎が日向の手を放し、そして拳こぶしを握にぎって、その拳をアイヴィィ。と呼ばれた悪魔へと放つ。


　しかしアイヴィィ。はそれに、舌をぺろっとだす。その舌が伸び、大兎の腕にぐるぐると巻き付く。


　それに大兎は、


「あ？　気持ち悪わりぃんだよ！」


　腕に、全身を巡めぐっていた『黒』い模様を集める。そして、


「こいつの舌を、無効化しろ、『黒ひつきようむ』」


　と、言う。


　しかしそれに、アイヴィィ。は顔をしかめ、


「アアアアイタイタイタイ痛い、舌が消されちゃいそうなほど痛い～～～けれど……わたくしを殺すにはちょっと弱いかなぁ」


　そこで突とつ然ぜん、キャハハとアイヴィィ。は笑う。


「ザ～ンネン。やっぱり、前に魔界マクアエにきたときとは、違ちがうんデスのねぇ。スクラルド様を圧あつ倒とうしたときのチカラがあるのなら、わたくしではどうにもデキマせんでしたが、この、程度なら──」


　そのまま、アイヴィィ。はずぶりと舌先を大兎の腕に潜もぐり込ませる。潜った途と端たん、大兎の腕が紫むらさき色いろに変わり始める。


　おそらくは、毒だ。もしくは、呪じゆ詛そか。


　大兎の表情が変わる。そして左手で舌を引き離はなそうとするが、しかしその手はアイヴィィ。の両りよう腕うでで押さえられてしまい、


「クソ……」


「ソンナふうに言わずに、わたくしの呪のろいと、愛あい撫ぶに、もっと喜んでクダさいな」


　そう言って、アイヴィィ。は笑う。笑う。


　それに月光は、


「馬ば鹿かが、いま助ける」


　と、左手に持っていた剣を放とうとする。アイヴィィ。の舌と、毒に浸しん食しよくされた大兎の腕を斬きろうとする。


　が、しかし、


「させないよ」


　それに、日向が一歩、月光の首をつかんだまま下がってしまう。


　凶剣スペル・エラーは、あと数ミリのところで届かない。


「ちぃっ」


　月光は舌打ちする。そのまま剣を翻ひるがえし、日向へと向けようとする。だが、日向は月光を地面へと押おし倒たおす。そして剣を持っている手を足で踏ふんでくる。


　それで凶剣スペル・エラーは完全に封ふうじられてしまう。


　その間にも、大兎とアイヴィィ。の攻こう防ぼうは進む。


　アイヴィィ。が言う。


「オオオオオ、それでも、この呪詛を体内にいれられて、こんなに抵てい抗こうデキルノですね……やはりあなたは、バケモノ……」


　それに大兎はアイヴィィ。をにらみつけ、


「本物のバケモノに言われたくねぇよ。それに、抵抗だけじゃなく、反はん撃げきもできる」


「ほう」


　とそこで、大兎は言う。


「貂魔テンマ」


「テンマ？」


　瞬間、大兎の腕に、白い炎ほのおが宿る。


　そしてその炎を見下ろして、アイヴィィ。が目を細める。


「アハハ、なんです、これは。イマさらこんな程度の魔ま術じゆつを出されても……」


　が、それに大兎はにやりと笑う。そして、


「おまえに使うんじゃねぇよ。吹ふっ飛とぶのは、俺だ」


「へ？」


「いけ、貂魔テンマ」


　大兎が言うと、炎が爆ばく裂れつする。そしてあっさり、彼の上半身が焼き尽つくされて、消し飛ぶ。それで大兎は死ぬが、すぐに再生が始まる。


　そしてアイヴィィ。のほうは、貂魔テンマの炎で焼かれても、まるで熱さも、痛みも感じていないようだった。あれほど強大な威い力りよくを持った魔術に、まるで反応しない、という異常な強さもどうかと思うが、とにかくアイヴィィ。は舌をぐるぐると戻もどして、口に納める。それからほんの少しだけ興味深げに目を開き、


「そんな離り脱だつの仕方がアるとは……おまけに、その状態から再生できるンですか？」


　と、言う。


　そしてその間にも大兎の上半身は復活する。そのままアイヴィィ。をにらみながら、


「しっかし、やべぇな。こいつめちゃくちゃ強つえぇんだけど。こりゃ、ニャン吉きちに頼たのんで、もうちょい暴走を深くしないと……」


　と、再び戦せん闘とう態勢に入る。


　しかしそれに、


「大兎！　勝てないなら、そいつは無視して俺を助けろ。日向ひなたの目的は、俺だ！」


　と、月光は命令する。


　すると大兎が、


「お、そういう展開？」


　と言って、再びこちらに跳んでこようとする。


　そしてその背後で、アイヴィイ。の口が耳まで裂さけるのが見える。


　笑ったのだ。


　思いっきり笑って、


「あはぁ～、我がアルジのお兄様、それは選せん択たくミスですわ。この力量差でわたくしに背中を見せたら……」


　と、言う。


　そして次の瞬間には、アイヴィィ。の姿が、大兎のすぐ背後に迫せまっている。大きく開いた口がさらに大きく開く。頰ほおだけじゃなく、首が、肩かたが、裂けるように大きく開き、そこに何百本もの牙きばが生えてくる。まるで体すべてが口のバケモノのような姿に変へん貌ぼうして、大兎に喰くらいつこうとし、


「不死のウサギも、ガブガブ咀そ嚼しやくを続ければ、そのうち死ぬかしら～」


　などと言う。


　それに大兎は振ふり返かえろうとする。


　だが、一いつ瞬しゆん遅おそい。


　アイヴィィ。の口が、大兎に喰らいつこうとして。


　そこで、


「止まれ、アイヴィィ。」


　と、日向が言った。


　するとアイヴィィ。が、止まる。牙はもう、大兎の体に突つき立たつ寸前だったが、止まる。


　そして、


「ナゼ？」


　と、日向のほうを見て、聞く。


　だが日向は答えない。


　それに月光も、日向を見上げる。しかしもう、日向には戦うつもりはないようで、月光の首を押さえていた手の力も、緩ゆるんでいる。


　それに月光は、聞く。


「……いったい、どういうことだ？」


　すると日向が、つまらなそうに、


「いや、別に」


　と、言う、そして月光の上からどいて立ち上がる。嫌いやそうにため息をつく。


　それに月光は上半身を起こして、言う。


「なんだ、そのため息は、俺を馬鹿にしてるのか？」


　すると日向はちらりとこちらを見て、言う。


「いや、馬鹿にしてるというよりは、馬鹿らしくなった、っていうほうなんですけどね」


「どういうことだ？」


「だってこれも……」


　それに、月光は言う。


「《預言》で見ている、か？」


　すると日向はうなずく。


「そう」


「いまのこの、戦闘をか？」


「うん」


「で、結果はどうなる？」


　それに、日向は言う。少しだけ嫌そうに、


「むかつくことに、どのスクデュルで進んでも、兄さんが勝つんだ。鉄大兎をアイヴィィ。が押さえ込んでも、それに反応して生徒会室にいるサイトヒメアが目を覚まし、ここに参戦してきて僕は負ける」


「……ふむ」


「ならその《預言》を回かい避ひしようと鉄大兎の命に危機が及およばない程度の攻こう撃げきで止やめて兄さんだけを拉ら致ちしようと思うけど、そんな手加減して戦うには、鉄大兎は強すぎて戦闘が長引く。すると今度は──」


　と、日向は目を、生徒会室とこの《天てん魔ま》の住すみ処かを繫つないでいる次元の裂け目へと向ける。


　すると生徒会室で、


「ううううう、どうしよどうしよ、ゲッコーがいなくなっちゃった。それに他のみんなも全然見当たらな……って、ヒメちゃんみっけたぁああああああああ！」


　なんて声がする。


「ヒメちゃんヒメちゃん聞いて聞いて！　あのね、ゲッコーがね、生徒会室にね、バケモノいっぱいきてね、って、ヒメちゃん聞いてる？」


「…………」


「ヒメちゃーん！　あれあれ、全然返事しない……なんで？　えとえと、んとんと」


　と、言ったところで美雷がこちらを向く。


　彼女は《道み程ち》の向こう側に月光がいる、というのに気づく。瞬しゆん間かん、彼女の表情が思いっきり明るくなり、目が大きく見開かれる。そしてその瞳ひとみをうるうるさせながらこちらに向かって、


「ゲッ」


　と言いかけたところで、月光は言った。


「閉じろ」


　すると次元の裂け目が閉じる。


「開け」


　再び開く。


　するとあきらかに壁かべにぶつかり、弾はじき返された美雷が床ゆかに座り込んで痛そうに頭をおさえていて。


「あうううう、痛～い」


　なんて言ってるが、月光は気にしない。とにかく、美雷にこちらにこられるわけにはいかないのだ。


　なにせ、あきらかにこの、日向が使うアイヴィィ。とかいうのは美雷よりも強い悪あく魔まで。


　もしも美雷がこちらにきてしまえば、彼女は人ひと質じちに取られる可能性がある。


　だから、月光は言った。


「おまえは絶対こっちにくるな！」


「でも」


「でもじゃない。生徒会室で、サイトヒメアを守ってろ」


「あ！　あ！　そうだった！　あのね、あのね、ヒメちゃんが全然しゃべら……」


「いいから黙だまって、守ってろ！」


　と、言う。


　それに美雷はびくんっと震ふるえ、それから、


「ふ、ふふふ、でも、ゲッコーが無事ならいいもんねー」


　などと独り機き嫌げんよさそうに笑ってから、サイトヒメアの前に立つ。


　その、美雷の姿に日向がなぜか、少しあきれたような顔でこちらを見下ろして、


「あの、様子……まさか兄さんは、悪魔と恋こい人びと同士にでもなったん……」


「殺すぞおまえ？」


「ははは」


　と、日向は笑う。


　その笑いを遮さえぎって、月光は言う。


「で、サイトヒメアが目覚めなくても、美雷が戻ってくると勝てなくなる？」


　すると日向は眉まゆをへのじにひそめて、


「いえ、もう、いろいろですよ。黒くろ守す・フィリエルがきたり、サイトヒメアを傷つけられて、鉄大兎が再び暴走したり……」


　それに月光は、大きくうなずいて、言う。


「なるほど。つまり結局おまえは、どこまでいっても兄にはかなわなかった、ということか？」


「…………」


「天才の兄にかなわず、全部をあきらめる、と、そういうことか？」


　すると日向はこちらを見下ろして、


「で、ほとんどのスクデュルで、兄さんは僕にそういうこと言ってくるんですよ」


「事実だからな」


「……いや、まあ……いいですけどねぇ」


　と、そのまま日向はぺたんっと、その場に座り込んでしまう。そしてアイヴィィ。のほうへと言う。


「消えていいよ。戦闘は終わりだ」


　それにアイヴィィ。が少しだけふて腐くされたように、


「えええええ～、これからが、オモシロそうなところでしたのに」


　と言うのに、大兎が言う。


「そりゃ、俺に勝てるつもりだったのかよ？」


「タベルつもりでした。お腹がすいてたので」


「ああっ!?」


「それに、あなたこそわたくしに勝てるつもりでして？」


「当然」


「ホントウに？」


「え？　あ～、いや、ちょっと無理しなきゃやばかったけど……でももうちょい強く暴走すりゃ……」


「なんて言い訳するところが、かーわいーですねぇ」


　と言って、アイヴィィ。が突とつ然ぜん、口を閉じる。


　それに大兎の、


「へ？」


　という声が、バクンっと閉じられたアイヴィィ。の口の中からする。


　それに日向と月光が思わず同時に、


『あっ』


　と声をあげるが、アイヴィィ。は大兎の上半身を食べてしまう。そのまま後方へと跳とぶ。それから、


「うぁ、ああ、アアアア、凄すごい力……で、主に怒おこられる前に、わたくしは消えましょ～。それではご機嫌よう」


　なんて言って、そのままずぶずぶと、地面に沈しずんで、消えていく。


　と同時に、残された大兎の下半身から、上半身が生えてきて、


「ってあいつ、いきなり俺を喰くいやがっ……って、もういねぇぇええええええ！」


　と、怒ど鳴なる。


　しかしそれを無視して、月光は日向に言う。


「いまおまえ、『あっ』と言わなかったか？」


「言ってませんよ？」


「言った」


「言ってません」


「言った。いったい、どういうことだ？　おまえは《預言》ですべてを見ていたはずじゃ……」


　すると日向は、少しだけバツが悪そうに、


「見てますが、スクデュルはたくさんありますし、一つのスクデュルの中にも本当にもの凄い量の情報があるので、そんな完かん璧ぺきにすべてを管理できてるわけじゃ……」


「つまり、おまえは無能ということか？」


「…………」


「お兄様にはまるでかなわな……」


「知ってます？　兄さん。その兄さんの態度に抗こう弁べんすると、そこからものすごくたくさん口論に分ぶん岐きがあって、確認が死ぬほど大変なんですよ」


「なら、抗弁しないで受け入れろよ」


　すると日向は深いため息をついて、


「……だから、そうしてるじゃないですか」


　と、言う。


　それに月光は弟を見て笑い、


「これがおまえが防ぎたかった、一番厄やつ介かいなスクデュルか？」


　と言うと、日向はうなずき、


「ええ。このスクデュルに入ると、兄さんが僕を食べてくれるのが崩ほう壊かいの直前になってしま……」


「何度も言わすな。俺はおまえを喰わない」


　と、月光は立ち上がる。


　すると日向はこちらを見上げて、言う。


「でも、それじゃ《預言》の崩壊が……」


　しかしそれを遮って、月光は言う。


「おまえはもう、《預言》を見るな。弱い奴やつが未来を見たら、怖こわくて歩けなくなるだろう？」


「…………」


「それにおまえは無能なんだから、俺に従っていればいい。そうしたら……」


「《預言》を壊こわして、守ってやる？」


　と、また、おそらくは《預言》で見たんであろう言葉を日向は言う。


　結局はこの会話をこいつは、全部見ているのだ。これからなにが起きるのかを、ほとんど知っているのだ。知っていて、ここで会話につきあってくれている。


　そしてそれに月光は、日向が少しでも《預言》から解放される方法はないかと、考える。力がありすぎるせいで他人よりも多くの未来を見てしまい、絶望してしまっている馬ば鹿かな弟を解放する方法はないかと考え、そして、


「おまえは知らないかもしれないが、さっきの、『《預言》を壊して守ってやる』というあのセリフは、俺が《預言》に書き込んだんだぞ？」


　と、言った。


　すると日向はあきれたような、それでいて笑っているような顔でこちらを見上げて、言う。


「……そのセリフも、《預言》で見たよ……で、それは僕が一番好きなセリフの一つだ。だってそれを聞くと、なんか兄さんの馬鹿さがスパークして、本当に《預言》をひっくり返しちゃいそうな気が……」


「死ね」


　と、月光は日向の顔面に、蹴けりを入れる。


　当然、日向はそれも《預言》で見ているはずなので、あっさりよけられるはずなのに、なぜか蹴りを、頰ほおで受ける。


「痛っ」


　と、声をあげる。


　その、自分から蹴りを受けた日向を見下ろして。まるで、自分を罰ばつしているかのような態度の日向を見下ろして。


「馬鹿が」


　と、月光は吐はき捨すてるように言う。


　そしてそのまま、生徒会室へと戻もどろうと歩き出す。


　するとそれに、突然戦う相手を失ってしまった大兎が小走りに近づいてきて、小声で言ってくる。
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「なになになに？　いったい、どうなってんのこれ？　おまえらいつ仲直りしたの？」


「はぁ？　仲良く見えるか？」


「すげぇ見える」


「じゃあおまえも死ね」


　と殴なぐろうとするが、大兎のほうはあっさりよける。


「よけるな」


「やだよ。ってかそんな話じゃなくてさ、だからいつからおまえら……」


　というのを無視して、月光は振ふり返かえる。地面に座ったままぼんやりしている日向を見て、言う。


「おい日向」


「なにかな？」


「おまえの力が必要だ。手を貸せ」


「っていうのは」


「俺の生徒会室にこい。仲間にしてやる」


　と、月光は、言う。


　横で大兎が、


「嫌いやだよあんな奴」


　というのを、殴って止める。もちろん、大兎はその拳こぶしもよけてしまっているが。


　日向はただ、ぼんやりとこちらを見ている。それから《道み程ち》の向こうに繫つながっている生徒会室を指さして、言う。


「……僕に、その、うるさい生徒会室に入れと？」


「そうだ」


「でも僕、うるさいのは苦手……」


「うるさい黙だまれ」


「…………」


「いいからこい。弱い弟は黙って兄の命令を聞いていろ！」


　と、怒鳴る。


　するとそれに、日向はやはり感情のない、ぼんやりした表情のままこちらを見つめてから、立ち上がる。


　そして、言う。


「……った」


「声が小さい」


「……わかったよ、兄さん」


　と、やはりそれも小さい声だったが、日向はそう言った。


　それに月光は大きくうなずく。


　すると横からまた大兎が。


「だからこれ、いったいどういうことだよ？」


「うるさい」


「いやいや、説明いるでしょこれ。おまえ、俺だっておまえの弟にはいろいろと因いん縁ねんが……」


「忘れろ。すべて解決した」


「って、いきなりそんなこと言われてもなぁ」


　が、やはり無視で、月光は生徒会室へと戻る。


　するとヒメアの前でずっと戦せん闘とう態勢を維い持じしていた美雷が笑顔で言ってくる。


「ちゃんとヒメちゃん守ってたよ！」


「よくやった」


「お菓か子し買っ……」


「だめだ」


「でも」


「だめだ」


「む────!?」


　と、馬鹿悪あく魔まがうめく。


　しかしさっきこいつは頑がん張ばったので、とりあえずその、頭をぽんっとたたいてから、なでる。


　すると美雷は驚おどろいたような顔でこちらを見上げ、それから顔を赤くして、


「え、あのあの」


　となにか言いそうだったので、月光はもう一度、


「お菓子はなしだ」


　瞬しゆん間かんまた、


「む───────！」


　美雷は同じ表情に戻る。


　月光はそれに笑い、それから部屋の壁かべ掛かけ時計を見る。さっき会議を終えてからまだ、一時間くらいしか経っていない。


　なのにもう、どっと疲つかれてしまっていて。


「はぁ」


　と、自分の席に座る。


　すると日向が生徒会室へと入ってきて、


「ええと、僕の席はあるのかな？」


　などと言う。


　それに大兎がまたこちらを見て、


「すうううげええええええ、違い和わ感かんありまくりなんだけど」


　さらに美雷が、


「わわ、ヒナタきた！　ねねねゲッコー！　ヒナタが……」


「うるさい」


「でもでも……」


　というのに、ヒナタが美雷を見て、


「や、アンドゥのミライ、魔界マクアエぶりですね。元気にしてました？」


「え？　あ、うん、元気だよ！」


「それはよかったです」


「ヒナタも元気してた？」
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「僕はそうでもないですが」


「不健康そうな顔してるもんねー」


「ははは」


　と、日向は笑う。そのまま弟は勝手に泉いずみの席に座る。


　それに大兎がなにか言いたいことがありそうだったが、どうやらその、言いたいことを呑のみ込んだようで、目を閉じたままのサイトヒメアを再び抱かかえて、移動する。ヒメアを椅い子すに座らせ、それから自分も座る。


　そしてそのまま、


「ふんふふーん、ふふふふーん」


　という、美雷が鼻歌交じりに再び漫まん画がを読み始める以外の音が、部屋から消えてしまう。


　月光と、日向と、大兎だけが、顔を向け合って会議用の机を囲んでいて。


「…………」


「…………」


「…………」


　とそこで、その沈ちん黙もくに耐たえられなくなったのか大兎が、


「……あ～、なんだ、俺、喉のどが渇かわい……」


「あ、あ、私もー！」


　美雷が手をあげて立ち上がる。


　だが月光は無視で、聞く。日向を見つめ、


「聞きたいことがいくつもある」


　すると日向がこちらを見るので、月光は続ける。


「まず、《預言》についてだ。おまえはどこまで知ってる？」


「それ、ずいぶん質問の範はん囲いが広いなぁ」


　その横で、美雷が言う。


「ねねね、ジュースは……」


　が、無視で月光は聞く。


「それと《天てん魔ま》のこともだ。さっき俺のところにきた天使は、部下が俺のことを待ってると言っていたが……」


　と、まだ開きっぱなしになっている《道み程ち》を指さす。《東の魔》の巣であるその、真っ赤な大地が広がる場所を見て、


「部下というのは、おまえのことか？」


「違ちがうよ」


「ならそいつはどこにいる？　おまえを俺に喰くわそうと画策した《天魔》の遣つかいは……」


　すると日向があっさり、


「殺された。僕が犬に喰わせていた《西の魔》の天使に」


「……ふむ」


「で、僕が《東の魔》が作った魔ま術じゆつを受うけ継ついだ」


「俺がおまえを喰うよう、《預言》を書かき換かえる魔術か？」


「うん」


「だがそれは、この生徒会室では使えない？」


「その質問には答えたくないな」


「もしくは、使うには条件があるのか？　その条件が揃そろうまでは……」


　が、日向は遮さえぎって、言う。


「だからそれには答えないよ。兄さんに食べてもらうのを、僕はあきらめてないから」


　と、言う。


　それに月光はさっきの弟の言葉を思い出す。一番厄やつ介かいなスクデュルになった、という言葉。そのとき、こいつはこうも言った。


『このスクデュルに入ると、兄さんが僕を食べてくれるのが崩ほう壊かいの直前になってしまう』


　だが、この言葉はおかしい。


　なぜなら、《預言》には日向を月光が喰う、というシナリオが書かれていないはずなのだ。


　だからこそ《東の魔》と日向は、《預言》を書き換えるための魔術を作った、という話のはずなのだ。


　なのになぜ、こいつは自分が喰われるのが崩壊の直前だと知っている？


《預言》には書かれていないのに、なぜ、こいつはまるで見てきたかのように、そんなふうに言う？


　いやそもそも、こいつの話はどこまでが本当で、どこからが噓うそなんだ？　なんてことを、考える。


　その間、日向のほうはにやにやしているが、それに月光は言う。


「噓つきは嫌きらいだ」


「僕は噓なんかついてないよ」


「はっ」


　というところで、日向と月光のやりとりをきょろきょろと見ていた大兎が、ものすごく怪け訝げんそうな顔になって、


「あの、状じよう況きようが全然見えないんだけど……とりあえず、おまえらそういうことなの？」


　などと言う。


　それに月光は大兎のほうを見て、言う。


「あ？　なにがだ？」


　するとなぜか、大兎はやはり、ものすごく遠えん慮りよしているような顔で、


「いや、なんかその、あのぉ、『僕を食べてもらうのを、あきらめない』とか、なんかすげぇエロいこと言っ……」


　そこで月光は、机の上にあったティーカップを大兎に投げた。やはり大兎はあっさりそれを受け止めてしまうが。


　そのまま大兎が、やはり遠慮しているような顔で、


「違うの？」


「まずその顔をやめろ！　その顔を！」


　と、月光は怒ど鳴なる。


　その横でまた、


「ねねねね、あのね、喉渇いたって話だけどね、あたしはドクターペッパーをね……」


　なんて美雷が言ってきて、


「おまえもうるさい！」


　と、月光は財布を美雷にたたきつける。


「え、え、買ってきていいの？　いいの？」


「俺はコーラだ！」


「やったぁああああああああああああ！」


　と、彼女は部屋を飛び出していく。


　それに日向が、


「ああ、兄さんは優しいなぁ」


　と、言う。


　あきらかにこちらをからかっているような顔で、言う。


　そしてそれに見事に引っかかった大兎が、こちらを、やはり遠慮しているような、意味ありげな顔で、


「だからそれをやめろと言っている！」


「でも、でもなんか、おまえら怪あやしいからさぁ」


　なんて言ってくるので、月光はそれに、いまの状況について説明しようかと思うが、やめる。どうせ日向の生徒会加入については他の奴やつらにも説明する必要があるので、そのときにまとめてしようと、思い直す。


　だから、むかつく顔をしている大兎は、とりあえず無視することに……


「あの、もしお邪じや魔まなら俺、外に……」


「なんでもいいから、おまえはもう黙だまれ」


「え、そりゃ出てろってこと？　俺追い出して兄弟でラブシーンを……」


「はぁ？」


　と、月光は大兎をにらむ。


　するとそれに、大兎はほんの少し、笑っている。こいつは、わかっていてからかっていたのだ。


　それに月光は、


「…………」


　もう、なにもかもがどうでもいい気分になってきた。


　結局自分の周りにいるのは、弟を含ふくめて馬ば鹿かばっかりなのだ。おまけに、いまの馬鹿の極きわみのような会話まで《預言》に書かれていたのなら、その、《預言》を書いた奴も馬鹿に違いない、と思う。


　そしてこんな馬鹿げたことはなにもかもほっぽり出して、帰って寝ねたくなるが、しかし、《預言》の崩壊はもう、二十七日後と、無む駄だにタイムリミットは短くて。


「……はぁ。もう馬鹿話はうんざりだ……話を続けるぞ」


　と、月光は言う。


　すると大兎が笑って、


「いや、だっておまえら俺がわかんねぇ話ばっかしてっからさぁ。もうちょいわかる言葉で話してくんねぇ？」


「ああ、もう、おまえはうるさいな。馬鹿語への翻ほん訳やくはあとでしてやるから、少し黙れ」


「じゃ、俺なにしてりゃいいのよ？」


「知るか」


「えー。いや、別にいいけどさぁ。でも、わざわざ助けにきてやったのにあの態度、ヒメアどう思う？　まあ、いつものことだけど、でも、なぁんかなぁ」


　などと、黙ったままの目を閉じているサイトヒメアに大兎は独りぶつぶつ話しかける。


　それでやっと、静かになったようだった。


　そしてそれに日向が、


「このうるささで生徒会委員の人数、半分以下なんだよね。全員揃うのが、怖こわいなぁ」


「ここはおまえが経験したことがないような地じ獄ごくだからな」


「あはは」


「で、質問に戻もどるぞ。まず、《天魔》についての話でおまえが真実を言わないのはわかった」


「ええ～、僕はちゃんと真実を話してるよ」


「吐ぬかすな」


「吐かしてないんだけどなぁ」


「だが、別にいい。おまえごときの噓など全部見破れるからな」


「へぇそう」


「そうだ。だから話を続ける。次は《預言》についてだ。おまえはいったい、《預言》のなにを見ている？　なにに絶望して、なにを覆くつがえそうとしている？　《預言》の構造はいったい、どうなってるんだ？」


　と、聞く。


　そもそもそれを、月光はいまいちわかっていなかった。


　もちろん、《軍》が調べた内容については、理解しているつもりだ。


　最後は崩壊に繫つながっていることや、この世のありとあらゆる情報について、過去から未来に亘わたって書かれていることなどはわかっている。


　だがそれでも、スクデュルに分かれている構造や、なにに逆らえて、なにに逆らえないかなどはまだ、詳くわしくわかっていなくて。


　だから月光は、聞いた。


「いったい、《預言》というのは、なんなんだ？」


　しかしそれに、日向は肩かたをすくめて、言う。


「いや、その話もしなきゃいけないとは思うけど……でも、いまはできないなぁ」


「なぜだ？　また隠かくし事ごとか？」


　が、こちらを指さして、妙みようなことを言う。


「違うよ。隠し事とかじゃなくて、メールがくるから、話せない」


　直後、月光の携けい帯たいのバイブが、揺ゆれる。


　いや、月光のだけじゃない。大兎と、サイトヒメアの携帯も揺れたようだった。


「うん？」


　と、大兎が携帯を取り出す。


　それに月光もポケットから携帯を取り出そうとする。


　するとそこで、日向がさらに言う。


「で、ここで話をしてるどころじゃない事件が起きる」


「事件？」


　月光は、取り出した携帯を見る。


　するとそこには、あたりまえだがメールがきている。


　送り主は、《軍》だった。


　メールにはこんなことが書かれている。





　タイトル


　生徒会委員のみなさまへ緊きん急きゆう報告。





　本文


《預言》を見ていた碧あお水み泉が心停止。


　救護班が向かうも、実験場に《預言》が溢あふれていて入れず、ハスガ・エントリオの解呪の力によって実験場の壁かべを破は壊かい、救出に成功。しかし依い然ぜん碧水泉の心臓は停止中。


　事故が起きた原因は不明。


　生徒会委員のみなさまは、至急、《軍》治ち療りよう部、第二十四フロアへ向かっ……





　その、文章を読みきる前に月光は顔を上げた。


　そして日向のほうを見る。


「おまえは、おまえはこれを知っていたのか！」


「……そりゃ、僕は《預言》を……」


　そこで今度は、


「おい月光！」


　大兎が立ち上がって、叫さけぶ。


　しかし月光はそちらを見ずに、言う。弟をにらみつけ、


「答えろ日向。おまえが見た《預言》では……」


「全部言わなくても、いいよ。言いたいことはわかってる。でも、申し訳ないんだけどその答えは僕も持ってないんだ。死ぬ場合と、生き残る場合、二つある。でも僕が見れる《預言》の範はん囲いは僕が中心のものだから、どうすれば碧水泉が生き残るスクデュルになるのかは、わからな……」


　それを遮さえぎって、大兎が怒鳴る。


「いいから月光、《道み程ち》を開けろよ！　こんな奴の話より、早く泉のところへ……」


　が、それに日向が、


「すでに救出されてるから、急いでいったところで別に……」


「てめぇはうるせぇんだよ！」


　と、大兎はまた、怒鳴る。


　それに月光は、


「開け」


　と、言う。


　するとすぐに、この学校の地下にある、第二十四フロアに繫がる。受付にいる女がこちらを見て、


「あ、ええと、２番の部屋ですが、治療中なので《道み程ち》を繫ぐなら部屋の外へ……」


　という言葉を聞き終わる前に、月光は言う。


「閉じろ、開け」


　すると《道み程ち》は、泉が治療されている部屋の、外に繫がる。


　しかし部屋には窓があり、中が見えるようになっている。部屋の中には泉がいる。白いベッドに寝かされ、人工呼吸器がつけられている。胸にも、なにかしらの機械をつけられているように見える。


　そして数人の白衣を着た男たちが治療しているようだが、彼女は動かない。


「くそ」


　大兎が、ヒメアを抱えて生徒会室を飛び出し、向こう側へといく。


　それに月光は、もう一度日向に聞く。


「……泉は、死ぬのか？」


　すると日向は答える。


「彼女がどっちのスクデュルにいるのか、僕にはわからない」


「……そうか」


「で、また《預言》を見たくなる。好きな人の死を防ぐにはどうしたらいいかと震ふるえて、《預言》を見たくなる。兄さんはさっき、弱い奴はもう《預言》を見るなと言ったね」


「…………」


「僕も、そのほうがいいと思う。《預言》を見たら、未来を変えたくなるから。変えると、その反動が他の部分にでるのにね」


「…………」


「でも、それでも《預言》を見て、未来を変えたくなる。弱いからさ。心が弱くて、不幸な未来に耐たえられないから」


「…………」


「で、兄さんはどうするのかな？　強いから、《預言》を見ずにこれを受け入れるのかい？」


「…………」


「それとも《預言》を全部覆してやる～、と、いつもみたいに威い勢せいよく怒ど鳴なるかい？」


　それに月光は、


「……少し」


『黙だまれ』


　と、日向が、月光の声にかぶせるように、言う。そして、


「それももう、見た」


　と、言う。


「あと、ここでもし、彼女が死なずに生き残るスクデュルに入れたとしても、このあとの二十七日間で、生徒会委員は何人も死ぬよ」


「…………」


「おまけに最後は世界ごと崩ほう壊かいする。仲間が何人も死んで、一いつ生しよう懸けん命めい抵てい抗こうしたのに、結局なにもできずに崩壊する」


「…………」


「で、兄さんは泣きながら僕を食べることを決め……」


「もう、黙れと言っている！」


　月光は、怒鳴る。


　だがきっと、ここで月光が怒鳴ることも、日向は知っているはずだった。


　泉の心臓が止まることも。


　他の生徒会委員が何人も死ぬことも。


　こいつはすでに、見ている。


　そしてそれに。


　その、《預言》に書かれていた、という未来の話に。


「…………」


　しかし、月光はなにも言わない。


　ただ、無言で立ち上がり、それから泉が治療されている第二十四フロアのほうへと向かう。


　するとそれに、後ろから日向が言ってくる。


「僕はここにいるよ。他の生徒会委員たちは、僕がいっても喜ばないだろうし」


「…………」


「だからここにずっといる。もし兄さんの気が変わって、僕を喰くってもいいと思ったなら」


　が、そこで月光は《道み程ち》をくぐりながら、言う。


「そうはならない。泉も、他の生徒会委員も死なず、そして俺はおまえを喰わない」


「はは、そんな都合が良い話は……」


　が、その日向を遮って、


「閉じろ」


　と、月光は言った。


　すると《道み程ち》が閉じる。


　そして、泉が治療されている治療室の前に、出る。


　そこには《預言》を見に行ったはずの、ハスガや、セルジュ、黒守がすでにいて、廊ろう下かから治療を見守っている。


　それに、月光が聞く。


「状じよう況きようは？」


　するとそれに、黒守が振ふり返かえり、そして、


「……残念ですが、助からないそうです」


　と、言う。


　そしてそれに、月光は顔を歪ゆがめて──





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





《預言》を見る。


《預言》を見る。


《預言》を見る。


　暗くら闇やみと光が交こう互ごに明めい滅めつして、突とつ然ぜん、とある光景が浮うかぶ。


　それは、どうやら未来の映像のようだった。


　場所はいつもの生徒会室。


　その生徒会室の扉とびらを、開く。


　すると中には月光が独りでいて、こちらを見る。そして、言う。


「泉か。帰れとメールしたはずだが？」


　それに映像の中の私が──碧水泉が、えへへと笑う。


「そうなんだけど、ね」


　なんて言う。


　そのまま私は教室へと入る。そして月光とは少し離はなれた、壁かべ際ぎわに立って、彼を見つめる。


　月光はそれに、怪け訝げんそうな顔でこちらをにらんできて、聞く。


「なんだ？」


「いや、えーと、実はちょっと話したいことがあって」


「俺にはないが？」


「あは、月光ぽん、それ言うの好きだよね」


「あ？」


　と、月光は顔をしかめる。


　しかし私はやはり、笑っている。にこにこ笑っている。しかし胸の奥は、いつもとは違ちがう。ドキドキと、まるで目の前の生徒会長に恋こいをしているかのように高鳴ってしまっていて。


　そしてそれを見ている私は、驚おどろく。なぜ、胸が高鳴っているのかがわからないから。いま、《預言》に映うつっているのは確かに私なのだが、しかし、まるで別人のような感情を胸の中に持っていて。


『なに、これ』


　と、私は呟つぶやく。


『なんで私が、月光ぽんのこと、好きなの？』


　と、私は呟く。


　なのに《預言》の中の私は、その疑問を口にしない。ただ、嬉うれしそうに、愛いとおしそうに月光を見つめていて。


「いったい、なんだ？」


　月光が言う。


　すると《預言》の中の私が言った。


　なぜか、周囲を見回して、


「美雷ちゃんは？」


「いまはいない」


「あれー、じゃあリーネちゃんは？」


　リーネというのは、テンペロン・クローリーの、魔ま女じよの名前のはずだった。だが、まるでそのリーネを、知り合いかなにかのように、私は言う。


　やはりこれは、未来なのだ。


　未来の光景。


　だが、それがいつかはまだ、わからない。


　月光がこちらを見つめ、言う。


「……いったい、おまえはなんの話がしたい？」


　すると私はまた、照れたような顔になる。そしてそれを隠かくすように、笑う。顔がもう、少し赤い。


　そして、私は言う。


「いや、月光ぽんがさー、今日は心残りないようにする日だーっていうからさ」


「…………」


「じゃー、それしようかなーって、私も思ってさー」


「…………」


「で、ここにきたの」


「……それで？」


　と、月光は言った。


　すると私は微笑ほほえむ。楽しそうに、それでいてやはり、なぜか照れたような顔ではにかんで、


「好きって、言ったら、どうする？」


　なんて言う。


　それに月光は少しだけ驚いたようにこちらを見つめ、それから、


「いったいそれは、何の冗じよう談だんだ？」


　などと言ってくる。


　しかしそれに私はやはり、嬉しそうに笑う。胸のドキドキが止まらなくて、思わず手で押さえる。すると心臓が本当に、早はや鐘がねのように脈打っている。


　それも、普ふ通つうの人間のものとは思えないほどに、速く、速く、鼓こ動どうしていて。


　そして頭の中で声がする。


　見知らぬ女の子の声。


《なんでもいいから、早く近づいて、《鴉からす》を殺すの》


　聞いたことのない、女の子の声。


《もうあと、少し近づけば呪のろいが《鴉》に届くから。あなたの心臓に仕し掛かけた呪いが、《鴉》に感染するから》


　そしてその声に操あやつられるかのように、私は月光へと近づいていく。そして彼に、抱だきつこうとする。


　それに私は、だめ！　と叫さけぶ。なにがダメかはわからない。けれど、それが絶対にだめだということは、わかる。


　しかし、やはり《預言》の中の私は、叫ばない。ただ、操られたまま月光に抱きついていこうとして。


『だめだ……叫んでも止められないなら、別の《預言》を見ないと……』


　と、私は言う。


　するとそこでまた、声がする。


《そういうの、やめたほうがいいよ》


　やはり女の子の声。《預言》の中で、私を操っていた女の子の声。


　しかし今度は、《預言》の中じゃなく、あきらかにこちら側でその声は響ひびいていて。


《預言》を、見ている側で響いていて。


　まるでそれは。


『…………』


　それは、私の脳の奥から響いてきているかのようで。


『え』


　と、私は言う。


　すると突然、女の子が目の前に現れる。


　自分と同い年くらいの、黒くろ髪かみの少女。穏おだやかな、明るい顔に、どういうわけか宮みや阪さか高校のセーラー服を着ていて。その、少女がこちらを見る。憐あわれむような顔でこちらを見る。


《あなたの頭に隠れているのがバレちゃうと、あなたの命を削けずることになるから嫌いやなんだけど……》


　と、近づいてくる。


　それに私は逃にげだそうとするが、しかし、動けない。


　少女はふわりと飛んで、すぐ近くまでやってくる。そして私の胸に触ふれる。


《ごめんね、苦しいでしょう。でも、生き返らせてあげる。心臓に呪いを入れて……《鴉》を殺す《毒まじゆつ》を入れて、生き返らせてあげる》


　と言う。


　刹せつ那な、胸がまた、ドクンと脈打つ。まるで誰だれかに恋をしているかのように、ドキドキと強く脈動するのを感じる。


　それに私は少女を見つめ、


『いったい、あなたは……』


《だから、私のことを探らないで。あなたの命が減っちゃうから……》


　と、彼女は手を伸のばしてくる。私の頭をつかんでくる。


　そしてそれに、突然私は思い出す。


　彼女の、名前を。


　彼女が、誰なのかを。


　だから私は彼女を見つめ、


「あ、あなたは、時雨しぐれ……はる……」


　しかしそこで、その、彼女が手を伸ばしてくる。そのままその手を、私の頭の中へとぐにゃりと入れてきて。





　そして。





　そして、私は──。











[image: ]











　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　目を、覚ました。


　場所はどこかの、病室のようだった。


　白い天てん井じよう。


　白い壁かべ。


　窓はない。


　ベッドと、それに、その脇わきに用意された、椅い子す。その椅子には、ハスガが座っていて、ベッドに突つっ伏ぷすようにして、眠ねむっている。どうやら彼は、自分を看病してくれていたようで。


「…………」


　それに泉は、体を起こす。


　しかしハスガは疲つかれているようで、起きない。


　その、眠ったままのハスガを見つめ、それから、


「……いったい、なにが起きたんだろ」


　不思議そうに、彼女は呟く。


　もう、自分がどれくらいの時間、ここで寝ねていたのかすら、わからない。ただ、ハスガのこの様子を見ると、


「私、《預言》見て、死にかけたのかな……」


　もしそうなら、あとでハスガやセルジュに怒おこられるかもしれない。《預言》を見ないって約束したはずなのに、いったいこれはどういうことだー！　って。


　それに泉は、もう一度ハスガのほうを見てから、


「…………」


　手を、伸ばす。ゆっくり、ゆっくり、彼の紺こん色いろの髪かみの毛のほうへと伸ばして、それから、寝ているハスガの頭を、撫なでてみる。


　しかしまだ、彼は目を覚まさない。もしかしたらもう、何日も徹てつ夜やで看病してくれてたんじゃないかと思うほどに、彼は爆ばく睡すいしていて。


「……こーれは、私まじで怒られるなぁ」


　なんて呟つぶやいて、泉は笑う。


　それからしばらく、ハスガの頭を撫でる。


　病室は静かで、なんの音もしない。


　ただ、ハスガの寝ね息いきだけが聞こえてきていて。


　それを聞きながら、


「でもなんか、すっごい大切なこと、忘れた気がするなぁ」


　なんて、彼女は呟く。


　するとそれに突とつ然ぜん、泉の腕うでがハスガにつかまれる。そして頭を撫でられたままのハスガが、眠そうな目を開いてこちらを見たので、泉は言った。


「あ、おはよ」


　するとハスガはベッドに顔を突っ伏したままの体勢で、嫌そうに言う。


「そりゃ、こっちのセリフだろうが」


「あは、だよねー」


「おまえ、先に言っとくけど、あとで絶対ぶん殴なぐるからな」


「えーやっぱり？　あの、ハスガっち、ずっと看病してくれてたの？」


「みんなやってたよ」


「いたずらしなかった？」


「死ね」


「あはは」


　と、泉は笑う。


　しかしハスガはやはり、ベッドから体を起こさなくて。


　彼女は、言った。


「寝てないの？」


「二日徹夜」


「ってか、私何日くらい……」


　するとそれを遮さえぎって、ハスガが言う。


「もう五日たってる」


「あ、そんなに……？」


「ああ、だから心配した。起きてくれて、よかった」


　などと、ハスガはこちらを見上げて、言う。すると彼の顔は本当に嬉うれしそうで、そしてそれ以上に眠そうで、それに泉は笑った。


「寝ていいよ」


　と言うと、ハスガはそれに目を閉じながら、言ってくる。


「いたずらすんなよ」


「さてさて、それはどうでしょー」


「したら殺す」


　と言って、ハスガはまた寝てしまう。


　泉はそれを見下ろし、それから顔を上げる。


「……五日も、たったんだ。じゃあ、崩ほう壊かいまであと、二十二日か。それは……それはなんか……」


　と、そこでまた、ハスガの頭に手を伸ばして、彼女は言った。


「ま、いっか」


「よくねぇよ」


　と、ハスガが言う。


　それに泉はまた、


「あはは」


　と、笑ってから、自分の頭を押さえる。それから、ハスガのほうを見る。


　そして。


「ねぇハスガっち」


「寝かせろよ」


「あはは、そうなんだけどさ」


　と、言ってから、ハスガを見つめて、


　そして、少しだけ緊きん張ちようしたような面おも持もちになると、


「ちょっと、聞いてほしいことが、あるんだ」


　と、そう、彼女は言った。














　あとがき







　はい、というわけで『いつか天魔の黒ウサギ』、ついに９巻でございます。


　あと一冊で10巻ですね。いつ天は10巻完結で考えていたので、もう大クライマックスのはずですね！


　と書いてみて、いや、ほんとにクライマックスになってたー、10巻ではさらに大変なことになっていくのですが、みんなついてきてね！


　でも今回はその話は長々とはできません。なぜならばこのあとがき、２ページしかもらっていないのであったー。２ページって、あれだよ。あと19行くらいしかないってことだよどうしよう。


　というわけで、新しい担当さんがついたよー話があるんだけど、その担当さんとのやりとりを気にせず書いたらあっさり３ページ埋まってて、没にしました。なんてこった。


　えーあーなんだー、じゃあ、この数行でいったいなにを書けばいいんだー。





　あ、そうだ、僕の完全新作といっても過言ではない、コンプエースで連載中の『いつか天魔を斬きる魔女ヘクセン』のコミックス１巻がついに、今月発売だったー！　リーネ、千ち夜や、クララの三魔女が主役の、ドイツが舞台のまったく新しい物語です。完全原作、脚本まで書き下ろしなので、みんな読んでみてー！　なんか『魔女ヘクセン』のほうは、書いてるうちにちょっと伝勇伝っぽい展開になってきてるのは、やはり異国が舞台だからかなぁ。





　あと、『いつ天』のゲームがでまーす。これも今月が発売日じゃないかな？　ぜひぜひ、よろしくお願いします！





　と、宣伝が終わったところで、あと４行。


　近況を──一言で書きます。今年も終わるねー！　みんな一緒に盛り上がってくれて、ありがとう。でもって、来年もよろしくお願いしまーす。


　って、どこが一言だったんだろう。


　ほいでは次にお会いできるのは、二月の『大伝説の勇者の伝説11』です。それでは、またー！　あ、まだ冬コミがあった！


鏡貴也公式ＨＰ：http://www.kagamitakaya.com/




鏡かがみ貴たか也や












いつか天てん魔まの黒くろウサギ９


終しゆう末まつを嘆なげくカラス





鏡かがみ　貴たか也や
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